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幕間　第一次リジア戦役







　腿もも肉にくとレバーが好きだった。

　レバーは新しん鮮せんな物ならスライスして生のまま食べる事もあった。口の中で溶とけるように広がるほんのりとした甘あまさが好きでよく食べた。焼いてもいい。焼いたふんわりとした食感がたまらなく好きだった。

　最近ではバラ肉よりも、腿もも肉にくの方が好きだ。大き目に切り出した腿肉をじっくり火で炙あぶる。あまり火の近くに寄せてはいけない。程ほどよい熱のある位置で、肉にく汁じゆうが浮うき出でてくるのを待つ。そして肉汁が浮かんで来たらそれを回転させて、別の部分を炙あぶる。

　出来る限り肉汁を下に垂たらさないように気を付けながら時間をかけて焼くと、肉の表面は脂あぶらでピカピカと照ってくる。

　ゆっくり中まで火が通ったら、その腿肉の塊かたまりを薄うすく切り出して食べるのだ。

　これは何もつけなくても十分にうまい。

　もし近くに塩があったら少し振ふってやると、それだけで本当にごちそうだった。

　肉を食べた次の日は身体からだの調子がすこぶるいい。

　だけどその日は前日にまともな飯を食べる事も出来なかったせいか、幾いく分ぶん身体のだるさを感じていた。兵ひよう糧ろうの運うん搬ぱんが滞とどこおっている事もあったが、それ以上にリジアとの戦いが激化して、まともに食事を摂とる暇ひまがなかったからだ。

　小さな集落でのリジア軍との戦いはすぐに終わり、その処理作業が続いていた。傭よう兵へいである自分にする事は殆ほとんどない。言いつけられた雑用が終わると暇ひまを持もて余あました。

　集落の民家のいくつかは戦せん闘とうに巻き込まれたせいか焼け落ちている家もある。

　よく見る光景だ。それ程ほど珍めずらしいものではない。

　この戦いの指揮をしていたのは、たしかカウフマン・マカオンという将軍だ。傭兵の自分も顔くらいは知っている。結構強いらしいが、彼かれが剣けんを振ふるっている所は見たことがない。

　それはどうでもいい話だ。

　戦闘が終わった集落を、することもなくなんとなく徘はい徊かいしていると、崩くずれ落おちた瓦が礫れきに隠かくれるように蹲うずくまる子供の姿があった。どこか怯おびえているような様子だ。それはそうだろう。敵国が攻せめてきて、集落はこのありさま。その上、自分たちを守ってくれる筈はずのリジア兵はみんな逃にげてしまったのだから。

　子供は身を震ふるわせながらこちらをジッと見ている。

　ふとそんな時、ぼんやり頭の中である事が思い浮かんだ。

　――そういえば子供は食べたことがないな。

　戦場には大人おとなの死体しかない。大人は男も女もそんなに味は変わらない。筋肉が多ければ筋張っているし、そうでなければ柔やわらかい。臓器に関していえば、男女の差はもう全然関係ない。豚ぶたや牛と比べたら香かおりが少し違ちがうとは思う。

　さてでは子供はどうだろうか？

　今まで食べた事のないものに、急に興味が湧わいた。持っていたパンを差し出すと子供は目を丸くした。笑え顔がおを振りまいて出来るだけ安心させてやる。まだ少し警けい戒かいしているようだが、少なからず信しん頼らいは勝ち得た気がする。

　年としの頃ころは10歳さいくらいだろう。頬ほおに触ふれてみる。十分に柔らかい。ここから食べるのもいいと思う。でもやはり傷みやすい臓器からの方が建設的ではないだろうか？

　子供を連れて、空き家となっている民家に入った。

　強い者を殺すのは好きだ。でも弱い者を殺すのも同じくらい好きだった。人が死ぬ瞬しゆん間かんだけは、いつも同じ感情が駆かけ巡めぐった。

　この時だけは生きている事が許されると思った。

　心の中で子供に語り掛ける。仕方がないんだ。だって君は弱いんだから。弱い者は虐しいたげられるんだ。いつだって弱い者は、誰だれかの糧かてになってしまうんだ。それは極ごく々ごくあたりまえの自然な事で、君の責任でもなければ俺おれの責任でもない。君が苦しんで死んでいく事が、俺を活いかすことになる。だからありがとう。ありがとう。

　懐ふところにあるナイフを取り出すと、それを子供の首に当あてた。

　子供はブルブルと震える。この顔が好きだった。

　ゆっくり殺すのもいいけれど、今の目的は食べる事だから、十分この顔を楽しんだらすぐに殺してあげようと思う。血ち抜ぬきに時間を掛けたりすると味が落ちてしまうからだ。

　その時、突とつ然ぜん後方の扉とびらが開け放たれた。

「やめろガジェル！」

　叫さけびながら侵しん入にゆうしてきた人間の顔を見たことがあるような気がした。確か将軍の横についている人間だ。何をしているのかは知らない。

　青年は飛び込んでくると同時に自分の横腹を激しく蹴けり飛とばした。

　身体が飛んで壁かべにぶち当たる。不覚を取ったのは初めてだった。

　よろめきながら身体を起こし、青年の顔を見る。青年は怒いかりを漲みなぎらせ山刀の柄つかに手を掛けている。

「どういうことだ!?　説明しろ！」

　ぼんやりとしながら彼の事を思い出す。将軍の横について何かをしていたがその印象は驚おどろくほど薄い。だからこれ程ほど強い人間とは思いもよらなかった。自分の間合いに入ってきた速度も、消していた気配も常人の域を超こえている。

「よかった！　おまえを殺してみたい！」

　たぶん笑っていたと思う。嬉うれしかった。こういう人間が死ぬ瞬間を見たいのだと思っていた。すぐさま背にした大剣を引ひき抜ぬくと、その青年に向けて振りかざした。

　勝負は一いつ瞬しゆんだった。

　こちらの剣は間合いに入ってきた青年を掠かすりもせず、次の瞬間には自分のわき腹から大量の血が迸ほとばしっていた。

　あー、と言葉にしたのか、それとも思っただけなのか定さだかではない。

　ただ、気が付くと自分は野戦病院で傷の手当てをされていた。軍医に誰がここまで運んで来たのかを聞いた。

　――クロム・ジャレット。

　将軍であるカウフマン・マカオンの補ほ佐さをする青年だそうだ。歳もまだ16だという。

　それを聞きながらガジェル・プリアモスはただ『殺したいなあ』とだけ思った。







第一章　西周航路







　大軍勢率いるリジア軍による皇都シオニア強きよう襲しゆうから二週間後の事になる。夏らしい炎えん天てんの下、グラウスタンディアの山々の緑はより濃こく萌もえ上あがっていた。そんな山々の裾すそ野のを荷に駄だを曳ひく馬の行列が西へと延びる。皇都シオニアから西にあるアルコ川の河口に停てい泊はくする二隻の大型帆はん船せんに積み込みをする為ための荷であった。

　大方の積み込みは終わっていた。なので、クロムはこの帆船を出すための要員の確かく認にんをする為ため、フィフニス・マカオンを呼び寄せた。

「フィフニス、乗船員の方は全すべて揃そろっているね？」

「ええ、勿もち論ろんです」

　フィフニス率いる第１０２連隊、通つう称しようフィフニス連隊の隊員は元リジア海軍である。それ故ゆえ、今回の船旅には絶対必ひつ須すの人員である事をクロムは皇に上じよう申しんしたのだった。そんな第１０２連隊を率いるフィフニスは先日、祖父カウフマンを戦で失ったばかりであった。消しよう沈ちんしているかと思ったが、彼かの女じよはそんな様子をおくびにも出さず隊を仕切っていた。クロムにとっても師であるカウフマンの逝せい去きよは応こたえるものがあった。肉親である彼女にとっては如い何かほどのものだろうか、と心配をしていたが、それを語ろうとしない彼女にクロムも敢あえて話題として出すことはなかった。そんなフィフニスはふと、荷物から一冊の書しよ籍せきを取り出すと、

「そうそう、これ、おじい様からです」

　そう言ってクロムにその書籍を差し出した。表紙には『幼妻物語』とある。大作家ファルブ・ジェイコブが記した最後の書籍である。

「……これを？　僕ぼくに？」

「そうです。最後に受うけ渡わたす物がまさか卑ひ猥わいな本だなんて……おじい様は何を考えているんでしょう！」

　冗じよう談だんめかしてそう言う彼女に、クロムは小さく笑った。この本は昔、一度途と中ちゆうまで読んだことがあった。だがその時、クロムは最後まで読むことが出来ず中断してしまった。どうして最後まで読めなかったのか未いまだにクロムは判わからない。ただ、文字を追って行くにつれて、心が締しめ付つけられて先に進むことが出来なかったのだ。そういった書籍は今までこの本しか出会ったことがない。

　さて今回は最後まで読み切る事が出来るだろうか。そう思いながらカウフマンの蔵書の表紙を眺ながめた。

「ではクロム。私はこれで。まだやる事が残っておりますので」

　そう言って彼女は隊へと戻って行った。少し彼女が大きくなったように見えたのは錯さつ覚かくではないだろう。隊員の命を預かり、大きな戦を経験し、そして祖父の死を乗のり越こえた彼女が成長していないと考える方がおかしいかもしれない。幼い日に、遠くからクロムとカウフマンの姿を隠れ見ていた彼女ではもうないのだ。そう思うとうれしいと同時に、少し寂さびしいような気持もするのだった。

「さてリュリュ、行こうか？　僕らも準備を終わらせよう」

「うん」

　水ナスを食べているリュリュを促うながし船着き場までやって来る。そこには意外な事にグラウスタンディア皇国の第一皇子ダカット・クセルクセスが待っていた。

「待っていたぞクロム」

　そう言って現れたダカットの脇わきには小さな女の子が一いつ緒しよにいた。

「……………むぅ」

　クロムの顔を見ると少女は警戒するようにダカットの後ろへ隠れた。

　利り発はつそうな面おも持もちにはどこかユースティナを想起させるものがある。面識はなかったが、おそらくダカットの娘むすめ、皇女リリアであろう。

「どうしたんですかダカット皇子？　見送りにいらして下さったんですか？」

「そうだな、１０００の兵でゾラ港を落とそうというのだ、錚そう々そうたる送り出しをしてもよい所だが、今日来たのはそういった理由ではない」

「……と、言いますと？」

「途と中ちゆうこの船はアルヴァナを経由していくだろう？」

　グラウスタンディア領最西端の都市アルヴァナ。クロムたちの大型帆船２隻はこの街を経由しラトルグ国河沙フエイシヤ港に停泊。後、海流に乗りゾラ港陥かん落らくの作戦に就つくことになっている。

「その予定ですが。それがどうかしましたか？」

「実は俺もアルヴァナに用があってな。ちょうど国司船を出す予定だったのだが、クロムたちが行くのなら同乗させてもらおうと思ってな」

　きな臭くさいにおいを感じた。アルヴァナは皇都シオニアに次ぐ巨大都市である。当然アルヴァナが持ち合わせる兵力もそれに比例する。これからリジアとの大戦を前に、兵力を供出させることは当然あるだろう。おそらくダカットの目的はその供出させる兵力をいかに多く出させるか。グラウスタンディアの第一皇子が直じき々じきに出向いての交こう渉しよう……と言った所だろうか。さて、では何のために幼い皇女リリアまで連れて行くのだろうか？　その疑問はたとえ聞いてもダカットは答えないに違いない。

「了りよう解かいしました。でもそれ程ほどいい船室は用意できないと思っていて下さい。積つみ荷にでいっぱいなんですから」

「それは心ここ得ろえているつもりだ」

　実際この帆船は貨物室が殆ほとんど商用船に近いものだった。大量の塩が積み込まれており、取ってつけたような投石器が甲かん板ぱんに設しつらえてある。この船せん舶ぱくでゾラ軍と戦うのは到とう底てい無理な代しろ物ものである。

「それからクロム。もう一つ頼たのみがあるんだがな」

「ほう、皇子直々の頼みとはなんですか？」

「ガジェルを貸してほしい。このリリアの護衛にそれなりに剣が使える人間が欲ほしい」

「…………」

「どうした？　いやなのか？」

「……あの、わかってます？　これから落としに行くのゾラ港ですよ？　それなのにガジェルなしで行けって事ですか」

「ガジェルに匹ひつ敵てきするだけの戦力がそこにいるだろうが」

「どこに？」

　するとダカットが徐おもむろにクロムを指差す。

「あのねえ皇子。僕一応、軍師なんですけど。ほいほい前線へ出ていって剣を振り回す軍師がどこの国にいるんですか……？」

「ほうそうか。皇都防衛の際にはあれ程ほど獅し子し奮ふん迅じんの働きをしていたのは何だったのだ？」

　あれは致いたし方かたないことなのだ。リジア軍が司し令れい塔とうを狙ねらってくるのは分かりきっていたこと。守りに徹てつすれば人数で圧あつ倒とうするリジア側に分がある。とすれば自分も戦いに出るより他ほかない。

「とにかく今回のゾラ落としで、僕は一いつ切さい剣けんを抜かないつもりです。ガジェルにやってもらうつもりですので。それより皇子の近この衛え騎き士し団だんを周りに置いておいた方がよいのではないですか？　ガジェルの噂うわさはご存知かと思われますが、一度戦いとなれば見みさ境かいのなくなることがあります。皇女の近くに置くのは危険かと思いますが……」

「構わんさ。それくらいの方が心強い」

　ダカットは物もの腰ごし柔やわらかにそう言うが、そこには頑がんとして譲ゆずらない態度が垣かい間ま見みえた。ここでいくらクロムが反対したとしても、最終的には権力を使って連れていくだろう。彼の顔には、穏おん便びんなうちに了りよう承しようしろ、という色が見て取れる。

「はぁ……了解しました。でもガジェルはうちの戦力なんですから。もしゾラ落としが失敗したら、その時はダカット皇子の責任ですよ」

「ふん、失敗などする気はないのだろうが」

「そんな事、やってみなけりゃわかりませんよ」

　ダカットに恩を売っておくことは必要だろうと思い定め、クロムは観念したような顔を作りながら、彼の申し入れを受け入れた。

　出港の準備が整うと、人員の点てん呼こをし錨いかりを上げた。船は海流に乗りグラウスタンディアの大地に沿そって西へと赴おもむく。




　ユースティナ・クセルクセスは船上からの風景に目を細める。船室に籠こもっていると船ふな酔よいをしてしまうので、外の風に当たりに来たのだ。甲かん板ぱんの上ではフィフニス連隊の兵たちが働いていた。元々リジア海軍であった彼らは、心なしか生き生きしているように見える。

　ふと大おお鷲わしの鳴く声が聞こえマストを見上げる。ファウラが物見台の檣しよう楼ろうの上でティコに餌えさをやっていた。彼女はティコに餌をやり終えると檣しよう楼ろうからするりと降りてきた。

「いやぁユースティナ様、遊びに出てきたんすか？」

「別に遊びに出てきたわけではない」

「そうっすか。でもクロムもいないから暇でしょう」

　クロムは現在、先を行くもう一隻に乗船している。安全を考こう慮りよしてユースティナたちが乗っている船はクロムたちの船を追う形になっている。その為ため、長い船旅の間、ユースティナは話し相手がダカットの娘のリリアしかおらず往生していた。

「なんなら手紙でも出しましょうか？　文通とかしてみますか？」

　ニヤニヤ顔で近づいてくるファウラを無視して、ユースティナは舳へ先さきへと行き、クロムたちの船の船せん尾びに目を向けた。

　天てん候こうにも恵めぐまれ、今のところ何事もなくアルヴァナの港へ向かっている。ただ今回の最大の目的はリジア領ゾラ港を陥かん落らくさせることである。そしてその為ための策をまだユースティナはクロムから聞いていない。彼は皇にすらどういった策でゾラを落とすか話していないのだ。極ごく秘ひ事じ項こうである為ため……と言うのが彼の言い分だ。実際、その情報が漏もれるのが危険なのは確かである。ゾラを落とそうとしている、という情報が流れるだけでもいけない。リジア側がゾラに軍備を整え兵の補ほ充じゆうをしてしまうだろうからだ。

「でもクロムはこんな塩積つんだ船で、どうやってゾラを落とそうとしてるんすかね？」

　後からついてきたファウラがなんとなくそう言った。

「……おそらくは調ちよう略りやくであろうな」

「ちょうりゃく？」

「条件を突き付けたり話し合いをしたりしてゾラ港を手に入れようとしているのだろう」

「あ、なるほど。んで、贈おくり物ものに塩をいっぱい持っていくと」

「おそらくはな……しかし塩２隻分でゾラ港がグラウスタンディアに付くのは難しい」

「そうなんですか？」

「ああ、もっと魅み力りよく的てきな条件をぶら下げねば、あちらとて街を明け渡そうなどとは考えぬだろう」

　実際、船に満まん載さいされた塩２隻分は一財産である。だが相手が都市では取るに足らない量だ。クロムはどう交渉しようと考えているのだろうか、と思いながらユースティナは前方の船を見つめ続けた。

　船旅の夜は船室で過ごす。出港前にクロムに言われていた事だが、皇族だからと言って大きな部屋を用意してもらえる程ほど、今回の旅は余よ裕ゆうがある訳ではない。

　実際ユースティナに与あたえられた小部屋は、姪めいのリリアとの相部屋であった。だが普ふ段だんあまり話す機会のないリリアと夜を過ごすのは、ユースティナにとっても心安らぐ事であった。燭しよく台だいを囲んで、月夜の下で、床とこの中で夜ごと彼女と様々な話をした。

　幼いリリアにとって、ユースティナの話は何もかもが珍めずらしいのか質問が尽つきない。

　この日も同じ床とこに入ってから、リリアは中々眠ねむりに就つかず、ユースティナに質問を続けていた。今夜は戦場に於おける戦略の話だった。

「ユースティナさま、どうして敵にわざわざタイロを作るのですか？　タイロを全部ふさいだ方が敵はこうさんするのではないですか？」

「うむ、しかし退路が無くなり八方塞ふさがりになると、敵兵は心に余裕をなくし自じ暴ぼう自じ棄きな行動に出て、こちらは痛い目を見る。だから退路という心の余裕を残し、ここで白旗を上げた方がよい、と選せん択たくさせ降こう伏ふくに持ち込むのが戦の基本なのだ」

　それを聞いたリリアは目を輝かがやかせる。

「すごいです！　ユースティナさまは、ぐんしのようですね」

「……う、うむ……まあ、これもクロムから教わったのだがな。軍師の基本だそうだ……」

　昔同じようにクロムに質問して、似たような答えを返したクロムの事を思いだした。あの時はクロムも師であるカウフマンから最初に教わったと言っていた。

「でもそう考えると、やっぱり騎き士しというものは、ふしぎです」

「そうか？」

「かれらは、おいつめられても、あきらめません」

「うむ、確かにそういうところはあるな」

「なにより、こんかいの一団をひきいるフィフニスもそうですが、どくとくの考えをもっておるようなのです」

「なんだリリア、騎士に興味が出たのか？」

「はい。あの者らは、どんなにおいつめられても死をおそれません。わたしは……じぶんの死がこわいです。人の死は、かなしいです」

　しょんぼりとしながらそう言うリリアに、ユースティナはやさしく笑えみを浮かべながら頭を撫なでた。

「リリアはやさしいのだな。しかし騎士も決して死が怖こわくない訳ではないと思うぞ」

「そうなのですか？」

「ああ。彼らは戦場で守るべき家族や恋こい人びとの姿を思い浮かべるという」

　するとリリアは目を輝かせて話に食いついた。

「大切な人を思い浮かべるのですか？」

「うむ。守るべき者を知っている戦士は強い。戦に勝って故こ郷きようを守り、そして無事帰ろうとする……だから戦場で簡単には死なない」

「なるほど………ユースティナさまもやはり、この前のせんじょうでは誰かのすがたを思いうかべたのでしょうか？」

「うっ………」

　一瞬言葉に詰つまったが、それでも鷹おう揚ように笑みを浮かべて、

「当然だ。国の民や、城の家臣、それにリリアの事を思っていた」

　と、ほんの少し嘘うそを吐ついた。実際、戦場に赴おもむく際には国の民やリリアの事を思っていた。だが戦が始まると、とてもそんな事は考えられなかったのも事実。指揮を執とり、兵を鼓こ舞ぶしているうちに戦は終わっていた。頭の中にあったのは、戦に赴おもむく前にユースティナに作戦を説明するクロムの姿だけであった。それが常つねに頭の中を流れ続け、それに沿そって自分は兵たちを鼓こ舞ぶしていたに過ぎないのだ。

　だがそれを、どうリリアに伝えていいのか解わからず、ユースティナはそれとなくその場を取り繕ってしまったのだ。それでもリリアは、

「すごいです！　わたしもいつかそうやってせんじょうに立つ日がくるのでしょうか？」

　と目を輝かせる。そんな彼女の頭をユースティナはやさしく撫なでつけた。

「リリアが大人になるまでには、そんな事を考えずともよい世の中を作るよう努力する」

　その後は取とり留とめのない話をしたり、夜の甲板に出て星座を数えて時を過ごした。多感な少女と過ごす時間は、熾し烈れつな戦いを経へたユースティナにとって少なからず心が安らぐ貴重な機会となった。

　船は十日の航海を経へてアルヴァナへと到とう着ちやくする。ここで水や食料などの補給をなした。ダカット、リリア、そしてガジェル、他ほか侍じ従じゆうや近この衛え兵へいたちはここでアルヴァナを治める貴族の下へ赴おもむくことになった。彼らと別れるとすぐに今度は南へと進路を取る。

　アルヴァナを取り囲む広大な湾わんを抜けるとその先はラトルグの国だ。西側のラトルグの地には広くうねるように続く草原が見えた。その光景をとっても、ここが異国であるのだなという実感があった。グラウスタンディアとは違う土地の様よう相そうを目に焼き付けながら、更さらに南下していくこと十三日で、ラトルグ国の最大級の港、河フエイ沙シヤ港へと到着する。

　ここでは一いつ般ぱん的てきな商用港ではなく、ラトルグ国が占せん有ゆうしている国港へと船を着ける。これは以前、クロムがラトルグの遣けん使しコウソンとの交渉で港を開放してもらう約束を取り付けていたからこその事であった。本来ならば船着き場が空くまで近海に停泊を余よ儀ぎなくされるところである。

　下船したユースティナは船着き場に降り立つとクロムの姿を捜さがした。彼は妹のリュリュと共に書類の確認をしていた。ユースティナはそれとなくクロムの下へと歩いていく。彼は港の管理人にコウソンから預かった書類を見せ確認作業をしていた。それが終わるのを少し離はなれた場所でチラチラと見守る。

　漸ようやく確認作業が終わったようなので、それとなくユースティナが近づくと、

「おや、ユースティナ様、先に行っててくれてもよかったのですが……」

　とクロムが顔を上げながら言う。そんなものだからユースティナは少しムッとして、

「別に待っていた訳ではない！」

　と叩たたき付けるように言うと踵きびすを返し歩き出した。

　本当はずっと話していなかったから逸いち早はやく声が聴ききたいと思っていたのだが、彼は別にそうは思っていなかったようである。なんだかそう思うと腹が立つのもあったが、それ以上に自分一人が舞まい上あがっていたような気がして恥はずかしい気持ちになったのだ。

　ずんずん歩いていくユースティナ。するとその後をクロムが急いでついてきた。

「ユースティナ様、今後の予定をお話ししておきます」

「…………」

「おや？　不ふ機き嫌げんですか？」

「………別に不機嫌ではない」

「そうですか。随ずい分ぶんと長旅でしたのでご気分が優すぐれないのなら言って下さい」

「ふん……気分は優れないな」

「そうですか。では体を休めてもらった方がいいかもしれませんね。せっかく久しぶりにお会いできたのでゆっくりユースティナ様の声でも聴ければと思ったのですが残念です」

　キュッと靴くつ音おとを鳴らして足を止めた。

「……そう……思ってたのか」

「ええ。あちらの船は話し相手があまりおりませんでしたので」

「………そうか………で、今後の予定とは？」

「え？　いや、休んでからでも」

「今聞く」

「そうですか。じゃあ……まあ」

　大まかな話はユースティナの予測した通りだった。リジア領ゾラ港は戦で陥かん落らくさせるのではなく、やはり調略によって手に入れるつもりなのだそうだ。ただそこから先が、ユースティナの思っていた事とは違った。

「塩の帆はん船せん２隻ではゾラは首を縦たてには振らないでしょう」

「うむ、そうだろうな。余よ程ほどうまいものをぶら下げない限りは無理だろう」

「ええ、なので大量の食しよく糧りようを持ち込もうと考えています」

「……ふむ、なるほど、先日の戦いで海軍の中ちゆう継けい基地となるゾラは大量の資材を供出している。おそらく食糧などの不足は否いなめないだろうな」

「ええそうなんです。幸さいわいラトルグは麦などの穀こく物もつの産出量が飛びぬけている。なのでここで大量の穀物を入手したいと思います」

「まさか、この塩を売って穀物を買い求めるのか？」

　先日の遣けん使しコウソンとの話し合いでラトルグへの入港許可と共に、そこでの商売などの許可も取ってあった。だがこちらの推すい測そくに反してクロムは首を横に振る。

「いいえ、今の塩の量だと、大型帆船20隻くらいの麦が買えてお終しまいでしょう」

　それでもかなりの量だ。だが確かにゾラ港を開かせるには足りない。

「なので、ここで賭かけ事ごとをしたいと思います」

　その言葉にユースティナは耳を疑った。

「なっ!?　まさかクロム、この船を賭けて博ばく打ちを打つ気か!?」

「その通り。ラトルグでは国営の賭と博ばく場じようもありますし、賭け事には寛かん容ようです」

「ならん！　そんな、国の富を使って賭け事など許されるか！　それに負けたらどうするんだ！　この船を失うことになるのだぞ！」

　するとクロムはニヤリと意地悪い笑みを浮かべる。

「ユースティナ様、賭け事というのは運ではないんですよ」

「なに？」

「必ずどちらかが勝つように出来ている知ち恵え比くらべです。どちらのイカサマが巧こう妙みようで相手を出し抜けるか、という戦いなんです」

「……ちょっと待てクロム……それではこちらもイカサマをすると言っているように聞こえるが？」

「ええ、勿もち論ろんです」

「ならんならん！　それでは賭と博ばくとして卑ひ怯きようなのではないか？」

　捲まくし立たてるユースティナに、クロムは諫いさめるように首を横に振る。

「賭博は相手にバレないイカサマ合戦なんです。そうでない運任せに見える賭け事は、賭ける側にとって必ず不利にできている。そういうものは最初から選択するつもりはありませんがね。今ファウラに、良い鴨かもがいないか探しに行ってもらっています。それに関しては少々お待ちを」

　平然とそう話すクロムに、ユースティナはジトッとした視線を送った。

「………クロムよ、おまえが時々悪人に見える」

「悪人で結構ですよ。あなたの理想の為ためには、きれいごとでは済まない事も多々あります。でもその汚きたない部分は僕に任せておいてくれればいい」

　そう言われてしまうとユースティナは何も言えなくなってしまう。先ほどまでつまらない事で怒おこったりしていた自分を恥ずかしく思う。自分がまだ子供である事を実感せざるを得ない。だからこそ彼にさせている仕事をしっかりと胸に焼き付けておかねばならないと思った。自分は彼に……そして多くの臣下によって立たせてもらっている。その上で、きれいごとを言わねばならないのだ。心から、嘘うそ偽いつわりなくきれいごとを口にする。それが自分がすべき事なのだと強く認にん識しきした。




　ファウラからの情報はその日のうちにクロムの耳に入った。

「あのね、オウセンって大商人がいるんよ……」

　このオウセンと言う商人はラトルグ国中をまたにかけて商売をしているのだそうだ。扱あつかう物は食糧から家庭用品、薬、衣服、賭博場の経営、果ては違い法ほうな物品までかなり手広くやっているのだという。元はオウセンの兄オウインがそれら全てを取り仕切っていたのだが、先日宮中に違法な薬物を入れたことで死罪に処しよされている。一族郎党もまた裁きを下される所を、莫ばく大だいな贖あがない金を支し払はらうことで命拾いしたそうなのである。その為ため、現在このオウセンはその損失を埋うめる為ためにかなりあこぎな事にまで手を染めて金を作ろうとしているそうなのだ。

「うん、こういう差さし迫せまった事情のある人の方が、扱あつかいやすそうだね」

「へへぇ、クロムもそう思うかい？」

「ああ。展開している商売の規き模ぼも、そこらの商人とは比べ物にならない」

「そうなんだよー。欲出さなきゃ、今のままでも十分大金持ちなのにねぇ」

「人は一回いい暮らしをするとその水準を下げられないものなんだ」

「へぇ、そういうもんかぁ。あたしにゃわかんないなぁ」

「まあ、どちらにしてもかなり搾しぼり取とれそうだね。よし、この人に接せつ触しよくを図はかろうか。彼が現れる店とかも調べてあるかい？」

「えっとね、オウセンが経営する賭博場によく来てるらしいよ。幾いくつかあるんだけど、その中でも港に近い所にある賭博場に割といるらしいのね。そこは一日でかなりのお金が飛び交うそうなので」

「……賭博場ね、それはちょうどいい。こっちも賭け事をしようとしていたんだ」

「そんなこと言ってたね。そこでひと儲もうけするのかい？」

「いや、いくらでかい賭博場と言っても、賭け額には限界がある。船舶２隻を賭けるような大きな賭けはさせてくれないだろう」

「そうなん？」

「ああ、だからとりあえずはあちらに僕たちが『金に困っている大金持ち』という事をアピールするには丁ちよう度どいい」

「なんじゃいそりゃ？　矛む盾じゆんしてないかい？」

「いいや矛盾はしていない。さて、早さつ速そくその賭博場に行きたいんだが……」

　とそこまで言うと急にファウラは顔を曇くもらせた。

「うはは………実はね、そこなんだけどさ……一いち見げんさんお断りみたい」

「……会員制って事かい？」

「会員制ってわけじゃないんだけどさ、でも入るのにチケットが必要みたい。それ手に入れるにはオウセンが経営する他の賭博場の常連になって上客と思ってもらったら、配られるんだって」

「………なるほど」

　ある程てい度どの富ふ裕ゆう層そうを選別して大きな賭けをさせる為ための方策であろう。しかし今から常連となり顔を売っていたのでは時間が掛かってしょうがない。何い時つまでもラトルグに逗とう留りゆうしているわけにもいかないのだ。

　ここでクロムは一計を投じる事にした。フィフニスを呼び出し、彼女の協力を仰あおぐことにしたのだ。

　彼女は副隊長のダグラス、副隊長補佐ルービルを連れてクロムの下へとやってきた。

「なんですか、協力してほしいことって？」

「ちょっと、ある店から出てきた男性を誘ゆう惑わくしてもらってもいいかい？」

　そう言った瞬間に反応したのは、フィフニスではなくダグラスとルービルの方だった。

「ダメだ、うちの隊長に何をやらせようとしてるんだ？」

「てめぇ、事と次し第だいによっちゃ、この場で斬きり倒たおすぞ！」

　静かに怒るダグラスに、声を張り上げるルービル。どうやらフィフニスは隊長として、部下たちからよく慕したわれている事が窺うかがい知しれる。だがクロムもここで引くわけには行かない。

「時間稼ぎをして欲しいんだ。どこかバーみたいなところに入って、ちょっと会話をしてくれればそれで構わない。その間に僕らがやるべき事を、済すますから……」

　するといきり立つルービルが割って入ってくる。

「ダメだ！　そんなあぶねえ事に俺たちの天使を……隊長を巻き込むわけには行かねえ！」

　さてさてどうしたものかと、クロムは考える。さすがにユースティナにこれを頼むのは憚はばかられる。ファウラも別の事をして貰もらう予定なので却きやつ下か。リュリュに関しては子供過ぎるし、何より演技が出来るとは到とう底てい思えない。フィフニスが一番適任ではあるのだが、と思っていると彼女は意を決したように立ち上がる。

「大だい丈じよう夫ぶです。こう見えても私、男性と話すのは得意な方なので！」

「「なにぃ!!」」

　何な故ぜか驚きに目を剥むくダグラスとルービル。クロムもそれなりに驚いたが、彼女がやる気になってくれているのはたいへんありがたい。

「じゃあ、お願いしてもいいかな？」

「はい！　お任せください！」

　ドンッと胸を張るフィフニスに今回は頼たよらせてもらおう。そう思いながらもクロムは、幼い日からの付き合いであるフィフニスにこのようなお願いをする事にやはり心が痛んだ。

　こうしてフィフニスを囮おとりに使った賭博場への入場券奪だつ取しゆ作戦が決行されることになった。

　一行はファウラが調べてくれた港近くの賭博場の前まで赴おもむく。そこでクロム、ファウラは物もの陰かげに隠かくれた。山犬のモモに関しては目立ってしまう事もあるので、リュリュと共に近くの売店で待機してもらうことにした。さすがにあんな山犬を連れているリュリュを攫さらおうと考える輩やからはいないだろう。

　そして囮おとりとなるフィフニスはというと、賭博場の前で地図を片手にキョロキョロと周りを見ながら、困った顔を浮うかべていた。
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　とそこへ賭博場から男性客の一人が出てきた。少し機き嫌げんのよさそうな様子を見ると博打に負けたわけではなさそうだ。そんな男は店の前で困った様子のフィフニスを見み留とめると彼女に声を掛かけた。

「どうかしたかい？」

　するとフィフニスは焦あせった様子で、

「あああ、あの……こ、この名前のお店を探しているのですが、どうしても見つからなくて」

（ガチガチじゃないか……）

　やや心配になり物もの陰かげからフィフニスの様子を見守る。男性と話すのは得意だと豪ごう語ごしていた割には、とてもそういうようには見えない焦あせりようだ。目を泳がせながら、次に何を言うのかわからなくなり混乱しているように見える。だがそれが逆によかったようだ。男は何やら意味ありげな笑みを浮かべると、

「ああ、この酒場ならすぐそこさ。なんなら送って行こう」

　とフィフニスの肩かたを抱だいた。それを物陰から覗のぞいていたファウラが、

「あの男、フィフニスちゃんにスケベな期待をしているねぇ」

　と口に手をあてニヤニヤする。勿もち論ろん、そういった本能を利用させてもらう事を前提としていた。それについてはフィフニスに対して申し訳ない気持ちもあったが、こうするしかないというのも事実であった。

　フィフニスを連れた男はそのまま通りを歩き近くの酒場に入る。万が一という事も考えて、その酒場には既すでに幾いく人にんかの人間を送り込んである。クロムとファウラも酒場へと赴おもむいた。店に入る前に一応、リュリュが大丈夫か路上に目をやる。リュリュは露ろ天てん商しようから桃ももを買ってシャブーと齧かじりついていた。まあ大丈夫だろう。

　そう思い定め酒場の中へ。すると店内は明らかに空気が淀よどんでいた。

　目を向けるとカウンターで男がフィフニスを必死で口説いているのが目に入った。

　因ちなみにこの淀よどんだ空気を出しているのはフィフニスたちではない。

　もしもの為ために配置しておいたダグラスとルービル以下フィフニス連隊の隊員数名。彼かれらがフィフニスを口説こうとしている男に憎ぞう悪おの視線を向けていたのだ。

　彼らは一様に戦場にいるかのような気き迫はくを放ちながら「コロスコロス」と限りなく小さな声で呟つぶやいている。

（あんまり存在感を放たないでくれ……そうじゃなくても僕ら異国人なんだから）

　やれやれと思いながら、クロムは奥おくの席へと行き飲み物を注文した。その間にファウラがカウンターの方へとちょろちょろ歩いていく。

　彼女は小声で「マル」と小こ鼠ねずみの名を呼ぶ。すると、懐ふところから白い小鼠が現れた。そしてその小鼠は口に何か虫を咥くわえている。それはムカデであった。これをファウラは軽く摘つまみ上げると、フィフニスを口説いている男の襟えり元もとにヒョイと投げる。

「おお、おお、お兄さん、首、首！　ムカデがいるよ！」

「えええ！　ど、どこっ!?」

　騒ぎ立てるファウラに男は焦あせりながら衣服を叩いた。そこへファウラも一緒になって彼の服に取りついたムカデを取ろうと揉もみあう。漸ようやくムカデを退治すると男は先ほどの焦あせりなどなかったように平静を装よそおいながら、

「まったく人ひと騒さわがせな虫だな」

　とフィフニスに向かって笑いかけた。それをフィフニスは苦笑いでやり過ごし、再び男が話し出した内容に耳を傾かたむける。するとファウラがクロムの座すわる端はしの席に戻って来て、

「いっちょあがり」

　と男から掏すった財さい布ふを取り出した。皇都でもその名を馳はせたスリ師の腕うでは健けん在ざいのようである。ファウラはすぐに彼の財布の中から目的のものを取り出す。

　オウセンの賭博場の入場券である。だがこれをそのまま盗ぬすんだのでは、大事になる可能性がある。見れば入場券には通し番号が振ふられている。つまりこの入場券は、彼専用の会員証のような物なのだろう。なので仮にこれを盗んだとしても、彼が紛失届けを出せば、この入場券は無効になる。それどころか、これを使えば自分たちが盗んだ、と糾きゆう弾だんされる可能性すらあるのだ。そんな危険を冒おかすわけには行かない。なので、ここは別の方法を取らせてもらう事にしていた。

　それはファウラの偽ぎ造ぞう技術である。

　ファウラはまず、その入場券を手に取るとまじまじと見定め、携帯用の墨すみ箱ばこから墨を取り出して溶とき色の濃こさを調整していく。

　次にカバンの中から紙を数十枚取り出し、その中から券と同じ材質の紙を選別した。そして河沙フエイシヤ港の市で買い求めたラトルグの筆を使って模写していくのだ。その精せい巧こうさにはさすがのクロムも舌を巻いた。

　本来的にこの券は版画による印刷が成されている。それをファウラは一ひと筆ふで書がきで、全く同じように書き写していくのである。

　更に判はん子この部分には薄うすい油紙を乗せ強く擦こする。すると判子の朱しゆ肉にくが油紙に反転した。それを偽ぎ造ぞうした入場券に当あてると、同じ要領で強く擦こする。それにより薄くなってはいるが同じ捺なつ印いんが転写されたのである。

　通し番号に関しては、後ほど同じ大きさの数字判子を買い求めて、適当な数字を振っていく事にする。

「よくここまでマネできるもんだな……」

「へへぇ、これくらいは朝飯前だねぇ」

　ファウラはヘラヘラ笑いながら、あっという間に完成させてしまう。並べて見ても一いつ瞬しゆんでは偽にせ物ものと本物の区別はつかない。勿もち論ろん、本物の方は版画であるのでよくよく見ると微び妙みようながら違ちがいはある。

「ほいじゃあ、ちょっとこれ返してくるね」

　と言うとファウラはまだフィフニスを口説き落そうとしている男の下に向かい、通り過ぎる体で彼の椅い子すの脇に財布を音もなく置いた。

　それを合図にそれまで静かにしていた別席のダグラスとルービル、以下フィフニス連隊の兵たちが立ち上がる。

　鬼おにのような面つら構がまえの男たちは闘気を放ちながらフィフニスの下に到着すると、

「お嬢じよう様さま、お迎むかえに上がりました………ところで、そちらの下げ郎ろうは何者でございましょうか？」

　と血走る目を向け拳こぶしをゴキゴキッと鳴らす。男は「ひぃっ」と小さく声を上げると代金をその場に置いて、つりも受け取らず逃げ去って行った。

　ルービルたちがまだおさまらぬという体でフィフニスを心配する。

「隊長、大丈夫でしたか？」

「あ、はい。大丈夫です」

「あのクソガキ……俺おれたちのフィフニスちゃんの肩に気安く触ふれやがって、切り落としてやろうかと思ったぜ」

「……ああ」

　結束力の強いフィフニス連隊が刃にん傷じよう沙ざ汰たに至らなかった事にクロムは安あん堵どの息を吐ついた。そうして彼かの女じよを労ねぎらいに近くまで行く。

「ご苦労様。おかげでこっちは滞とどこおりなく済んだよ」

「そうですか。それはよかった……でも、もっとうまくやれると思ってたんですが……」

　としょぼんとする。男性と話すのは得意、と豪ごう語ごしていたがあの様子を見る限り、やはり苦手だったようである。

「あの自信はどこから来たんだい？」

「いえ……ほら、クロムとならこうして普ふ通つうに話せますし、隊の皆みなさんともうまくやって行けていると思っていたので、大丈夫だと思ったのですが……」

　自信の根こん拠きよはそこだったか、とクロムは肩を落とした。自分とは元々長い付き合いであるし、ダグラスやルービルたちに関しては過保護なまでにフィフニスを大切にしている。そうではない相手となると、当然いつも通りになる訳はないのだ。

　そんなフィフニスもだいぶ疲つかれた様子である。日々の調練などより精神的負担は大きかったのかもしれない。

「フィフニスは好きな物でも頼むといい。僕ぼくが奢おごるよ」

「本当ですか？」

　すると横からファウラも顔を出してくる。

「おっ、クロムマジでマジで!?」

「よし、死ぬほど喰くうぞ！　喰わずにいられるか！」

「ああ」

　どういう訳かフィフニスだけでなくファウラ、ルービル、ダグラスまでそれに乗っかって来る。更さらに外で待っていたリュリュが店の入り口からモモと一いつ緒しよにそっと覗のぞいている。

「…………お腹なか減ったな」

　さて今日の持ち合わせで賄まかないきれるかどうか、とクロムも苦い顔で溜ため息いきを吐ついた。




　ユースティナは宿しゆく泊はく施し設せつの一室でクロムたちの帰りを待つ。現在クロムたちはオウセンの賭博場へ入る為ための入場券を手に入れようとしている。その間、自分のする事はない。それがなんだか落ち着かなかった。

　漸ようやくクロムが帰ってきたのは、夜も更ふけてからの事である。クロムは何やら買い込んで来たらしく、大きな包みを手にユースティナの部屋を訪おとずれた。

「で、どうだったのだクロム？」

「ええ、入場券は滞とどこおりなく。明日にでも出向こうと考えています」

「そうか。………で、私に出来る事はあるか？」

　そう言うとクロムはその言葉を待っていたかの様に意味ありげな笑みを浮かべた。

「ええ、実はユースティナ様にしかできないであろう事がありまして」

　その笑みが気になった、それでも「なんだ？」と問い返すと、クロムは持ってきた包みを開いて見せた。そこから出てきた一着の衣服にユースティナは顔を顰しかめた。

「………これは……なんというか……悪あく趣しゆ味みだな」

「ええ、だいぶ」

　彼がユースティナに差し出して見せたのはドレスである。ただ妙みようにごてごてとして、如い何かにも成なり金きんのような様よう相そうで、思わずユースティナは居い心ごこ地ちの悪い気持ちになったのだ。

「まさか……これを私が着るのか？」

「そうしてもらえるとありがたいですね。……というか、こんな悪趣味な物を着こなせるのはユースティナ様以外いませんので」

「………それは褒ほめていないだろう」

「褒めていますよ。他ほかの誰だれが着ても、道どう化けにしかなりません。着こなすというのは、人と服のバランスが取れてこそなんですから」

「やはり貶けなされているようにしか思えん」

「大丈夫ですよ。ユースティナ様には成金の令れい嬢じようをやってもらうのですから。これくらいでないとむしろ足元を見られます。あ、それから名前も偽ぎ名めいにしておかないといけませんね」

「むぅ……」

　やり込められているような気がして、ユースティナは膨ふくれて見せる。だが自分にも出来る事があるのは救いでもあった。自分がゾラ落としにどれ程ほど役に立つのか不安だった。だからユースティナの胸中には、どんなことでもしたい、という気持ちがあった。

　そうして翌日、ごてごての煌きらびやかなドレスに身を包つつんだユースティナを先頭に、正装したクロム、ファウラ。更に巨きよ大だいな山犬を連れたリュリュが河沙フエイシヤの街を歩くと衆しゆう目もくを集めた。誰もが一体どんな人間なのだろうと目を向けずにはいられなかったのだ。

　そんな四人と一匹は、入場券を片手にオウセンの賭博場に入る。当然ここでもユースティナたちの姿は注目の的まととなった。明らかにどこかの貴族か、大商人の家の者であるかのような、聊いささか悪趣味な衣装。だが本来的に皇女としての気品を持ったユースティナが着るとそれなりに見えてしまう。

　そんなユースティナは場ば違ちがいとも思える賭博場の中をゆるりと歩き回るといくぶん緊きん張ちようしたような声こわ色いろで、

「さて、ここで一番歩ぶ合あいのいい賭けはどれじゃ？」

　と中々の大根役者っぷりを見せた。自分に割り当てられた役はこれだけである。後は偉えらそうにふんぞり返っていればいい。するとクロムが昨晩語った想定通り、この賭博場の責任者らしき者が手を揉みながらやってきた。

「これはこれは、どこぞの貴族の令嬢でございますかな？」

　問われるものの、これ以上ユースティナは口を開くつもりはなかった。ボロが出るのは目に見えていたからだ。なのでツンとしてクロムの方に目をやる。するとすかさず彼が間に割って入る。

「大きな声では言えぬのだが、彼女はグラウスタンディアで塩の売買を行う然さるお方の御令嬢でね。ちょっと遊び場を見せてもらえるとありがたい」

「ええ、勿もち論ろんでございます……ところで歩ぶ合あいの高い賭けをご所しよ望もうのご様子ですが？」

「ああ、ここで一番手っ取り早く稼かせげるのはどんな賭けだい？」

　すると責任者は一いつ瞬しゆん鴨かもを見つけたような顔をし、それをすぐに引っ込める。

「でしたら掛かけ札ふだなどいかがでございましょう。あちらの机で行われております」

　クロムたちは掛札をしているテーブルまで通されると、そこでルールの説明を聞く。

　各種の70枚の札を使い、役を作りその得点を競きそうゲームのようだ。似にた遊びはグラウスタンディアに限らずリジアなどにも存在する。勝手を飲み込めば誰にでも出来るゲームだ。だがこういったカードゲームの恐おそろしい所は、不正が簡単に出来る事である。

　カードのすり替かえなどは当たり前。相手に不利な札を配る事も可能で、賭博場で最も手を出してはならないゲームと言えよう。

　だがクロムは一いつ切さい躊ちゆう躇ちよする事無く、声を高めて、

「ではそれを……賭け額は上限いっぱいで構わない」

　その発言に場内から「おお！」と声が上がった。クロムはそれを意に介かいさず、

「君が席に就つけ」

　とファウラに指示を出す。ファウラは別段これといった演技をするつもりもなく、楽しそうな様子で席に就つくと、配られた掛札を手にする。

「おお、中々いい手が回ってきたね～」

　などと手の内を仄ほのめかしながら賭けが始まった。だが最初の勝負はあっさりとファウラが勝利し、勝ち金が積つまれる。更さらに二戦目もファウラの勝利。

　ユースティナはそれを後ろで見ながら、表情には出さないようにしながらも内心では大いに驚おどろいていた。それは昨晩クロムが言っていた通りの勝負の流れだったからである。

『最初は勝たせて……調子に乗り出したところから搾しぼり取る……』

　賭け事の常じよう套とう手しゆ段だんなのだそうだ。得点の低い小さな勝ちを幾いく度ども相手に与あたえる。その代かわり、店側は勝ち回数こそ少ないが、大量得点の役を揃そろえる事で、最終的な収支は店側に傾かたむくようになる。客は勝負には多く勝っているからやめるにやめられない。気が付くと財布の中身を全すべて吐はき出してしまう、と言った展開になるのだそうだ。

　しかもファウラの方は、演技なのか素なのかもわからないほど調子に乗った口調で、

「うはははっ、これは負ける気がしないねえ。どっしよっかなあ、このお店潰つぶしちゃったら悪いなぁ」

　などと口にしている。

　そして予想通りファウラが調子に乗り出したところで、あちらが動いた。支配人が賭けを進行させる親役に視線で指示を送る。同時に親は持ち札に視線を落としながら、参ったという顔で一度札をテーブルに置き、溜ため息いきを吐ついた。

　再び彼が札を手に取った時には、あの札は全て別の物に代わっているのだろう。札の差し替えが終わり、親が役をオープンする。

　かなりの高得点の役に見物客が「おお～」とどよめいた。親は困ったような顔で、

「すみませんね」

　と悪びれて見せる。するとファウラも同じように困ったような顔で返した。

「ありゃりゃ、これは差し引きそんな行かないね」

　と言って彼女が開いて見せた役に観客たちは更さらなるどよめきを漏もらした。なんと親が出した役よりも高得点の役だったからだ。さすがにこれには店側も驚きを隠せず、声を漏もらしそうになる。

　もちろんこれにはファウラが仕し掛かけを施ほどこしていた。彼女の得意とする早はや業わざである。先ほど一瞬見えたファウラの手の内は、全部カス札しかなかったのだ。いつの間にか差し替えられていたのである。これはユースティナが後から聞いた話ではあるが、ファウラは最初の勝負の間に札を多く引いていたらしい。一枚だけ取っているように見せかけて、数枚自分の懐ふところにストックしておくのだ。そして相手が勝負に出た時に、こちらも札を差し替えてそれ以上の役を作り上げる。いらなくなったカス札は、ファウラの正装したズボンのポケットにいつの間にか忍しのばされているらしい。それはポケットの穴から足元へと転がり落ちる。それを足元で小鼠が床ゆかと床の隙すき間まに落とせば証しよう拠こ隠いん滅めつである。

　そんなユースティナはずっとファウラの行動がバレないか注視していた。だが彼女がいつ掏すり替かえたのかもわからない程ほどの早はや業わざ。

　これも後で聞いた話である。彼女が掏すり替えるのは、相手が役を揃そろえて広げる瞬しゆん間かんなのだそうだ。大量得点の役を揃そろえたことに観客の視線がみなそっちへ向く。確かにユースティナもその時だけはディーラー側を見ていた。そしてその掏すり替えが途と轍てつもなく巧こう妙みような早業でもあった。なんと札が服の中から飛んでくるのである。実際には脇わきや腕の関節で弾はじいているだけらしい。しかしそのスピードがあまりにも速すぎるし、その時ファウラは一いつ切さい動いたように見えない。

『ま、手品みたいなもんなんすけどねぇ』

　と彼女はあっけらかんと種明かしをしていた。

　そうして勝利したクロムたちに賞しよう賛さんの拍はく手しゆが降り注そそぐ。親役は顔を歪ゆがめた。同じイカサマをする人間だ。ファウラが何をしたのか気付いているのだろう。だが、たとえ気付いていても、それを行おこなった瞬間に指し摘てきせねば、それはこちらにイカサマを許したのと変わらない。

　だがファウラの早業は、人の眼めで捉とらえられる速度を超こえているのだ。







[image: ]







　それでも親は冷静な顔を装よそおい、

「では次の勝負を……」

　と札を切り始める。どうやらここで勝負を降りさせるつもりはないようだ。だがそんな店員にクロムが溜息を吐つきながら首を横に振った。

「いえ、もう結構です」

　すると支配人が血けつ相そうを変えた。

「なにをおっしゃいます。運が乗っている時は勝負した方が……」

「こんな勝ち額では意味がありません。この程てい度どの賭けでは、やっている意味がない。やるなら青あお天てん井じようの賭けをしたいんですよ、我々は」

　青天井――つまり上限なしの無制限の賭けを主張したのだ。

　周りにも聞こえる声でクロムがそう言うと、その場にいた客たちは面おも白しろがるように歓かん声せいを上げた。これには支配人も困った顔でどうするべきか思案している様子だ。それはそうだろう。先ほどのあり得ない勝ちに加えて、青天井にしろと強気で言ってくる。クロムたちに何か秘策があると勘かんぐるのは当たり前の事だ。しかも上限なしの青天井で賭博場側が負けた日にはもう目も当てられない状じよう況きようになる。

　そうしていつまでもまごついている支配人にクロムは冷たく言い放つ。

「どうやら僕らと本気の勝負をしようというわけではなさそうですね。残念です。それではそろそろ失礼させてもらいましょう」

　そう言ってユースティナを促うながし店を出ようとした。

　そこへ支配人を押おしのけ別の人物が現れ、ユースティナたちを呼び止めた。

「これはこれは、当遊技場でお遊びいただきまことにありがとうございます。もっと高配当の勝負がしたいとか？」

「あなたは？」

　問い返すクロムに、声を掛けてきたでっぷりとした体格の男は笑えみを浮かべる。

「ここを経営するオウセンと申します。中々の幸運と度胸をお持ちのようだ。ご祝しゆう儀ぎと言っては何ですが、一いつ杯ぱい奢おごらせてもらえませんかな？」

　そう言うとオウセンはユースティナたちに奥の席を勧すすめる。高所得でこの店の常連だけが入ることが出来る席のようだ。

「是ぜ非ひ、ご事情を伺うかがい、場合によっては………その青天井の賭け事が出来る場をご紹しよう介かいする事もできますが………」

　しばし考える仕草をしながら、クロムがユースティナに視線を送ってきた。

「では、ご相しよう伴ばんにあずかりましょうか、お嬢様？」

「うむ」

　その受け答えは堂に入っており、ただ者らしからぬ雰ふん囲い気きを演出している。その様子にオウセンが目を光らせているのが手に取るようにわかった。

「どうぞどうぞ、こちらでございます」

　通された席には既すでに豪ごう華かな食事と酒が用意されており、リュリュとファウラが目を輝かがやかせる。するとオウセンは満面の笑みで彼女らにも食事を勧すすめた。

「さあ、そちらの従じゆう者しやの皆みな様さまも遠えん慮りよなくお食べ下さい」

「え、え、いいのかい？　あたし達たちも食べちゃって!?」

「勿もち論ろんでございますよ。どうぞ、その……令嬢も」

　了りよう承しようを得ると同時に食事に手を出すファウラと、無言でもりもり食べだすリュリュ。

　それを意に介さないオウセンの目は、確信めいた輝きを放っている。最高の鴨かもを手に入れたという輝きが。

「さて……令嬢は何やら大きな賭けをしたいという事ですが……どうしてまたこのような所に？」

　ユースティナに執しつ拗ように視線を送るオウセンを遮さえぎるようにクロムが間に入る。

「いえ、これは大きな声では言えないのですが、実はこのティア様はたいそう買い物を好む性た質ちで、お恥はずかしいことではありますがアルヴァナで少々散さん財ざいをしてしまったのです」

「……なっ！」

　ありもしない濡ぬれ衣ぎぬに思わず素が出てしまった。だがオウセンには今のユースティナの態度が、己おのれの恥ずかしい話を赤せき裸ら々らに語る従者を咎とがめているようにしか見えなかったのだろう。彼はにやりと笑みを浮かべるにとどまった。するとクロムがユースティナを諫いさめるようにやさしい口調で、

「ティア様、ここは嘘うそを吐ついても仕方がありません。大商人であるオウセン殿どのにご相談させてもらいましょう」

　羞しゆう恥ち心しんのあまり顔がほてっているような気がする。するとオウセンは透すかさず、

「ほう、どれくらい、その……使ってしまったのですかな？」

「たいへん申し上げにくいのですが、塩を積んだ船１隻を借金の形に持っていかれてしまい……」

　塩を積んだ船１隻ともなれば、それだけで家が何軒も建つ。それを挽ばん回かいするために、賭かけ事でどうにかしようとすれば、当然ここの賭博場での勝ち額でどうにか出来るものではない。

「……なので、出来る事なら、青天井の賭かけをしたいのです」

「ほう……なるほど……しかしそれ程ほどの賭けとなると……ない事もないのですが、そちら様はいったい何をお賭けになるおつもりで」

「現在まだ残っている塩を積んだ帆はん船せん２隻を賭けるつもりです」

　そこでオウセンは訝いぶかしむような目をした。

　尋じん常じようではない賭け額なのだ。いくら上限なしの青天井と言っても、常識の範はん疇ちゆうを超こえている。もし仮に塩船を２隻賭けようものなら、ただのギャンブルでは済まされない。

　だがそんな事は最初から分かっていた事だ。そこでクロムが予あらかじめ用意してきたある書類を差し出した。

「こ、これは……」

「ええ、入港許可の書類です」

　以前ラトルグ国との交こう渉しようでグラウスタンディアからの船せん舶ぱくの入港の許可を遣けん使しコウソンに取り付けた。その際に発行してもらったラトルグ王朝公認の許可証。更さらにその備び考こう欄らんには、グラウスタンディアの公式の印と共に船せん舶ぱくの種類、また積せき載さいされている積つみ荷にとその量が記き載さいされていた。

「これで信じていただけるでしょうか？」

「いや、私は疑って等などおりませんよ……とはいえ、グラウスタンディア皇家やラトルグの宮中にも顔の利きいていらっしゃる方々とは流石さすがの私でも思いませなんだ」

　と言って快かい活かつに笑って見せる。しかしその笑え顔がおの奥には、大きな獲え物ものを得た、という抜き差しならない緊張の色すら見て取れた。それはクロムも同じだったのだろうか？　すぐさまオウセンに合わせるように話を進めた。

「まあ、そういったわけなのですが、こんな大きな賭けごとを請うけ負おってくれるところは中々ありません。アルヴァナの港でも貴族などに交渉してみたのですが、さすがにこの大賭けには怖こわがって誰も乗ってこない。とはいえ我々もお嬢様の粗そ相そうを見み逃のがした責せきがありますので、どうにか挽ばん回かいしなければ後がありません。なにぶん、既すでになくした船１隻の事は、必ず旦だん那な様さまにバレる。我々使用人が首を吊つっても到とう底てい許してはもらえません。であるなら、この２隻を担たん保ぽに、大勝をして、それを旦那様に差し出せば、お咎とがめを免まぬがれることが出来る」

「なるほど……であるなら、少々危険な賭けでも構いませんな？」

「……と、おっしゃいますと？」

「いえ、実はラトルグの富ふ豪ごうたちが集まる遊技場がありまして……そこでなら、その賭けも成立いたします」

「詳くわしく聞かせて下さい」

　乗り気の体ていをしたクロムにオウセンがニヤリと笑った。

「はい……あなた方が勝てば倍率は20倍というのがございます」

「ほう、それは効率がいい。塩の帆船が一気に40隻になるという事ですか。これなら旦那様は許してくれるどころか、褒ほう美びまで下さるでしょうね」

「ええ、ええ、そうでしょう………ただ………」

　そこまで言ってオウセンは言葉を濁にごす。

　クロムが片眉をあげ察さつしたように返した。

「なるほど………我々の勝つ確率が、著いちじるしく低い……と言ったところですか？」

　先にクロムから言われ、オウセンは安心したように頷うなずいた。

「左様にございます。なにぶん、上限などなく、その上倍率が20倍ともなれば、やはり難易度はかなり高い賭けとなるのです。とはいえ、絶対勝てない訳ではない」

「構いません。塩船を１隻失っている我々は、どんな責任の取り方をしても殺される。いっそ逃げ出そうかとも思いましたが、旦那様は執しゆう念ねん深ぶかい。仮に異国に逃げ込もうとも、徹てつ底てい的てきに訴そ追ついされ、最後にはひどい殺され方をするのは判わかっている。だったら死んだ気で挑いどみますとも」

　そんなクロムの態度にオウセンは、してやったりという笑みを浮かべる。そしてそれに重ねるように、言いい募つのった。

「そのご覚かく悟ごがあれば、問題はないでしょう」

「なにか引っかかる言い方ですね」

「ああ……いえ、この賭け、勿論その塩の船２隻を賭けていただきますが、同時にあなた方の命も賭けてもらわねばならないのです」

　そら来た……とユースティナは溜ため息いきを吐つきたい気持ちになる。おそらくオウセンは闘とう技ぎ場じようでの見み世せ物もの試合を所望してくるだろう。

　ラトルグ国の河フエイ沙シヤ港は海外との繋つながりが色いろ濃こい。それ故ゆえに海外の遊ゆう興きようを取り入れる事に長たけている。その中でもアルヴァナ地方にある闘技場は河フエイ沙シヤ港でもかなりの興行収益を成なす商売の一つであった。人や動物を戦わせ富ふ裕ゆう層そうの見世物や賭けの対象とするのだ。

　グラウスタンディアでは奴隷制度が廃はい止しされて以降、その文化は以前ほどの盛り上がりは見せてはいない。だがラトルグに輸入された闘技場は、必ずしも戦いを見せるだけの物ではなくなっていた。闘技の合間に舞まいや楽がくを挟はさんだりすることで、一つの娯ご楽らくとして根付いているらしいのだ。そしてそれを国から許きよ諾だくを得えて経営する大商人には巨きよ額がくの富が齎もたらされる。

　かくいうオウセンがその一人である事はファウラの調べでわかっている。

　命を賭けるというのなら、おそらくそういったところに出だされると考えていいだろう。

「まあ、それも致いたし方かたありませんね。で、それはいったいどういった物なんです？」

「はい、闘技場にて獣けものと戦ってもらう見世物でございます」

「なるほど……ならば、こちらから戦える者を選出しろという事ですね」

　こういった賭けとなると、集団戦をさせたりするのだろうか？　だとすればクロムと一緒にダグラスたちの力を借りる必要もあるだろう。

「いえ、戦える者は一人でようございます。一番お強く、賢かしこい者を選出してください」

「一人？　ではまさか一対百のような戦いですか？」

　アルヴァナで人気の演目は集団戦を物語仕立てで見せる物である。史実などの有名な戦いを闘技場で再現して見せるのだ。だがオウセンが言ってきたのは、それとは違っていた。

「いえいえ。『野や獣じゆうの檻おり』と呼ばれる見世物で、女性を救出する遊ゆう戯ぎでございますよ。なのでもう一方、できればお美しく気高い雰囲気の方がいて下さると、観客が盛り上がってよいのですが……」

　足元を見るようにオウセンはその視線をユースティナに向けてきた。どうやらラトルグ好みの演出という事なのであろう。わかりやすい筋立てとも言える。

「もし麗うるわしき令嬢が命と巨額の帆船を賭けて、会場に現れるという事になれば、きっと多くのお客様が集まる事でしょう。そうなれば主しゆ催さい者しやとしても申し分ございません。ただ……もしご令嬢が出る事が出来ないとなると……その……興こう行ぎようそのものが打てない可能性もありまして……そうなると、そちらの申し出を受けられないという事も……」

　明あけ透すけな交渉にクロムが少しばかりうんざりとした顔をした。おそらく自分の事をお慮もんぱかってくれているのだろう。こんな事で一国の皇女を衆しゆう目もくに晒さらすようなマネは出来ない、そう思っている事はわかる。

　だからユースティナは立ち上がり堂々とした様子で、

「よかろう。ならば私とこの者でそれをすればよいのか？」

　とクロムを指しながら言い放った。オウセンはその返答を聞き満足そうに、

「ええ、けっこうでございます」

　と手を揉もんだ。




　その後オウセンから聞いた見世物のルールはごく簡単なものだった。

　武器を持った者が、獣と戦い鍵かぎを手に入れる。その鍵で繋がれた女性を救出する、といった内容である。本来的に見世物としての興行収入を得る為ために経営されている事から、賭けによる利り鞘ざやはあちらには少ない。だが富ふ裕ゆう層そうを顧こき客やくに数万人単位で入場者が来るこの興行は十分にオウセンに富をもたらすだろう。しかも演目次第では入場券の値段を吊つり上あげる事もあるというのだから、今回の見世物はかなり客からの利鞘を取りにかかるに違いない。

　宿泊施設に戻もどると、クロムはすぐにユースティナの部屋を訪れる。すると彼女は先ほどとは打って変わって弱々しい表情でクロムを迎えた。クロムはその顔を見て溜息を吐つく。

「……勢い余りましたねユースティナ様」

「……すまんクロム。私も軽けい薄はくであったと思っている。だが私に出来る事があるのなら協力したいと………」

　相手の煽あおりに乗ってしまった事を悔くいて彼女はしょぼんとする。

「お気持ちは十分です。それにこれは仕方のない事だと思います。何しろオウセンは最初からユースティナ様に目を付けていましたし、仮に名乗り出なくてもあちらから指名してきた可能性があります」

「そうなのか？」

「ええ、こちらが困っている事につけ込んで、足元を見ていたのでね」

「しかし何な故ぜ私なのだ？」

「おそらくは、見世物としての売りになると踏ふんだのでしょう。グラウスタンディアから来た大商人の娘むすめが命を懸かけた勝負をする。それが美しい子女だとなれば、大たい枚まいを叩はたいても見たがる客はいます」

　するとユースティナは急に顔を赤らめて目を泳がす。

「そ、そんな……何を言うのだ、クロム！」

　おそらく『美しい子女』という言葉が引っかかったのだろう。なにぶんユースティナは褒ほめられることに馴なれていない所がある。

「事実ですよ。恥ずかしがることではありません」

「むぅ……」

　そのまま俯うつむいてしまうユースティナにクロムは話を続ける。

「とはいえオウセンの話通りの賭けと考えるのは危険な気がしますね」

「そうだな。おそらくあの男はまだ言っていない要素がいくつかある様に思う」

「でしょうね。青天井で倍率が20倍というのがどうにも引っかかります。詳しい内容に関してもオウセンは話そうとはしませんでした。まあ、それについてはファウラに探さぐってもらっていますが……」

「どんなものか解わかれば多少はな……」

「それでもユースティナ様を危険に晒さらす事には変わりません」

「構わん。私は私に出来る事をするまでだ。ふんだくるのであろう、あの男から」

　いたずらな笑みを浮うかべるユースティナにクロムも同じように返した。

「ええ」

　そして次の日の事、オウセンからの使者がクロムの下にやってきた。開かい催さいされる期日を伝えに来たのである。開催は四日後。オウセンが経営する闘技場で行われるとの事だった。




　闘技場は河沙フエイシヤの街の西側にある。周りは一定の富裕層が住まう高級感のある住宅と店が立ち並ぶ一角。そこに巨大な建造物が突とつ然ぜん姿を現す。形式はアルヴァナの円形闘技場を模もしたものだが、石造りではなく巨きよ木ぼくの材を組んで作られた壮そう麗れいな建物だった。これ程ほどの建物であるのなら、かなりの観客が入るだろう。

　オウセンが寄よ越こした馬車はクロムたちを闘技場内まで運ぶ。

　道中、フィフニスがラトルグの馬を興味深げにしげしげと見ながら、

「ラトルグの馬って小さいんですね」

　と呟つぶやいた。クロムもラトルグ産の馬を目にしたのは初めてであったが、知識としては知っていたので簡単に補ほ足そくをする。

「あれはタタル駒ごまの血統だね。身体からだは小さいけれど持じ久きゆう力りよくがあるから戦場などでもよく使われている。グラウスタンディアなら輜し重ちよう車しやを曳ひかせる為ためのラヴァダ輓ばん馬ばとかが血統は近いね。シオニア駒みたいに速度優先型だけれど持久力のない馬とは種類が別物だ」

「ああ、輓ばん馬ばですか。長時間の持久戦になると危ないですね」

　騎き士しの職業病とも言うべきか、フィフニスには馬の事は重要なようだ。そんな話をしているうちに、馬車は入り口の前に停車する。

　馬車から降りるとフィフニスを始めとした他の者たちと別れ、控ひかえ室しつへと通された。

　そこで準備を整える。クロムは個人の山刀を没ぼつ収しゆうされた。

　ユースティナの方は緊張の様子で渡わたされた衣装に目を落としていた。見世物にされる為ため、オウセンが用意したやや煽せん情じよう的なラトルグ衣装。皇女である彼女にこれを着せるのはクロムとしてもしのびない気持ちがあった。

「申し訳ありません、ユースティナ様。そのような格好で衆しゆう目もくに晒さらされるのはお恥ずかしいでしょう」

「……うむ、これは……ちょっと恥ずかしいな」

　身を縮ちぢこまらせて恥ずかしそうにしている皇女にクロムは頭こうべを垂たれるしかなかった。

　そうして緊張の面おも持もちのユースティナを宥なだめているうちに会場の方はいつの間に騒さわがしくなっていた。恐らく今日の別の見世物が始まっているのだろう。クロムたちの順番は最後らしい。つまりは大おお取とりだ。メインイベントにされているという事だろう。

　そう思っていると会場の者がルールの説明にやってきた。

　それを聞きながら、オウセンが詳しく説明をしなかった理由にも合が点てんがいった。

　その内容はこういった物だった。

　ユースティナの足には足あし枷かせが取り付けられており、そこからは鎖くさりが水すい槽そうの中へと続いている。この鎖は時間と共に少しずつ巻き取られてゆき、最後にはユースティナの身体を水中へと引きずり込んでしまう。クロムは彼女が水中に没ぼつし、溺でき死しする前に彼女の足枷を解く、という内容だ。

　だがユースティナの足あし枷かせを外すことが出来る鍵は、各檻の中にいる虎とらの首にぶら下げてある。しかも用意された虎は通常の虎の２倍近くある八や咫た蛮ばん虎こと呼ばれる猛もう獣じゆうだった。

　しかも八や咫た蛮ばん虎こは合計五匹。その五匹のうち四匹の鍵はダミー、つまりは偽にせ物もの。正しい鍵は一つしかない。この中から正解の鍵を手に入れるのは運しだい、というわけだ。

　全て聞き終えてクロムは溜ため息いきを吐つく。

　オウセンが詳しく説明したがらない訳だ。この賭けはどう考えてもこちらの分が悪い。しかも主催者側のオウセンには幾いくらでも細工をする機会がある。つまりクロムたちが絶対勝てないような仕掛けをする事も出来るのだ。

（ま、それもなんとなくは判ってたけどね……）

　予あらかじめファウラに内情を探らせていたので、この見世物の概がい要ようは大まかに掴つかんでいた。まったく対策をしていない訳ではない。それでも何も知らないユースティナの方は、未いまだ不安そうにクロムに視線を送る。

「そんな顔をしないでください」

「しかし……」

「あ、そうだ。一応、ユースティナ様に確かく認にんしておきますね」

「なんだ？」

　キョトンとするユースティナにクロムは深刻な声色で問う。

「もしかしたらオウセンは卑ひ怯きような手段に打って出る可能性があります。その際は最終手段を使うことになるのですが…………その、もしかしたらユースティナ様にとっては、とても辛つらい事になるかもしれません」

「それは……つまり死ぬかも……という事か？」

　神しん妙みような顔で問い返すユースティナにクロムは首を横に振ふった。

「いいえ、絶対にユースティナ様を死なせたりはしません。でももしかしたら、死にたくなるかも……」

　その言葉に彼かの女じよはごくりと息を呑のんだ。そして意を決したように、

「大だい丈じよう夫ぶだ。この身が動くうちは如い何かなることでもしよう」

「それを聞いて安心しました」

　そんな話をしているうちに定刻となる。係員がクロムたちを闘技場の袖そで口ぐちへと誘ゆう導どうした。そして会場ではオウセンが観客に向かい朗ろう々ろうと語っている。

「お集まりの皆様！　本日の目玉、最終演目でございます！　長らくこの演目に参加しようという猛も者さが現れなかった為、ご披露しておりませんでしたが、ついに今日、その恐ろしい演目に挑ちよう戦せんしようという勇ゆう敢かんなる者が現れたのです！　そう『野獣の檻』に挑戦しようという猛も者さが！」

　その演目名を聞いた観客たちが一いつ斉せいに歓声を上げた。

　オウセンは満足げな声色で続ける。

「しかもそれに挑戦しようというのは、グラウスタンディア皇国から来た然さる富豪の令嬢とその従者！　しかも彼かれらはある提案をしたのです！　塩を満まん載さいした帆船２隻を賭けてこの勝負をしたいと！」

　その途と方ほうもない賭け額に観客は沸わきに沸いた。歓声は止とどまる事を知らない。法外な額の賭けである事はクロムも承知している。それを見る観客は他人ひと事ごとである無責任さと、賭けに負けるかもしれない当事者を目まの当あたりにして、胸を高鳴らせるのだろう。

　悪趣味な見世物だ、とクロムは思いながら自分たちの出番を待った。

「さあ、グラウスタンディアより参られた雄ゆう姿しをご覧ください」

　促うながされクロムとユースティナが円形闘技場に姿を見せた。

　会場はユースティナの美しさに更さらに沸わき立った。美しい令嬢が、死んでしまうかもしれない状況。助け出してほしいという希望の声を上げる者や、勿もつ体たいないと溜ため息いきを吐つく者、いったいどうなるのかと胸を高鳴らし、全員が息を呑のんだ。

　まずユースティナの足に枷かせが取り付けられる。

　次にクロムの足が荒あら縄なわでしばりつけられた。会場はシンッと静まり返る。観客席の前方ではフィフニスたちが心配そうにこちらに視線を送っていた。

「はじぃめぇぇぇぇぇ！」

　オウセンの号令と共にクロムは屈かがみこんだ。最初の関門は、この荒縄を断たち切きり、そして武器を手に入れる事だ。

　クロムは足の荒縄を解こうと手を掛かける。これが思いの外、固く結ばれており簡単には解とけそうにない。これでロスする時間はかなりのものになる事は明白だ。

（少し無む茶ちやをするしかないか……）

　そう思いながら足首を両手で押さえると、激痛と同時にゴキリと鈍にぶい音をたて、足首から先が弛し緩かんしたように垂たれ下がる。クロムは自らの関節を外し脱だつ臼きゆうさせたのだ。関節を外して縄から足を抜くと、関節を元に戻す。

　再び激痛が走り、足首は意志を取り戻したように動くが、やや違い和わ感かんが残ってしまうのは否いなめない。

　だがそんな事はどうでもいい。自分が痛いだけなら問題はないが、ユースティナを死なせることだけはしてはならない。ユースティナの方は少しずつ巨大な水槽に向かい、引き寄せられている。急ぐ必要があった。

　クロムは激痛の走る足を引ひき摺ずり、突き立てられた剣けんを手にする。だがこれも仕込みのされている剣である事は明白。目め釘くぎがガバガバになっており、しかも刀身も歪ゆがんでいる。なまくらである事は持っただけでわかった。

　クロムはそんななまくらの剣を手に、最初の檻おりの中へと入る。巨きよ大だいな八や咫た蛮ばん虎こは餌えさを与えられていないのか、かなりいきり立っている。

　肉食の生物である八や咫た蛮ばん虎こはクロムを見るや、牙きばを剥むけ巨きよ体たいを躍おどらせ飛び掛かって来る。身を翻ひるがえしそれを避よけ、巨体の首にぶら下がる鍵を叩たたき落とそうとした――が、八や咫た蛮ばん虎こは思いのほか素す早ばやい動きで剣を伸のばしたクロムを警けい戒かいする。

（やはりある程度は戦えって事か……）

　瞬しゆん時じに判断し、剣を構えると飛び掛かって来る虎の足を斬きりつけた。虎は大きく転てん倒とうし土つち埃ぼこりを上げる。その瞬間をクロムは見逃さない。

　すぐさま虎の横腹を蹴けり、首にぶら下がる鍵を剣で掬すくうように奪うばった。

（一匹倒たおすだけでこんなに時間が掛かるのか……）

　クロムの剣が立つことは疑いようがない。だがしかし、このクロムを以もつてしても、五つの鍵かぎ全すべてを手に入れようとすれば、ユースティナが溺でき死しすることは確定している。

　やはり運に任せるしかない、という事だ。

　一いつ瞬しゆん、ユースティナの方に目をやる。

「……クロム」

　呟つぶやくように言ったユースティナは既すでに足先が水面に着きそうな状況。

（運任せって言うのなら、その確率を時間内で最大値まで上げるしかない）

　そう判断したクロムはすぐさま、二つ目の檻へと向かう。そう、ギリギリまで鍵を多く手に入れ、その上でユースティナ救出の確率を上げようとしたのだ。

　すぐさま次の虎と対たい峙じする。強さは先ほどと対して変わらない。だが同じだけの時間を掛けているわけには行かない。正面から突とつ貫かんし、転がるように虎の首にある鍵を狙ねらう。だが虎は土ごと掬い取る様に爪つめをクロムに向けた。間かん一いつ髪ぱつ、真横に転がり出て回かい避ひ。そこを虎が巨体で圧おし潰つぶそうと追つい撃げきを掛けてくる。

　それを逆手に取るようにクロムは圧のし掛かる虎の体重を利用して、剣で頸けい動どう脈みやくを切断。血ち飛沫しぶきを上げる虎から鍵を奪い、ユースティナに目を移した。

　彼女は腰こしのあたりまで身を沈しずめ、身の裡うちの不安を押し殺すように意志の強い表情をクロムに向けていた。

（もうちょっと待っててくださいね）

　心の中で詫わびを入れると同時にクロムは次の檻へと走った。そして更さらにもう一つの鍵を手に入れるが、ここでユースティナの肩かたまで水すい没ぼつしかける。鍵は三つ。確率は60％。なんとか後一つ手に入れたい。

　おそらく今までこのゲームに挑戦してきた者で腕うでの立つ者がいたとしたら、ここで女性に向かって行ったに違ちがいない。だが、ここで行くのはやはりまだ心もとないのだ。

　もしこの三本の鍵が間ま違ちがっていたら、再び八や咫た蛮ばん虎この檻に引き返し、残り二匹を倒たおさねばならない。そうなれば確実にユースティナは死ぬことになる。

　クロムはそう判断し、次の檻へと走った。クロムが戦せん闘とうを開始するのと時を同じくしてユースティナの身体は上半身が水没していた。

　巨大な虎と奮戦するクロムに会場の歓声が高まる。

　フィフニスたちが祈いのるかのように見つめる。

　一瞬――オウセンと目が合った。

　オウセンは盛り上がる会場の中に於おいて、ただ静かにクロムの戦いを見つめながら、薄うすく笑みを浮かべた。

（―――へえ……ここで笑うんだ）

　思し索さくと同時にクロムの剣が八や咫た蛮ばん虎この両目を奪った――が、目と目の間にある鼻び骨こつを掠かすった瞬間、クロムの持つ剣が圧へし曲まがったかと思うと同時に折れてしまう。

「チッ！」

　猛たけ々だけしく叫さけび声ごえを上げ仰のけ反ぞる虎の真下に入り込み、折れ残った剣の刃やいばを一いつ閃せんさせる。落ちてきた四本目の鍵をキャッチすると同時に、檻の中から転げ出る。

　勢いを殺さずそのまま立ち上がると、沈みかけるユースティナと目が合った。

　彼女はジッとクロムを信しん頼らいするように見つめていた。そしてその視線が合った瞬間に、彼女の身体は顔を残して全身が水すい没ぼつ。

（後一匹――全すべてを倒さねば意味がない）

　そう思い、すぐさま最後の檻へと飛び込む。だが折れた剣のクロムは巨大な八や咫た蛮ばん虎こを前に思うように戦う事が出来ない。間合いに入る事も難しい。欠けた剣で八や咫た蛮ばん虎こに手傷を負わせると同時に、クロム自身も全身に尋じん常じようならざる傷を負った。

　だが最も重要な問題は別にある。

　それは時間。ここまで限りなく短時間で息も吐かせぬ戦闘をしてきたクロムであったが、この不足した剣で戦う事で、想像以上の時間を費ついやしてしまった。

　その結果、ユースティナが完全に水没し、水底へと引きずられて行く。

（――ユースティナ様！）

　内心で彼女の名を呼ぶと同時に、クロムは全力で駆かけだした。

　80％の可能性を握にぎりしめ、水面に没した姫ひめの下へと駆けつける。

　ユースティナは水底近くまで引っ張られて苦しそうに顔を歪ゆがめ、息を殺していた。

　会場全員が息を呑のんだ。

　クロムはすぐさま、水槽の中へと飛び込むとユースティナの下まで到とう着ちやく。そして順々に鍵を合わせていく。

　一本目――ハズレ。

　息苦しさにユースティナが小さく身を捩よじる。

　二本目、三本目――ハズレ。

　水圧がユースティナの肺を圧あつ迫ぱくし、泡ほう沫まつが僅わずかに漏もれる。

　そして最後の四本目を鍵かぎ穴あなに入れる……が、まさかのこの鍵を使ってもユースティナの足あし枷かせは解かれることはなかった。

　同時に会場から悲痛などよめきが漏れる。クロムは獅し子し奮ふん迅じんの戦いをこの短時間でこなし四本の鍵を手に入れたにも拘かかわらず、80％の確率を外したことになるのだ。

　だがクロムはその事に焦あせり取り乱す事はしない。すぐにユースティナの様子を確認する。

「―――………」

　既すでに彼女は限界に達していた。苦しさと水圧で、肺の中に残っていた空気がゴボッと漏もれ出したのだ。

（すみませんねユースティナ様。最終手段を使います）

　心の中で詫わびを入れると同時に、クロムは水面まで上がると思い切り肺の中に空気を吸い込んだ。そしてすぐさま水中にとんぼ返りするとユースティナの下まで戻る。

　彼女の眼は既すでに朦もう朧ろうとし始めている。よくここまで耐たえきったものだ。

　そしてクロムは躊ちゆう躇ちよする事無く、ユースティナの頬ほおに手を当てると、顔を寄せ、そして唇くちびるを重ねた。口移しで彼女の肺の中に空気を送り込んだのだ。

　酸素が枯こ渇かつしていたユースティナの中にそれが吹き込まれると彼女は意識をはっきりとさせる。クロムはこれを三度繰くり返かえした。

　三度目にはユースティナの意識は既にはっきりとしたものにまで戻っている。

　と、同時に、

（ああ、この顔は怒おこっているな……）

　水の中なのでわからないが、たぶん涙目になっているだろう。キッとした表情をクロムに向け顔を真っ赤にさせていた。

（だから最終手段って言ったじゃないですか）

　だがこれで時間は確実に稼かせげる。最後の一匹を倒すだけの時間である。

　クロムは水面に上がると同時に折れた剣を手にし、そしてもう一つの折れた剣の切っ先を拾い上げた。なまくらの剣といえど強く掴つかめば怪け我がをする。革かわ手て袋ぶくろがあるだけまだマシではあったが、使い方を間違えれば五指を失いかねない。

（……曲がりなりにも二刀流ってところか）

　そしてそのまま最後の檻へと走ると、残された一匹と向かい合う。振り下ろされた巨大な鉤かぎ爪つめを鍔つばで受け止めると身体を反転させ八や咫た蛮ばん虎この側そく横おうに入り込んだ。そして剣の柄つかを離はなし、その手で虎の体毛を掴つかんだかと思うと、その背に乗った。同時に首の真後ろ、急所である盆ぼんの窪くぼ目がけ折れた剣の切っ先を突き立てた。一いち撃げきで八や咫た蛮ばん虎こは目を白黒させたかと思うと、その身を横たえた。
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　そして最後の鍵を手に入れたクロムは、ユースティナの下に戻り足あし枷かせを解かんとした。

　だが次に起こった事実に、会場にどよめきが漏れた。

　それは最後の一本の鍵を以もつてしても、ユースティナの足枷が解かれなかったのだ。

　そうオウインは最初から正解の鍵など用意はしていなかったのである。

（だけどそれも予想済みなんだけどね）

　オウセンはこの賭けに絶対勝ちたかった筈はずだ。兄の不正で国家に多くの贖あがない金を支し払はらったオウ一族は莫ばく大だいな資産の多くを失っている。それを挽ばん回かいするために、塩を積んだ大型帆船２隻はのどから手が出る程ほど欲ほしいものであったろう。たとえイカサマをしても手に入れたい程ほどに。何よりクロムが全ての八や咫た蛮ばん虎こを倒す事ができるなどとは思っても見なかったはずだ。

　ならば確実に仕込みがされている。このルールを説明された段階で一番可能性が高かったのが鍵に対する細工である。だからクロムは、ある手段を用もちいた。

　それは予あらかじめファウラから教授してもらった針金を使った開かい錠じよう術である。懐ふところから出した針金を使い、すぐさまユースティナの足あし枷かせを解とくと、彼女の身体を抱だき、水面へと上がった。

　と同時に会場からは大だい喝かつ采さいが降り注そそぐ。その中で一人、顔を歪ゆがめて脂あぶら汗あせを滴したたらせたオウセン。正解の鍵が八や咫た蛮ばん虎この首に下げられていなかった事はどう考えても言い逃れの出来ないあちらの落ち度。それを覆くつがえした上で、二人とも生存しゲームを終しゆう了りようさせた。

「これは僕ぼくらの勝ちという事で相そう違いありませんね」

　確認するようにクロムがそう言うと、オウセンは苦り切った顔で目を泳がせる。

「そ、そうだな……見事なものだった……だが……だが……」

　言い逃れの策を放ひり出そうとする。何しろこの賭けがクロムたちの勝利となればレートは20倍――つまり塩の帆船なら40隻せき分ぶんの大出費をせねばならないのだから。

「だがっ！　は、針金を使うのは規き定てい違反だ！　この賭けは反ほ故ごとする！」

　その言葉をオウセンが放った瞬しゆん間かん、観客席は怒いかりの声に包まれた。

「ふざけるな！」「どっちが規定違反だ！」

　野や次じが飛びオウセンを糾きゆう弾だんする。クロムはかねてより観客を味方につけるつもりでいた。言い逃れが出来ない事実を証明した上で最終手段として針金を使う。それなら決してオウセンは言い訳が出来ない。

　闘技場のような衆目の場で一番強いのは観客だ。主催者でも剣けん闘とう士しでもない。金を払はらい、それを楽しみにしていた人間が割かつ拠きよしているのだ。数の利の前にはどんなに金を持っているオウセンでも太た刀ち打うちは出来ない。クロムはその中で堂々と戦い、そして勝利したのだ。観客がクロムに味方するのは自明の理であった。

　観客に追おい詰つめられたオウセンは身体を震ふるわせ、顔を真っ青にさせながらその場に蹲うずくまるしかなかったのだった。それもまた観客を喜ばせる見世物となり、会場は大いに沸わき返かえった。

　やっぱり悪あく趣しゆ味みな見世物だ……。

　静かな面持ちでそれを見つめるクロムは、そう思いながらユースティナを抱きかかえると控ひか室えしつへと戻って行った。




　控室に戻ると抱きかかえていたユースティナをそっと降ろす。すると彼女はムスッとした表情でそのままクロムに背を向けてしまう。

「………ク、クロムよ」

　先ほどの事で何か言わんとしているのは判っている。なのでクロムはすぐに頭こうべを垂たれ謝罪を述のべた。

「すみません、ユースティナ様の大切な唇くちびるを奪ってしまい」

　するとユースティナはグルンと振り向き慌あわてた。そしてその言葉に触しよく発はつされたように、見る見るうちに顔が真っ赤になっていく。口元を戦慄わななかせながら羞しゆう恥ちのあまり目を潤うるませた。

「な、何を申すか！　あ、あれは違うのだ！」

「なにが違うのですか？」

「いや、だからっ！　あれを勘かん定じように入れられるのは不本意というか、その！」

　必死で言い募つのるユースティナ。そんな二人の下へ客席にいたフィフニスたちが到着した。

「ユースティナ様、ご無事で何よりでございます！」

　と入るなり傅かしずき殊しゆ勝しような言葉を口にするフィフニスであったが、その顔は笑えみを押し殺しながら目をキラキラさせている。抑おさえきれない乙女おとめ妄もう想そうで頭の中がいっぱいになっているのが、手に取るようにわかる。

　するとその横でファウラが、

「うはは、まさかあそこでチューとは思わなんだ」

「ダ、ダメですよファウラさん！　身分差を前に、合法的にキ、キスとか、それをきっかけに今までにはない感情がお互たがいの中に芽生えてしまうとか、あの時の唇の感覚が忘れられなくて、どうしたらもう一度、とか、もうそんな事で頭がいっぱいになっちゃったらどうするんですか、キャー！」

　まったく止めるつもりのないフィフニスに、ユースティナは限界ぎりぎりまで顔を真っ赤にし額ひたいに手の甲こうを当ててしまう。それを見たファウラは変わらず気楽そうに笑った。

「でもあれ絶対、舌した入ってたよね」

「「入ってない！」」

　クロムとユースティナが同時に否定する。あの状じよう況きようでそこまでふしだらになれる程ほどクロムもムッツリではない。

　とにかくこれで、オウセンからかなりの額を引っ張り出したことになる。

　クロムはそんな女じよ性せい陣じんを置いて、オウセンの下へと足を向けた。オウセンは真っ青な顔でその身を椅い子すに預けていた。

「どうも、勝ち金の受け取りの話をしに来ました」

「………ああ、好きにしろ」

　諦あきらめの混じった掠かすれ切きった声。そこでクロムは彼に交こう渉しようを持ちかける。

「お支し払はらいなのですが、塩が満載された大型帆船を40隻いただきたいのですが」

「……すぐに用意は出来ん。ラトルグでも製塩はやっているが、何しろ国家の専売。それを我々で用意するには時間が掛かる。一いつ朝ちよう一いつ夕せきに用意など出来るものか」

　ラトルグ国では塩の売買に関して国家が取り仕切っている。それ故ゆえに、通常よりも塩の値段は割高になるのだ。オウセンが塩の船を前に目の色を変えたのは、そういった理由もある。

「はい。だと思いますので、それを全て麦に変えてもらえないでしょうか？」

「なにっ!?」

　オウセンは本来的にはあらゆるものを扱あつかっている商人であり、広大な平地と豊かな河か川せんを有したラトルグは麦の産地でもある。だが単純に計算をすると塩を満載した大型帆船40隻に相当する麦となると、軽く５００隻は用意しなければならない。

「そのかわり麦にしていただければ、５００隻の所を４００隻にまで負けましょう。その上で、麦の輸送が済みましたら船と人員はオウセン殿どのにお返しします。決して悪くはない話だと思いますが？」

　オウセンは値ね踏ぶみをするようにクロムの顔をまじまじと見る。

「その話、嘘うそではなかろうな？」

「勿もち論ろん。僕らにとってはその方が好都合なので」

「ちなみに輸送するのはどこまでだ？　シオニアか？」

「いいえ、ゾラ港までで結構です」

　搾り取られ絶望していた筈はずのオウセンが、この提案に救われたかのような笑え顔がおを浮かべた。

　それに対してクロムもまた笑って返す。

　追い詰められた人間の退路を断ってはいけない。戦場に於おいても逃にげ場ばを失った兵は何をしでかすかわからない。だからこそ退路を作り、相手に譲じよう歩ほさせながら負けを認めさせる。それは他ほかでもなく軍師としての初歩の教えであった。

（これで踏み倒される心配はなくなったかな……意外と汎はん用よう性せいがありますよ、カウフマンさん……）

　今は亡なき師の教えにクロムは漸ようやく安あん堵どの息を吐ついた。







断章　蒼穹の地







　切り立った山々を遠くに見ながら、北へ北へと行軍の列が延のびる。山と川、森と林が織り成す風景が消え始めると、次に見えてくるのは荒こう涼りようとした丘おかがうねる光景だった。

　夏らしく青々と茂しげる草の海。その中をコウソンとリセイが率いる隊は、只ひた管すらに進み続ける。そうして国境とも呼ばれる守りの要かなめの北ベイ河フエを渡ると、ソホウ将軍が率いる駐ちゆう屯とん地ちへと到着した。平野の中に隆りゆう起きした岩を砦とりでの塀へいに利用し、水路を完備した天然の要よう害がい。うまく地形を使いこなしたその要よう塞さいには現在３万の兵が駐屯している。

　幾いく星せい霜そうもの間、ラトルグ国との戦を続けてきた北方騎馬民族――またの名をタタル族という。百年前に一度は平定し屈くつ服ぷくさせたにも拘かかわらず、彼かの民族は今もラトルグと敵対関係にある。

　そしてこの十年程ほどはタタル族のラトルグへの侵しん攻こうは、より苛か烈れつさを増していた。

　守りの砦ともなるこの北河はラトルグ国にとって重要な拠きよ点てんの一つとも言えたのだ。

　そんな北ベイ河フエの砦に到着すると同時にコウソンとリセイは、この軍を率いる将軍ソホウへ挨あい拶さつに行った。

「ああ、中原から連れん絡らくは受けている。大変であったな」

　年としの頃ころは40絡がらみの大おお柄がらな体たい躯くをした将軍ソホウ。見かけに似合わず、コウソンとリセイを見ると、ソホウは豪ごう快かいに笑い酒を用意させた。

「リセイは確か宮廷兵士長であったそうだな？」

「御ぎよ意いに」

「そう固くなるな。で、コウソンはレイリン様の侍じ従じゆうか」

「はい」

　するとソホウは堪こらえ切れなかったのか、くっくっと笑い出す。

「いかがいたしました、将軍」

「いやな、悪い悪い。して何をやらかしたのだ？　宮廷兵士長と姫の侍じ従じゆうが、相当の事をやらねば北方になど送られまい」

　ソホウの言うことをコウソンたちはすぐに理解した。そもそも、北方に送られるのは大たい概がいが中央でなにか大きな失敗をやらかした人間である。ソホウはそれを聞いているのだ。

　すると隣となりにいたリセイはコウソンをチラチラと横目で見る。どう説明していいのか考えあぐねて助けを求めているのだろう。

「はい実は先日、女帝選出の儀ぎの前に大きな事件がありまして」

「……おお、それは聞いている。第二姫、第三姫が続けざまに崩ほう御ぎよなされたそうだな」

「ええ、その犯人を我々で追い詰めたのです」

　するとソホウ将軍は驚おどろいたように目を丸くした。

「なんと、おまえたちが？　それじゃ大おお手て柄がらじゃないか？　こんな所へ左さ遷せんされるはずもなかろう」

「……ええ、ところがその犯人が第一姫レイメイ様だったのです」

　それを聞いて、ソホウは口に手を当てしばし口を噤つぐんだ。それから徐おもむろにコウソンを見ると、

「なるほど。第一姫レイメイを擁よう立りつしていたのは摂せつ政しようのシュウバイ。そこでおまえらはシュウバイから睨にらまれてしまったと」

「ご明めい察さつ通りです」

　するとそれまで難しい顔をしていたソホウは急に何がおかしかったのか笑い出した。わけが解らずコウソンとリセイは顔を見合わせた。

「よくわかった。やはりここに送られてくる連中は似たような者ばかりか！」

「……と、おっしゃいますと？」

「なぁに、俺おれもシュウバイに睨にらまれた口だ。現在の軍の編成の仕方に異を唱えたのだ」

「それだけで北方へ？」

「ん？」

　そう言うとソホウは頬ほほを掻かきながら視線を逸そらした。

「いやな……その後に、文官どもが無理だなんだというものでな、カッとなって幾いく人にんか張り倒してやったのだ」

　それを聞いて大まかに状況が見えてきた。

「その張り倒した文官が、シュウバイの息のかかった者であった、と？」

　コウソンが察して言うとソホウは豪快に笑って見せた。

「左さ様よう。その次の日にはここへの出しゆつ征せいが決まってた」

　と言って笑うソホウに悲観した様子はない。

「まあ、そうは言っても、いつまでもこの北の地での無む益えきな戦いを続けるのがいいとは思っていない」

「そうですね。私もそう思います」

「ほう、コウソンもそう思うか？」

「ええ、国内でただ無む闇やみに内ない紛ふんを繰り返し、国こく益えきを損そこない続けているのでは、いずれ他国に付け込まれる隙すきを生むことになる。なのでタタル族との戦いは早々に終わらせねばならない」

「うむ、その通りだ。が、しかしこれがなかなか難しい。今もタタル族の右う賢けん王おうシャグリが、北１００里の位置に陣じんを構え常々奇き襲しゆうをかけてくる。こいつを倒したとしても、その先にはタタル族の王エンサが待ち構えている」

「そうですか、右う賢けん王おうがいるのですか……それは都合がいい」

「ん、なんだ？」

「いえ、私はこの北方の戦いを終わらせるつもりで来たので」

　あっさりとそう口にしたコウソンに、ソホウもリセイも一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた。

　咄とつ嗟さにリセイがコウソンの肩に手をやり制止するように、

「お、おい、コウソン、滅めつ多たなこと言うもんじゃない！」

　と耳打ちをしてきた。しかしコウソンは全く引き下がる気はなかった。

「我わがラトルグは、中ちゆう原げんの兵と各諸侯が持つ兵を合わせれば１２０万。さらに広大な平野は農耕牧畜に適し、山々からは豊富な鉱こう物ぶつを産出しております。にも拘かかわらず、ネイレシア大陸の覇は権けんをとることが敵かなわない。それは偏ひとえに北方騎馬民族60万との戦いが一向に終わらぬが故ゆえ」

「うむ、まさにその通りだ。国力の全てをタタル族に宛あてがうのは不可能だとしても、その場ば凌しのぎにこうして兵を削けずるのは得策ともいえない。何よりタタル族を抑おさえることが出来ればグラウスタンディアへの侵攻も可能になる」

「だからこそ、タタル族との戦いは早々に終わらせねばならない」

「しかし中原はこの北方警備隊に人員をこれ以上割さくつもりはないぞ？」

「ええ、ですから戦う必要はないんです」

「戦う必要はない？」

「はい、お考えください。ラトルグの兵力は１２０万。そこにタタル族の60万の兵力が加わる事を」

　その内容にソホウだけでなく、隣で聞いていたリセイまでもが口をあんぐりと開けた。

「ま、待て！　まさか、タタル族を討とう滅めつするのではなく、引き入れるつもりか？」

「左さ様よう。もしそれが実現すれば、ラトルグはリジア宗旨国家１４０万の兵力を抜ぬいて、ネイレシア大陸で最も抜きん出た兵力を有することが出来ます」

「しかしタタルとの和わ睦ぼくの話し合いは今まで幾いく度どとなくされてきた。その全てが反は故ごとなっているのだぞ」

「勿論存ぞんじております」

「知っていてなお、和睦が可能であると……コウソンは申しておるのだな？」

「はい」

　不敵に笑うコウソンにソホウは首を捻ひねる。そこからは夜を徹てつして、この後の北方警備隊のすべき事について語り明かした。

　気が付くと夜は白しら々じらと明け、東の空に太陽が昇のぼっていた。

　不思議とコウソンに眠ねむ気けはなかった。それよりもこれからすべき事をソホウに話し、まず彼が同意してくれねば何一つ事は進まない。だが全てを話し終えた時、ソホウは満面の笑みを浮うかべ、幾度か首しゆ肯こうし腕を組んだ。

「――とんでもないことを考えたなコウソン」

「ただ、これはタタル族が話を聞いてくれねば、どれも絵に描いた餅もちです」

「可能性は？」

「五分と五分……と言った所ですかね」

　その確率を口にするとソホウはにたりと笑みを浮かべる。

「ふんっ――北方警備隊の生存確率よりは高いってわけだ」

　タタル族討伐に当あてられたこの北方警備隊の生存率は一割と言われている。厳きびしい環かん境きようと武器や食料と言った兵へい站たんが安定して供給されない事がその理由だった。その事を含ふくめ、万ばん全ぜんの形でタタル族に挑いどむことが出来ないこの隊での生存率は著いちじるしく低い。だがこのソホウ将軍が着任してからはその生存率は以前より格段に上がっているのは事実だった。それは彼の差さ配はいが飛びぬけているという最さいたる証しよう拠こだろう。

「いいだろう、コウソン。おまえの策に乗ってやる。行ってこい、俺が許可をする」

　厳いかめしい顔で笑うソホウ。その隣にいるリセイの方は、コウソンの考えが未だに信じられないのかポカンと開けた口をいつまでも塞ふさげずにいた。




　日を跨またぎソホウ将軍が指揮する北方警備隊３万が北へと向かい進軍を開始した。分散する事無く一ひと塊かたまりとなった歩兵は真まっ直すぐに北に陣を張る右う賢けん王おうシャグリの陣じん営えいを目指す。

　途と中ちゆう、タタル族の斥せつ候こうであろう騎馬兵を幾いく度どか目で捉とらえたが、追撃命令が出る事はなかった。そしてゆっくりとした歩調でソホウ将軍の率いる軍は進軍し続けていく。

　その中に於おいてソホウ将軍の脇わきには、百卒長コウソン、そして同長リセイがいた。

　リセイは心配そうにコウソンに話しかける。

「なあ、コウソン。本当にやるのか？」

「ええ勿もち論ろん」

　あっさりと言ってのけるコウソンに、リセイは尚なおも心配そうな面おも持もちを崩くずさない。

「だがな、あの作戦じゃ死にに行くようなもんじゃないか」

「その可能性はゼロじゃないでしょうね」

「だろう。だったら……」

「でも何もせずに、ここでソホウ将軍と共にタタル族の侵しん入にゆうを阻はばみ続けていれば、その方が死への確率が高まります。何より、こんな内紛はさっさと終わらせねばならない」

「それはそうなんだが……」

「私は早く中原に戻もどり、レイリン様の補ほ佐さをせねばならない」

　するとリセイはブスッとしていた顔から、急に下げ世せ話わな笑みを浮かべる。

「………なあ、前から聞きたかったのだが」

　そんなリセイの態度にコウソンは無表情で返答した。

「なんです？」

「おまえ……もしかしてレイリン様の事……」

「なんです？」

「おいっ！　こらっ！　剣に手を掛けるやつがあるか！」

「妙みような勘かん繰ぐりはやめていただきたいですね。レイリン様が穢けがれます」

「わかった！　わかった！　………まったく、冗じよう談だんではないか」

　リセイは汗あせを拭ぬぐいながら溜ため息いきを吐つくと、少し真ま面じ目めな顔になる。

「……だがな、いいのか？」

「なにがでしょう？」

「おまえがそんな大事にしているレイリン姫も、いずれは諸しよ侯こうの婿むこを貰もらう事になるんだぞ」

　それは宮中に於おける慣ならわしであった。女帝の位くらいに就ついた者は、有力な諸侯たちの中から、更さらに優ゆう秀しゆうな男を選別する。そこで絞しぼられた男十人を婿むことして迎むかえるのが決まりであった。それらの男たちと交わり、一子を儲もうけると子種を提供した男は去きよ勢せいされる。そして次の男を迎え、また子を為なす。この慣かん例れいに従したがい子を為なすと、生まれてくる子は必ず女となると言われていた。実際には男が生まれる事もあるのだという。だがそういった場合は隠おん密みつ裏りに間ま引びきされてしまうらしい。

　レイリンの母である前女帝も、そうして七人の女の子をもうけた。本来はそれ以外にもう三人の子を産んだが、その子らは一人は男ですぐに間引きされ、他二人は死産であった。

　そんなラトルグ国の慣ならわしの事をリセイは話に上げながら、コウソンに問いかける。

「おまえが姫ひめ様さまに抱いだく気持ちが忠ちゆう誠せいだと言うなら別段かまいはしない。だがな、もし、それ以外の感情があるのなら、少しは覚かく悟ごをしておいた方がいいだろう」

　それ以外の感情――リセイが何を言わんとしているのか、想像できないコウソンではない。恋こいだの愛だのと言った感情を言っている事くらいわかっている。だがそんな気持ちは当然持ち合わせてなどいない。恋や愛のような感情であるのなら、自分はレイリンの為ためにここまでする必要はない。遠くから恋こい焦こがれていればいいのだ。だから己おのれがレイリンに抱いだくものは決してそのような感情ではない。

「私がレイリン様に抱く気持ちは、あなたの言うような情ではありませんよ」

「――情では……ないとは？」

「情とは人の生きる道。天と地の間に生きる者の摂理。しかしレイリン様は天に生きる道を選ばれたのです。天の道を歩く者に情を抱くのは不ふ遜そんな事だと思いませんか？」

　その問いかけにリセイはただ首を横に振ふった。

「わからん。神に情を抱くなってのはわかる。だが、コウソン、おまえさんが姫に抱く気持ちが情で割り切れないなら、いったい何なんだ？」

「…………わかりません」

　正直な答えだった。自分がレイリンに対して向ける気持ちがいったいどういう言葉で形容されるものなのかコウソンにはわからない。またそれを無理に言葉にして、誰だれかに話すようなものでもない、ということも理解していた。

　その答えにリセイは一瞬ぽかんとすると、それから笑みを漏もらした。それはレイリンの屋や敷しきにやって来て、協力を申し出た時に見せた笑みとよく似ていた。

「俺はな、コウソン。おまえが羨うらやましいよ」

　突とつ然ぜんそんな事を言い出すのでコウソンは首を傾かしげた。

「なんです？」

「おまえさんのレイリン様への思いは、普ふ通つうじゃない。俺は誰かの為ためにそこまで何かをしようと思ったことはない」

「そうですか？　私にはあなたは宮きゆう殿でんでの仕事もしっかりと熟こなす兵に見えていましたが」

　するとリセイは皮肉でも言われたかのように笑って見せた。

「俺は自分が宮廷に仕える兵の家系だから兵士になったに過ぎない。そこに特別な矜きよう持じもなければ、信念もなかった。家名を汚さぬように生きていく事が、俺にとって最も重要な事だったんだ。だから武人として生き、武人として死ぬ覚悟も気き概がいもなかった」

「………私にはそういった感覚は分かり辛づらいですね。宮廷の士官にとっては、武人としての生き方は門もん外がい漢かんですから」

「ほう、そうか………そうかもしれんな。だがおまえには信念がある。レイリン様の為ために全てを賭とす強きよう靭じんな心がある。それは終ついぞ俺には見つける事が出来なかったものだ」

　溜ため息いきを吐つくかのようにリセイは悲しげにそう言った。

　彼かれの心中にある武人としての生き方を決して理解することは出来ないだろう、とコウソンは思った。それは戦場で血を流し、死と隣となり合あわせで生きていく哲てつ学がくは、智ちで補おぎなって理解出来るものではない事を知っていたからだ。

　だから彼が自じ嘲ちようするように言う言葉の重さを受け止めながらも、どうすべきかなどと口を挟はさむことは出来なかったのだ。

「なあ、コウソン。俺も信念に生きてみたい。武人としての信念を持って生きてみたいのだ」

　なにかを吹っ切るかのようにリセイは青く透すき通とおる空を見上げ宣せん言げんするようにそう言った。快活な性格をしたリセイらしい結論にコウソンは少し首を傾げ、そして小さく笑いながら返した。

「長い人生です。どこかでそういうものを手に入れられるかもしれません」

　するとリセイは眉まゆを捻ひねってみせた。

「そうかな？」

「そういうものです」

　そこで会話は途と切ぎれた。その後は二人とも口を利きかなかった。それでもリセイの顔は幾いく分ぶん清すが々すがしいような色をしていた。

　そうして二日ほど進んだ頃のこと。ソホウが出した斥せつ候こうが戻ってくると矢や継つぎ早ばやに報告をした。

「シャグリの率ひきいる軍６万。現在こちらに向かい侵攻してまいります」

　それを聞きソホウはすぐに確かく認にんを取る。

「あちらの伏ふく兵へいは？」

「ございません。こちらと同じく密みつ集しゆう陣じん形けいをとり、守りを固めながら騎馬により侵攻してまいります」

「いつもながら早いな」

　今までラトルグの軍がわざわざ北へと侵攻することはなかった。北からの脅きよう威いに対し、ただ一いち丸がんとなり侵入を拒こばむように戦うのが常つねとなっていた。それ故ゆえ、このソホウ軍の北侵はタタル族にとっては奇き異いに映ったに違いない。すぐに手を打ってきたのだ。

　北方騎馬民族であるタタル族は名前の通り、すべての兵が騎馬兵である。ラトルグの軍はそれに対し歩兵と騎馬兵を用いて戦をする。この違いは進軍速度に大きな影えい響きようを与あたえていた。

　タタル族は一丸となり馬によって移動をする為ため、圧あつ倒とう的てきな進軍速度と機動力をみせる。

　しかし乗馬による合戦は有利にも不利にも働く。馬を用もちいた戦いは、その圧倒的存在感と力によって、突破力が増す。陣形を崩し掻かき乱みだすのに、馬群は最適なのだ。そして不利な点は、視線の高さにある。馬上からは視界が開けているように見えるも、実は必ずしもそうではない。低い位置に死角が生まれるのだ。それ故ゆえに埋まい伏ふくした歩兵などに槍やりで突つかれ命を落とすことも多分にある。

　この相そう互ごのバランスをうまく調整し、相手の戦力を見み極きわめて戦をせねば、思わぬ大敗を喫きすることになる。

　そうして斥せつ候こうの報告から日が明けて太陽が中天に昇る時刻。

　双そう方ほうの軍勢は草原の丘の上から、睨にらみ合いでもするような形で対たい峙じした。

　するとコウソンがソホウ将軍に向かい言い放つ。

「ここまでまことにありがとうございました。ここからは自分一人で」

「今のおまえの姿は、自ら死にに行くようにしか見えんのだがな……」

　ソホウはコウソンの武器も防具も持たない丸まる腰ごしとも言える姿に眉まゆを捻ひねったのだ。

「なに、私は武人ではない。なので剣けんを持った戦いは解わかりかねます。だが、口先を武器にするのなら、任せていただきたい」

「……そうか。ならば、おまえさんに一任しよう」

「ありがとうございます」

　そう言うとコウソンは一人、軍勢から抜けタタル族の方向へ向かい馬を進めた。




　遠方の丘きゆう陵りように布ふ陣じんを敷しいたソホウの軍が見える。そこから一里（約３㎞）の距きよ離りの小高い丘から右う賢けん王おうシャグリもまた敵の出方を窺うかがうように布ふ陣じんを敷しき、馬の歩を止めた。

　遠方からはラトルグの旗を掲かかげた馬が一頭こちらに向かってくる。旗を持っているのは当然人間だ。たった一騎でこちらに出向いてくるのである。それを見たシャグリは眉み間けんに皺しわを寄せた。

（何を考えているラトルグ人……）

　そう思いながらも、様子を見守る。すると隣に控ひかえていた遠とお目め役やくが驚いたように口を開く。

「シャグリ様、こちらに向かうラトルグ人は武器を持っていない様子です」

「それでも気を抜くな。罠わなの可能性がある。全員、矢を番つがえ待機」

　弓兵たちが弓に矢を番つがえ引き絞しぼる。シャグリの命令一つで、いつでも矢が放てる状態で待機した。

　それは今こちらに向かってきているラトルグ人にも解るはずだ。

（さあ、引き返すか？）

　しかしラトルグ人は馬の速度を落とすことも回頭することもなく、只ひた管すらこちらに向かって進んでくる。そして気が付くと顔かたちも判別できるような距離まで迫せまっていた。

「あなたがタタル族の単ぜん于うエンサの弟、右う賢けん王おうシャグリ殿ですね」

　怯おびえを宿さぬ瞳ひとみ。堂々とした態度。

　決してこちらに怯ひるむ姿を見せない様子にシャグリは目を細める。

「如い何かにも。タタル族単ぜん于うエンサが弟、右う賢けん王おうシャグリである。何用で参った？」

「和わ睦ぼくのために」

　その言葉にシャグリは思わず苦笑いを浮かべ、吐き捨てるように返した。

「和睦はあり得ん！　タタルはラトルグに組くみ敷しかれるを善よしとはしない！」

「いいえ、組敷かれるのではありません！　共に戦おうと申し出に参ったのです！」

　面おも白しろいことを言う、とシャグリは笑みを浮かべたい気持ちになった。これまでラトルグからの和睦と言ってやってきた使者はどれも、ラトルグに懐かい柔じゆうされよ、と高圧的な態度で接してきた。その態度はタタル族の矜きよう持じを傷つけるものだった。その都つ度ど、タタル族は使者を屈服させ己おのれの一族に迎えるか、または死体にして送り返していたのだ。

　だがこの男はそれまでの使者とは向き合い方が違ちがうようにも思える。

「共に戦うとは如い何かなることだ？」

「ネイレシア大陸の覇は権けんを共に争あらそおうと言っているのです」

　一いつ瞬しゆん、彼の言葉に呆あつ気けにとられた。そして込み上げてくるものが我が慢まんできず、シャグリはついに笑い出した。

「はーっはっはっ！　なにを言いだすかと思えばネイレシアの覇権だと？　バカな事を申すな！　我らに必要なのはこの青き大地と、蒼そう穹きゆうのみ。それを守り、自らの神をこの地に取り戻せば、それ以上は望むものなし！　去れ、ラトルグの使いよ！」

「そういう訳にはいきません！　私は約束して参りました！　北の地の戦を終わらせて来ると。この無む益えきな戦いを終わらせ、国としてあるべき方向に進まねばならない」

「……我らの戦いが無益であると？」

「左さ様よう！　あなた方は全く意味のない戦いを百年にも渡わたって繰り返してきた！　その目を覚まさせるために私はあなた方と対話しにやってきたのです！」

　タタル族の戦いは神を取り戻す戦いだ。百年の昔にラトルグに奪うばわれた蒼そう穹きゆうの神を、再びこの地に戻すための聖なる戦いなのだ。この男はそれを無益と切り捨てた。それはタタルの民であれば断じて許すことの出来る発言ではなかった。

　気が付くと怒りにも似た声を放っていた。

「彼かの者を捕とらえよ！」

　シャグリの命令と同時に、控ひかえていた兵たちが青年に殺さつ到とうした。押し潰すかのような勢いに青年は一いつ切さいの抵てい抗こうをせず捕ほ縛ばくの身となった。

　そしてシャグリは遠方に陣を構えるラトルグ軍に目を移す。彼らからもこの青年が捕らえられた事は解っているに違いない。

（さて、どう出る？）

　しかしラトルグ軍は一向に動きを見せようとはしなかった。ただその場に根を張ったように動こうとはしない。

　だとすればこの青年が申し出た通り本当に『和わ睦ぼく』の為ために遣つかわしたとでも言うのだろうか？　しかしそれはあまりにも無む謀ぼうとも言える。

　この使者を捕とらえ、その上で警けい戒かいを怠おこたらずに暫しばし様子を見る必要があるだろう。そう思いながらシャグリは青年を捕らえ、自らの陣営へと引き返したのだった。




　コウソンが独どく房ぼうに閉じ込められると、待っていたのは度たび重かさなる拷ごう問もんであった。

　彼らはコウソンに対して服ふく従じゆうしタタルへ帰き化かすることを要求したのだ。逆さに吊つるされ、強したたかに棒で打うち据すえられた。背中の皮が剥むけ、汗と共に血が滴したたった。痛みのあまり意識が飛びそうになると、水みず桶おけの中に沈しずめられた。窒ちつ息そくする前に引き上げられ、水を吐きながら噎むせると、また棒で打ち据すえられた。

　しかしその拷問にコウソンは屈くつすることはなかった。ジッと耐たえながら、

「私はタタル族とラトルグ国の和睦の為ために来た。シャグリ将軍と話がしたい」

　と幾いく度ども訴うつたえるのだった。苛か烈れつな拷問に屈する様子のないコウソンに業ごうを煮にやしたのか、それとも単に様子を見に来たのか、三日目にシャグリが独房を訪おとずれた。

　彼は柱に括くくり付つけられ、傷だらけになったコウソンを見下ろすと深々と溜ため息いきを吐ついた。

「まだ和睦などと言っているそうだな？」

「左さ様よう。現在の世界の情勢を鑑かんがみ、ラトルグとタタル族が戦いくさをしていては、他国に出し抜かれることは必ひつ定じよう。今、ここに講和する道を説ときに来ました」

　そんなコウソンをシャグリはジッと見下ろし提案を口にした。

「一人で我々の下までやってきたその勇気には感服する。どうだ、タタルに帰き化かしないか？　おまえにならそれなりの待たい遇ぐうを用意してやる」

　幾度も繰り返されたその提案にコウソンは首を横に振った。

「私はラトルグ国第五姫レイリン様の侍じ従じゆう。それ以外の道はございません」

　その返答にシャグリは落らく胆たんした様子も見せず、

「……そうか。ならばおまえの提案を聞く必要もないな。おい、おまえら、手加減はしなくていいぞ。存分に虐しいたげろ」

　と部屋を出て行ってしまう。そしてその日からコウソンに対する拷問はより苛か烈れつさを増した。

　嘗かつてからタタル族はラトルグ人を多く受け入れる文化があった。文字を持たぬタタル族にとってラトルグ人の教養や知識は多分に重ちよう宝ほうする。更さらに軍事面でも、有能な将兵には旗下の兵を与えるなど、待遇は決して悪いものではなかった。それ故ゆえ、捕らえられたラトルグ人の殆ほとんどはタタル族に帰化し吸収されていた。

　だからこそ、このコウソンを懐かい柔じゆうすることは彼らにとって当たり前の事であり、手に入らないのならこのまま拷問で殺される可能性が大いにあると言える。

　だがコウソンの決意は固かった。木の棒で打ち据すえられ、爪つめが剥はがされ、足の甲こうには釘くぎを打たれた。それでも主張を変えないと判ると、タタル族は熱ねつして溶とけた鉛なまりをコウソンの傷口に垂たらした。熱と痛みが身体を焼き、その度たび、気を失った。しかし気を失うと、水を被かぶせられまた拷問が続く。

　ただの人間であれば、気が狂ふれてしまい、自じ我がが壊こわれてしまう程ほどの痛みと苦しみ。しかしコウソンは如い何かなる痛みにも自じ我がを失わなかった。己を失いかけるコウソンの心の中心にはいつもレイリンの姿があったからに他ならない。

　――『己おのれ』というものなどはとうの昔になくなっている。今自分の中にあるのはレイリン様であり、そのレイリン様を守るこの肉体だ。だから自分の心は壊れる事は決してない。

　如い何か様ようなる拷問にもコウソンが屈する事がなかったのは、その思いがあったからに違いない。

　拷問は連日に渡り、七日を過ぎても終わることなく繰り返された。このまま膠こう着ちやく状じよう態たいになり、捨て置かれる危険性も予想された。時間を掛けすぎてはいけない。そうなるとソホウ将軍率いる北方警備隊が撤てつ退たいするかもしれないのだ。もしソホウが撤退してしまえば、コウソンはラトルグから見捨てられた事になる。そんな遣けん使しの言葉をタタル族は信じてはくれなくなる。それだけがコウソンの気がかりであった。

　そうして十日目の事。

　それでも屈服しないコウソンの前に、再びタタル族の右う賢けん王おうシャグリが姿を現す。

「随ずい分ぶんと強ごう情じようなようだな、コウソン」

　反応せずただ項うな垂だれたまま、目だけでシャグリを見定める。

「やはりおまえは見所がある。北へ来い。エンサ単ぜん于うに会わせる。そこでおまえに然しかるべき地位を与えよう」

　単ぜん于うとはタタル族の王の意である。北方の民族たちの頂点に立つ人間、それがエンサ単ぜん于うだ。このシャグリはそのエンサ単于の弟に当たり右賢王の地位を持つ。

　だが朦もう朧ろうとした意識のコウソンはそれでも尚なお、首を横に振った。

「……私の望みは、ラトルグを一つにし、他国に負けない国を作る事……己の地位や欲で動く者に非あらず……」

　頑かたくなな返事をするコウソンを右う賢けん王おうシャグリはただジッと見下ろした。

「一つ聞かせろ」

「……何なりと」

「おまえはラトルグを一つにし、他国に負けない国を作ると申したな」

「左さ様よう」

「……ではもし仮に、タタルの民とラトルグの民が力を合わせた時、おまえは異国の敵を撃うち払はらう為ために如い何かな事を考える？」

　その問いにコウソンは首を横に振ふった。

「………異国を撃ち払うのではございませぬ」

「撃ち払うのではない……だと？」

「左様……異国を我がラトルグの手中に置く、それこそが目的でございます」

　シャグリはその言葉に憤ふん慨がいしたようにコウソンの身を殴おう打だした。

「貴様、わざわざ戦乱の火種を他国に持ち出し、民に重じゆう責せきを負わせようと言うのか！」

　疲ひ弊へいしきった身体に更さらなる痛みが走る。それをコウソンは噛かみ殺ころし、目をキッとシャグリに向けた。

「民の重責と言うのなら、何な故ぜ、未いまだにタタルはラトルグとの無む益えきな戦を繰り返さんとするのです？」

「それはお主らが百年の昔、我がタタルの神を玉ぎよく璽じの中に隠かくしたからであろう！」

「否いや、既にタタルの神は御隠れになられて（死んで）おります。もうこの世界には……」

　言いかけるコウソンの顔面をシャグリの拳こぶしが打ち据すえた。コウソンは口の中に溜たまった血をその場にだらしなく吐はき落すと、その顔を上げシャグリを見み据すえる。

「右う賢けん王おうシャグリ、あなたは既すでに気付いている筈はずだ。タタルの記き憶おくから、その神の存在が消え去ろうとしている事を！」

「!?」

　明らかな狼ろう狽ばいがシャグリの顔に浮かんだのがわかった。

「神の存在はいずれ、タタルの民の誰だれ一人ひとり思い出せぬ程ほどに風化する。それを止め、概がい念ねんとしてこの世界に留とめおくことが出来る唯ゆい一いつの方法を私は知っている。もしそれが知りたいと言うのならば、タタル族は我々と共に剣を取らねばならない！」
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　言い切ったコウソンの顔を、怒いかりとも憐れん憫びんともつかない表情で見下ろすシャグリ。

　空気が凍こおるほどの沈ちん黙もくが訪れた。

　何かを考えるようにジッとこちらを見続け、そして彼は踵きびすを返すと部下に命令を下した。

「…………縄なわを解いて連れてこい」

　するとタタルの兵たちはすぐにコウソンの縄を解き傷の手当てを施ほどこした。そして然しかるべき衣服に着き替がえさせると、別の天幕へと案内される。

　既すでに歩くことも出来ないコウソンをタタル族の若者たちが担かついで連れて行った。

　そこは他ほかの天幕とは違い一ひと際きわ大きく立派な造りとなっていた。中へ通されると、そこには正装をした右う賢けん王おうシャグリが控ひかえ、その上座には椅い子すに腰こしかけた男がいる。

　タタル族の中で二位の地位を持つ右う賢けん王おうシャグリが傅かしずく相手となれば、自おのずとそれが誰であるかは知れた。

　――タタル族の王、エンサ単ぜん于う。

　これにはさすがのコウソンも驚きを隠せなかった。本来エンサ単ぜん于うはより北にある庭みやこにいて、滅多にこのような前線に出てくることはない。すると右う賢けん王おうシャグリが、そんなコウソンの顔を見て察したように、

「単ぜん于うは北ベイ河フエイでの前線を視察にいらしておられる。おまえの事を話したらご興味を持たれたのだ」

　と言った。コウソンは傷に痛む身体を曲げ、彼の前に傅かしずいた。

「お初にお目にかかります。ラトルグ国より参った遣けん使しコウソンにございます」

　するとエンサ単ぜん于うは鷹おう揚ように頷うなずき口を開いた。

「うむ、興味深い話をしておったそうであるな。余よにも聞かせてくれるか？」

　エンサ単ぜん于うは手を叩たたくと酒と料理が出された。

「まあ呑のめ。馬の乳で造った酒だ。中原の者の口に合うかはわからぬがな」

「いただきます」

　盃さかずきに注がれた酒をコウソンは呑み干す。それを見たエンサ単ぜん于うは鷹おう揚ように笑えみを浮かべた。

「ほう、呑みなれぬ者は噎むせてしまうのだがな」

「生まれが北に近かったので、遊牧の者とも交友がありました」

「そうか。確かに商売をしに我々もラトルグと交易をしているからな」

「しかし最近はそれも儘ままならぬでしょう」

　するとシャグリはグイッと馬ば乳にゆう酒しゆを呑み干し、苦い顔をした。

「ああ、その通りだ。おまえたちの国の悪口になってしまうが、中原にいるシュウバイが我々に対し締め付けを強くしてきおった。おかげで、こちらは随ずい分ぶんと苦労をしている」

「国境の村や市に対して、タタルとの交易を一切禁止する法令の事ですね」

「ああ、その通りだ。この地は金や宝石、毛皮などは手に入るが鉄や米、麦が取れない。それまでは村々との間にある市に赴おもむいてそれらを購あがなっていた。だが完全な断絶命令が発布され、それら北方にある村での市も厳しく取り締まられた事で、我々はそれらを手に入れる術すべがなくなった」

「それ故ゆえにこの十年は略りやく奪だつが激しくなったと？」

「明めい察さつとだけ言っておこう」

　タタル族とラトルグ国の中間に点在する村々は、昔からタタル族との交易をしていた。北の地は金や銀が取れるだけでなく、彼らが放牧した獣けものの皮なども交易の対象であった。そしてそれまでラトルグ国も、その事に対し目を瞑つぶってきたところがある。

　それはタタル族がそういった交易をする村や市を襲おそわなかったからだ。

　しかし前女帝が崩ほう御ぎよし、摂せつ政しようシュウバイが政権を握にぎってからというもの、その状じよう況きようは一変する。

　敵であるタタル族と交易するとは何事か、奴やつらに物資を供給するとは国こく賊ぞくである――そう言ってタタル族との交易をする者に対し厳しい罰ばつ則そくを科かしたのだった。

「我々が住むこの北の地は決して肥ひ沃よくな土地とは言えぬ。蒼あおい草原の上を駆かける事だけがタタルの生き方なのだ」

「………しかしそれはあくまで建たて前まえでございましょう？」

　するとシャグリは一瞬、コウソンを射殺すかのような眼光を向けた。すかさずエンサ単ぜん于うが言葉を継つぐ。

「……知っておるらしいな……タタルに起こる災さい厄やくの事を」

　するとシャグリは身み動じろぎひとつせずコウソンを眇すがめ見ると徐おもむろに口を開いた。

「………我々の神を奪ったラトルグを、タタルの民たみは決して許さぬ」

　その言葉はシャグリ個人の言葉でないことをコウソンは理解していた。遠く長きに渡りラトルグに弓を引き続けるタタル族。それは幾いく星せい霜そうの昔に奪われた自らの神を取り戻すための戦い。そしてそれは子々孫々受け継がれ続けたタタル族の悲願の声だった。

「主らが宮中に隠し持つ玉ぎよく璽じの中に納められた、我らが蒼そう穹きゆうの神を取り戻すまで、タタルの民の戦いは終わらぬ」

「そんなものはお忘れなさい」

「……なに？」

　怒りの顔を露あらわにするエンサ。しかしコウソンは動どう揺ようしない。

「神というものをあなた方は勘かん違ちがいしている」

　その言葉にシャグリが激高し立ち上がった。

「言ってみろ！　言い訳くらいは聞いてやる！」

「蒼そう穹きゆうの神が玉ぎよく璽じにお隠れになって、タタルの地は闇やみに沈みましたか？」

　エンサ単ぜん于うはただ押おし黙だまり俯うつむいた。

「今も美しい青空がタタルの地にはある。蒼き草原が砂さ漠ばくになる事もなく、今もその穂ほを蒼穹に向かって伸のばしている。それでも尚なお、王の身に神を宿さねば、タタルの民の矜きよう持じが保たもたれないのならば、それは単に神への甘あまえに他ならない」

　シャグリが剣の柄つかに手を当て立ち上がった。

「言うたな？　おまえは単ぜん于うを侮ぶ辱じよくした。それは万ばん死しに値あたいする」

「我が死を以もつてあなたの目が覚めるのなら、喜んでこの命を差し上げましょう。しかしこの命を捧ささげてもあなたの目が覚めないのなら、これ程ほど惨みじめな死はない」

「なに？　目が覚めるとは如い何かなことだ？」

「何な故ぜあなた方タタルの民は、その目を世界に向けないのか、ということです」

「世界だと？」

「タタルの地の北東にはグラウスタンディアの地がある。その向こうにはリジア宗旨国家、南にはスクルタビア。何故あなた方はそれを取ろうとはしない！　いつまでも過去の神にしがみつき、その恨うらみを晴らそうとラトルグのみしか見ておらぬ貴き殿でんらの目が覚めるのなら、この命、惜おしむ必要はない！」

「……ふん、世界だと!?　笑わせるな！　我々は蒼穹の神の意思に沿そって……」

「神の意思に沿って？　ならば、何故、この地で燻くすぶっている!?」

「……燻っているのではない！　それこそが神の意思なのだ！」

「はたして本当にそうですか？　この地に降り立った蒼穹の神はなんと言った！　このネイレシアの大地の意思を一つにして見せよ、そう言ったでしょう！」

　どの土地の、どの神に於おいてもそれは変わる事のない真理だった。だからこそ、エンサもシャグリもただ黙もくするしかなかった。

「タタルの民がすべきことは、このネイレシアの意思を一つに束ねる事。それはラトルグとて同じ！　我々がこうして小競り合いをしているうちに、グラウスタンディア皇国が、リジア宗旨国家が、スクルタビア連合国が力を集めこの大地を狙ねらっているのだ！　ならば今こそ、タタル族とラトルグ国が力を合わせ、ネイレシア大陸の心を一つにする時であると何故考えないのです!?」

　激しいコウソンの弁に、シャグリは黙もつ考こうするように口を噤つぐんだ。

「更さらにもう一つ重要な事を言っておきます。エンサ単ぜん于う、そして右う賢けん王おうシャグリ。あなたがたの神は既すでに危機的状況にある。そしてお二人はそれを解っていらっしゃる」

　その言葉に思い当たる所があったのだろう、二人は僅わずかな動揺を見せた。

「神が潰ついえて百の年月が過ぎようという今、蒼穹の神を認にん識しきできない世代が出てきているのではないのですか？」

　するとエンサがギロリと睨にらむようにコウソンを見み据すえた。

「どこでそんな事を聞いた？」

「聞いたのではありません。知っているのです。神々同士の戦いくさに於おいて、敗れた神は勝った神の血と肉になる。そして時が経たつにつれ、食われた神々の記憶は人々の中から消え、その教えに従った宗教も文化も民族性もなくなり最後は勝った神の事しか認識できなくなる。この世界の仕組みはそうできている。そしてタタル族にとってその変へん換かんの時がもう間もなく近づいているという事です」

　エンサとシャグリはコウソンの言葉にただ押し黙り俯うつむいた。

　彼らにとってそれは今起こっている最も重大な問題に他ならないからだろう。彼らの中にある概念として残った神が今、少しずつ消えて行っている。それを認識しているからこそ、彼らはコウソンの言葉に押し黙ったのだ。

「私はその概念のみとなった神を、この世界に留とどめる方法を知っております」

「………申せ」

　ゆっくりと息を吐つき、コウソンは静かに語った。

「はい、その方法はただ一つにございます。この世界、ネイレシア大陸に点在する全すべての神を討とう滅めつする事……つまりこの大陸を統一すれば神々の戦いが終結し、人々は概念への抑よく圧あつから解放されるという事になります」

「――何を以もつてそれを証明できる？」

「残念ながら証明はできません。ただ、これを教えて下さった方は神々の理ことわりを一千の年月研究してきた内仙ネイシエン山さんの仙せん人にんブテイクンとエイセンにございます」

　北方のタタル族といえども、彼らの事を知らない筈はずはなかった。ラトルグ国の中に於おいて、国境の概念のない山中に住む賢けん人じん。智ちを頼たよる者は時としてラトルグの女じよ帝ていである事もあればタタルの単ぜん于うである事もある。分わけ隔へだてなく誰とでも会う場合もあれば、たとえ帝みかどの使者であっても面会を拒きよ絶ぜつする事もあるという一族。

「おまえはブテイクンを知っておるのか？」

「暫しばし仕えていた時期がございます。そこで読み書きを習い、宮中に於おける作法を施ほどこされました」

「……ならばお主が本当にブテイクンの下にいたという証はあるのか？」

　注意深い視線を投げかけるエンサに、コウソンは小さく首を横に振る。

「目に映る証はございません。あるのは身の裡うちのブテイクンとエイセンの教えのみ」

「ほう……それは我らに益えきするものなのか？」

「益することはないでしょう。しかし降りかかるであろう災わざわいに備える事は出来ると」

「それは如い何かな事だ？」

「内仙ネイシエン山に桜おう桃とう花かが咲さきました」

　放たれたコウソンの言葉に、エンサもシャグリも息を呑んだ。それがいったいどういう意味か理解していたからに違いない。

「ウツロが現世に降りてございます。今はブテイクン、エイセンの下に身を置いてございますが、いずれ山を降りる事になりましょう。遠からず世界は戦乱に包まれる事は必ひつ定じよう。我らラトルグとタタルの民が競せり合っているうちに、天下は大きく移り変わります。しかしその時になってでは手て遅おくれ。今、我らが手を結び、礎いしずえを築いておかねば他国の食い物となる事は明白。ラトルグは勿もち論ろん、タタルの民とて神を失うだけではなく国すらも失う事になるのです」

「……………それは間ま違ちがいがないのだな？」

　その問いにコウソンは秘ひして黙だまった。だがそれで十分だったのだろう。エンサは大きく息を吐つき、何かを納なつ得とくしたように決意を固めて中空を見つめた。

　それだけで場の空気が変わったことをコウソンも感じ取る事が出来た。

　エンサは再び大きく息を吐き、呟つぶやくように言葉を口にする。

「奇さ異いな事だ……」

「何がでございましょう？」

「其方そなたの事だ、コウソン」

「私の？」

「ブテイクンら仙人というのは弟で子しを取らぬと聞いていたが、其方そなたのような若者を門下に加え、剰あまつさえ都に送るとはな」

「さて自分には仙人の考えは理解しかねますので……おそらく運がよかったのでしょう」

　するとエンサ単ぜん于うは僅わずかに笑った。

「運がよかったか……さてどうかのう。……ただ神かみ代よの理ことわり、現世の史し、物の理ことわり、それら全てに於おいて人知を超こえた理解を持つ者たちだ。我々の常識に照らし合わせて理解できるとも思わん。事実はただ、お主が仙人の眼鏡めがねにかなったという事なのだろう」

「そう思っていただければありがたいです」

「さて……そのブテイクンはいずれ人々の記憶から、負けた神の存在は消え去ってしまう、とそう言っていたのだな」

「はい、現に百の年月を経へたタタルの神は、記憶から消え去るのにそう時間はございません」

　その事実を実感しているであろう二人は、重く息を呑のんだ。そしてシャグリがコウソンに真しん剣けんな眼まな差ざしを向け問いかけた。

「して、神しん仙せんの教えを知るお主には、我々の神がいつまで保もつのか解っているのか？」

「いえ、正直な事を言えば、百年もの間、記憶の中に残っていた事そのものが奇き跡せきに近いと思います。恐おそらくタタル族に文字がなかったことが幸いしていたのかもしれません」

「文字がなかったことが？　私は逆に思うが……」

「いえ文字文化がある民族の方が早々に記憶から消えてしまうそうです。文字に認したためられているという安心感から来るものなのかもしれません。しかし文字に認したためられていても、それら書物は必ず紛ふん失しつされます。火事であったり盗とう難なんであったり、理由は様々ですが必ず消えて行き文字文化も衰すい退たいし、そして記憶からは消される。そのようにできています」

「口こう承しよう文化であったから今までどうにかなっていたという事か……」

「或あるいはタタル族にも文字文化があったかもしれませんが、この百年の間に既すでに潰ついえている可能性もあります。ただ元々それ程ほど文字に頼った生活をしていなかった事は確かでしょう」

　原始的な文字文化はタタルにもあった可能性は十分に考えられる。ただ竹ちく簡かんもなければ紙を漉すく為ための原材料も心許ないタタルで文字文化がそれ程ほど発展したとは思えないのだ。

　するとエンサ単ぜん于うは静かに頷うなずいた。

「コウソン、其方そなたの話は聞くに値する話である。だが、それで今まで戦ってきた歴史を覆くつがえす事は、祖そ霊れいに反する事だ。ラトルグとの戦で命を落として行った兵たちの魂たましいを鎮しずめるには禊みそぎが必要となる」

　祖霊に――と言ったのはエンサ単ぜん于うの建前だろう。ただ長い年月、お互たがいを敵として戦い続けてきた今、何の理由もなく手を結ぶなどという訳にはいかない。なにより、民たちが納得をしないだろう。殊こと、この十年の両国の戦せん禍かは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。前女帝が没ぼつした後、宮廷内の政治を一手に担になったシュウバイの政策で、タタル族討滅の号令が為なされた。

　だが結果として残ったのは、悪戯いたずらに死なせ続け疲ひ弊へいした両民族の軍営だけ。そしてその度たび重かさなる侵しん攻こうによりタタル族もまたラトルグに対して大きな怒りを抱かかえる事になった。

　今ここで何の理由もなくエンサ単ぜん于うがラトルグと手を結べば、タタルの民は単ぜん于うに軟なん弱じやくさを感じるだろう。それは北方にすむ民族の中で内ない紛ふんを起こさせる原因となり得うる。もしここでタタルとラトルグが手を結ぶのであれば、そこには誰だれもが納得する必然的な理由が必要なのだ。

　だがコウソンにとってはそれこそが交こう渉しようの肝きもでもあった。

「心得ております。ラトルグからそれら祖霊の魂を鎮める事が出来る首を差し出し、北の地に献けんじていただければと存ぞんじます」

　これにはエンサもシャグリも眉間に皺を寄せた。

「其方そなた……それに見合う首とは……」

「それは………」

　静かにコウソンはある人物の名を告げた。タタル族の二人は信じられないとばかりに目を見開き、そして暫しばしの沈黙の後、エンサ単ぜん于うが口を開いた。

「………もし本当にその首を差し出せるというのなら、我々タタルは、ラトルグと共に世界に覇はを唱えるために剣を取ろう。だが約束を違えればどうなるかわかるな？」

　コウソンは何も言わず小さく頷うなずき返した。

　エンサは威い厳げんのある面おも持もちで静かにこう言った。

「我わがタタルの民は、神の存在を完全に失う前に、玉ぎよく砕さいする覚かく悟ごでラトルグを討滅する。良いな」

「結構でございます」

　タタル族とラトルグ国の交渉はエンサ単ぜん于うのこの言葉を以もつて成立した。

　深く頭を下げたコウソンは、それと同時に意識を失いその場に伏ふした。連日に渡る拷問によって失った体力と傷つけられた身体からだは、意識を保たもっている事すら奇き跡せき的てきだったのだ。彼かれを最後まで奮い立たせ続けたのは、彼の中にあったレイリンの姿に他ならなかった。

　そんな意識を失ったコウソンに、エンサ単ぜん于うは、

「すぐに床とこを用意しろ。従じゆう者しやと医師を常に置き片時も目を離はなすな。この男は今死んではならぬ男だ」

　そう言い置き天幕を出ていった。




　コウソンがタタル族に捕らえられて十二日が経たった。共にこの北の地まで来たリセイは、一向に戻もどってくる気配のないコウソンに胸むな騒さわぎを覚える。

　その時点で軍全体が撤てつ退たいの準備に掛かかっている事に気が付いた。まさかコウソンを置いてゆこうと考えているのかとリセイは憤いきどおり、すぐさまソホウ将軍の下へ駆けつけた。

「軍が撤退の準備をしているように見えますが」

「ああ、北ベイ河フエの砦とりでまで撤退させる。それがどうした？」

「コウソンがまだ帰って来ておりません。なのに撤退とはどういうことですか！」

　そう嘆たん願がんするとソホウはギロリとリセイを睨にらみ付ける。

「十二日も待った。しかし奴は帰ってこない。あちらに平伏しているか、または死んだかのどちらかだ。これ以上待っていても兵ひよう糧ろうを無む駄だにするだけだ」

　咄とつ嗟さに反論が出なかった。それはソホウが言っている事が限りなく正しいと感じたからに他ならない。彼の言葉には逆らえない、そう思った。北の地で長く戦い続け、そして未いまだに生き続けている彼の判断に異いを唱となえることなど出来よう筈はずもなかったからだ。

　だがそれでも、とリセイは思う。リセイはコウソンを知っている。彼がいったい誰に忠誠を誓ちかっているのかを。彼が誰の為ために生きようとしているのかも。どんな逆境であろうと、彼はそれを撥はね除のけたではないか。彼ならそれが出来るのではないか。リセイが知っているコウソンであるのなら、たとえ百の年月を戦い続けたタタル族といえど、和わ睦ぼくをし帰って来るのではないか。そう思えてならなかった。

「どうか！　どうかあと少しお待ちいただくことは罷まかりなりませんでしょうか！」

　リセイは平へい伏ふくし、ソホウに訴うつたえる。

　頭の中には、この砦に来た時にソホウに語ったコウソンの言葉があった。

　ラトルグとタタルを統一する事。それはこのネイレシア大陸に於おける戦乱を生きる為ために絶対必須な条件であった。既すでに覇は権けんを争いグラウスタンディア皇国とリジア宗旨国家が戦争に踏ふみ切きり、世界の情勢が一気に動き出すことは明白な事実。

　どちらかの国が覇権を取れば、おそらくスクルタビア連合国やこのラトルグ国にも戦乱の火種が飛んでくる事は想像に難かたくない。僅わずかな判断の遅おくれ、僅かな動きの遅れで戦せん況きようが悪くなるのは判わかり切っている。ラトルグが抱えるその遅れこそ、タタルとの内紛に他ならない。そしてタタルと疲ひ弊へい戦せんを行い続け、国力を落とせば他国からは格好の餌え食じきとなる。

　それをコウソンは変えると言ったのだ。

　疲弊させるのではなく、味方につけるのだと言ったのだ。

　誰だれ一人ひとり為なし得えなかった事を、コウソンは必ず為なして見せると言ったのだ。

　それを彼ならば出来る――リセイはそう確信していた。あのグラウスタンディアとリジアの情勢に圧力を掛け、宮きゆう殿でん内ないで起こった絶対的不利な裁判を覆くつがえしたコウソンなら、このラトルグを救えるという確信が。

「どうかお待ちをっ！　必ずやコウソンは己おのれが口にした事を為なします！」

　訴うつたえかけるリセイであったが、ソホウの顔は冷え冷えとしたまま変わらない。

「ぬるい戯たわ言ごとを申すな。この地は生きるか死ぬかの激戦の地だ。おまえの様に甘い考えで、誰かを助けようとした人間から先に死んでいく。今、俺おれがその判断を間違えれば、この場にいる３万の兵が死ぬ事になる。わかるか？」

「わかっております。その上で申し上げております。コウソンの帰りをお待ちください！　彼は必ず帰って参ります！　タタルとの和睦を為なし帰ります！」

「………では、貴様はなにを以もつてそれを証明する？」

　どこかで聞いた事のある言葉だと思った。

　すぐにその言葉をどこで聞いたのかリセイは思い当たった。己おのれが言った言葉だ。第五姫レイリンを捕らえた時、コウソンに向かって己が吐はいた言葉に他ならない。あの時コウソンは静かな面持ちであった。微び動どうだにせず、冷静で、何物をも恐れぬ顔をしていた。

　では自分は今一体どんな顔をしているだろうか？　己の無力さに打ち震えているのだろうか？　それとも冷れい徹てつなソホウに怒りを露あらわにしているのだろうか？　または恐きよう怖ふに身をすくませているのかもしれない。

　自分の事であるにも拘かかわらず、リセイはわからなかった。己の今の心がどのような言葉で形容されるべき状態にあるのか。

　だからこそ余計にコウソンやレイリンたちのあの眼まな差ざしが頭から離れなかった。彼らは国を思いその目的を果たさんが為ために身を粉こにしている。では自分はどうなのか？　武人の家に生まれ宮廷兵士長として名を得た自分は、ラトルグという国にとって何かをする事が出来たのだろうか？　彼らの様に未来を作る事に奮ふん迅じんする事が出来たのだろうか？

　――己はラトルグの未来を作る事が出来るだろうか？

　その問いかけが、リセイに一つの答えを与あたえた。

　それは、『生きる』という答えだった。

　第五姫レイリンが天の道を歩いて生きるように――。

　コウソンが全ての情を捨てて彼かの女じよに付き従したがい生きるように――。

　己には、己の生きる道がある。

　今、ラトルグの未来の為ために出来る事が僅わずかながらでもある事に気が付いたのだ。

　それは武人としての生き方――武人として進むべき道。武人を動かすことの出来る唯ゆい一いつの方法。

　心の中が静まり返っていた。

　空の高い場所で吹ふく風の音がオウオウと耳の中に心ここ地ちよく響ひびく。

（……そうか……覚悟とは……このように心が静せい謐ひつになる事を言うのだな）

　胸の中に草原の息吹いぶきを大きく吸い込む。

　漸ようやくリセイはそこで生きているのだ、という事を理解し、そして生きるという事を選んだ。

「コウソンへの信はこの身を以もつて証明いたします」

　そう言うとリセイは自らの腰に差した剣けんを抜き放った。




　数日後、陣じんを敷しいたソホウ軍にタタル族数人が向かっているという斥せつ候こうからの報告が入った。

　あちらは隠れる様子もなく堂々と旗はたを掲かかげているという。更さらに別の斥候からは、右う賢けん王おうシャグリの軍が北へ向かい引き返し始めたとの報告も入った。

　指揮官であるソホウ将軍は、この事態に一いつ切さい動どう揺ようせず冷静に緊きん急きゆうの配備を進め、あちらの出方を窺うかがった。

　そしてタタル族の集団は、ソホウ軍の陣から目もく視しできる距きよ離りまでやって来ると、そこで馬の足を止めた。その中から一頭の馬がこちらに向かってくる。上には誰かが乗っているのが見えた。真まっ直すぐにこちらの駐ちゆう屯とん地ちまでやって来るその人物に兵の一人が声を上げた。

「コウソン殿どのです！」

　それを聞いたソホウ将軍は、すぐに弓兵に向かい番つがえた弓を降ろすように命令を発する。

　コウソンを乗せた馬が陣まで来ると彼を中に招まねき入れる。

　タタル族たちはコウソンが無事ソホウの敷いた陣まで到とう着ちやくしたのを見届けると、踵きびすを返し北へと走り去って行った。

　中に入ったコウソンはそこで気力が尽つきたかのように馬から崩くずれ落おちた。集まった兵たちに介かい抱ほうされながら医務班のいる幕ばく舎しやへと運ばれる。ソホウもすぐに彼の下へと駆けつけた。

　中にいたコウソンは爪が剥はがされ、身体からだ中じゆうに傷と火傷やけどを負った状態で意識を保たもっているのも不思議な有様だった。それでもその傷には既すでに処置が施ほどこされており、医務班の者たちは包帯を取とり換かえるなどしている。コウソンは入ってきたソホウに気付いたのか、こちらに目を向けると力なく苦笑いを浮うかべて見せた。

「ソホウ殿が撤退しておらず安心しました。もし軍が砦まで撤退していたら、タタル族は私の事を信じてはくれなかったでしょう」

「どういうことだ？」

「私の事をラトルグに見捨てられた交渉人だと判断し、躊ちゆう躇ちよなく斬きり捨すてられていたでしょうね。ありがとうございます。あなたの判断はラトルグを救ったのです」

　そう言いながらコウソンは震える手で懐ふところから書状を取り出した。

「すぐにこれを都に届けさせてください。それと筆と墨すみを……」

「なにを言っている、そんな状態ではなかろう」

　ソホウが諫いさめるも、コウソンは頑かたくなに首を横に振ふった。

「急いだ方がいい。とにかくこれを……」

　そう言ってコウソンの手からソホウ将軍に先ほどの書状が手て渡わたされる。それを見たソホウは息を呑のんだ。

「………本当に実現させたのだな」

「ええ。ラトルグ国とタタル族は、手を結び異国の敵と戦う意思を見せました。北方での戦いは終わりです」

　ソホウはそう聞いても尚なお信じられない気持ちだった。決して他に靡なびくことのないタタル族が、まさかラトルグと共に戦うなど到とう底てい考えられない。幾いく度どとなく送られた和わ睦ぼくの使者は悉ことごとく交渉に失敗した歴史しか誰も知らないのだ。

　それをコウソンが成してしまったというのである。ソホウは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「コウソン、まさかとは思うがこの書状は偽にせ物ものではないのだな？」

「偽物など持ってきて何をするというのです。何より、彼らとの交渉が失敗していたら、私はここに戻ってくることは出来ません」

　たしかにそうなのだ。交渉に行って屈くつした者は北へと連れ去られ、屈しなかった者は殺されて返される。彼が生きて帰った事こそ、そのなによりの証しよう拠ことも言える。

「早さつ急きゆうにこの書を宮廷に届ける必要があります」

「なにをするつもりだ？」

「この国の膿うみを、全て出しきるための一手を加えます」

　そう言ってコウソンは不敵な笑みを浮かべた。そして周りを取り囲む者たちに目を移す。

「ところでリセイ殿はどうしました？　彼の姿が見えませんが」

　その言葉にソホウは静かに一度目を閉じると、はっきりとした口調でこう言った。

「リセイは、死んだ。おまえが帰ってくることを証明するために、自らの命を以もつて軍の撤退を止めた」

　あの時、リセイはソホウに何も証明できるものはないと言い、そして自らの命を差し出した。ソホウの前で、喉のどを突つき絶命したのだ。最後まで彼はコウソンを信じ待つように説とき続けたのだ。

　証明する物がないリセイは、自らの命を以もつて贖あがなったのだ。他人の為ために命を燃やす侠きよう気きを、ソホウはどれくらいぶりに感じただろうか。シュウバイが政権を握ってから、国民の心も武人の心も荒すさみきってしまった。かくいう自分すら他人を信用できない程ほどに。

「ラトルグを救ったのは俺ではない。おまえへのリセイの信がラトルグを救ったのだ」

　ソホウが呟つぶやくように口にすると、コウソンは中空を見つめながら、

「……そうですか」

　と言葉少なに言っただけだった。







第二章　野に或るケモノ







　第一皇子ダカット・クセルクセスの長女リリア・クセルクセスは初めて見る巨大都市の姿に目を丸くした。６歳の彼女にとって、皇都シオニア以外の大都市を目まの当あたりにするのは初めてだったからに他ならない。馬車の車窓から見える交易都市アルヴァナの風景に、沸わき上あがる興味が抑おさえきれず、瞬まばたきをするのも惜おしみながら目に焼き付けて行った。

　隣となりに座る父ダカットが興味なさげにそんなリリアを一いち瞥べつした。

「珍めずらしいか？」

「はい、シオニアとは、ぜんぜんちがうのですね」

「当然だ」

　会話はそれだけだった。そもそも父ダカットと話した事は６年の彼女の人生に於おいて、驚おどろくほど少ない。こうして国の代表として公式の訪問を成なす時などに、僅わずかながらでも会話が出来る事に喜びを覚える。

　だからリリアにとって、父とは遠い存在だった。父がどんな事を考え、どんな事に喜ぶのか知りたい、と思った事は幾いく度どもある。乳母うばや侍じ女じよに聞いてみたこともあった。しかし長く皇こう宮ぐうに仕つかえる彼女らもダカット皇子の心の裡うちを知る者はなく、リリアにとって父とは謎なぞばかりの人間という認識となっていた。

　リリアたち一行は街の大通りを行き、このアルヴァナを治める貴族マルシオ・アルヴァニアの邸てい宅たくへと入っていく。

　到着と同時にアルヴァニア家の当主であるマルシオと、その息子むすこフィルナンドとの顔合わせをした。マルシオは既すでに中年で、その息子フィルナンドは数年前成人したばかりだという。

　息子のフィルナンドはリリアを見ると鷹おう揚ような笑みを浮かべ話しかけてくる。

「やあリリア様、如何いかがですかアルヴァナの街は？」

「うつくしいまちですね。目をうばわれました」

「それは良うございました」

　フィルナンドはそう言って相そう好ごうを崩してリリアに歓かん待たいの意を示しめす。

　ただそれが単純な歓かん迎げいではない事をリリアは理解していた。

　彼とはいずれ婚こん姻いん関係を結ぶ仲だからだろう。リリアが生まれてすぐに決められた事だ。

　だがリリアにとっては、これと言った感かん慨がいもなく言葉を交かわしながら『ああこの人と結婚するのか』と思っただけであった。

　ただその許嫁いいなずけであるフィルナンドは、この顔合わせ以後もリリアに幾いく度ども話しかけてきた。好きな物は何か、普ふ段だんはどんな生活をしているのか、という取るに足らないような話ばかり。ただその距離が近く、リリアは少し不快な気持ちになった。いくら婚姻の約束をしているとはいえ、順番をはき違ちがえた行動は控ひかえるべきだと思ったのだ。それでも、今回のアルヴァニア家への訪問が、出兵の要よう請せいである事を加か味みして、リリアはその事を指し摘てきせず、ただ彼の話に合わせるにとどまった。

　そうして逗とう留りゆうから一週間。

　現在父であるダカット・クセルクセスは当主マルシオと出兵要請について話を進めている。幼いリリアであったが、英才教育を施ほどこされているが故ゆえに、情勢などを幼いなりに理解しているつもりではあった。

　さてそんな自分は何の為ために、このアルヴァナまで連れてこられたのだろう？　許嫁のフィルナンドと顔を合わせた方が、交渉がうまく進むという事なのだろうか？　様々に思いを巡めぐらせてみるものの、はっきりとした答えはリリアにはわからなかった。ただ与えられた部屋でジッとして、然しかるべき時に、然るべき自分の役割を果たそう、そう思いながら読書などをして日々を過ごしていた。

　それは皇こう宮ぐうにいる時と何一つ変わらない日々。ただ勉学と帝てい王おう学がくに精を出し、それ以外の余計な事を決してしてはならない日々。リリアはただ静かにそんないつも通りの毎日を送り続けていたのだった。

　だからリリアが彼に声を掛けたのは、偶ぐう然ぜんと言ってもいい。

　特別何かを思って声を掛けたわけではなかった。毎日自分の護衛の為ために部屋の隅すみに立っている彼が、ふと目に入っただけだった。

「……のう、ガジェル」

「はい？」

　ガジェル・プリアモスは直立の姿勢でボーッとしていた。

　彼の噂うわさはかねがね耳にしていた。狂きよう戦せん士し、などと言われる程ほどに戦せん闘とう狂きようなのだという。だが今リリアの目の前に立っている彼からはそんな気き概がいは感じられない。中空を漂ただようホコリを目で追いながら、楽しんでいるのか暇ひまそうにしているのかもわからないような表情をしていた。

「おぬしは、いくさずきと聞いているが、まことなのか？」

　彼はリリアに目を向けると、眠ねむそうな顔のまま、

「あー……まあ、そうですね。好きです」

　と、どうも煮え切らないような答えが返ってくる。興味があったわけではないが、戦場に立つ者がどんな事を考えているのか、それとなく質問をした。

「私にはわからんのだ。せんそうは、たくさんひとが死ぬ。それはかなしいことのように、おもうのだが、いったい、いくさのなにが良いのだ？」

「そうですねえ……人を殺すのが俺は好きなんですよ」

　思わぬ答えにリリアは目を瞬またたかせギョッとした。

「ころすのが…………ぶっそうな答えだな。どうしてなのだ」

　するとガジェルは真ま面じ目めな顔でしばし考え込み、

「う～ん、だって相手を殺すと、俺が生き残るじゃないですか」

「うむ」

「って事は、俺は生きてていいって事になるじゃないですか。相手を殺したら、殺しただけ俺が生きてていいって許される」

　と、答えた。

　人を殺して許される、と感じる人間の感性をリリアはどうしても理解が出来ず口くち許もとをパクパクさせた。

「ゆるすとは……つまりせいれい神さまが、ゆるしてくれているという事なのか？」

「う～ん、神様とかはよくわかんないですけど、なんかそんな感じの、別のなにかが、おまえは生きてていいよって言ってる気がするんです。だから俺は人を殺すのが好きなんです」

　リリアはいよいよわからなくなった。そんな価値観は今までなかったし、手に入れたいと思うものでもなかった。だが、どこかでガジェルという人間に対し、興味も湧わいた。

「ぬしはへんな人間だな。私にはちょっと、りかいできないかもしれん」

「あー、それは仕方ないですよ。あまり誰かに同意してもらった事もないんで」

　彼の言葉を信じるのなら、皇家の騎き士し団だんや傭よう兵へいたちも同じような人間ではないのだなと理解は出来た。以前将軍のシェルシュ・ニカノールと話した事がある。その時彼女は、お互い死の可能性を孕はらみながら干かん戈かを交える時は、相手に対し敬意を払はらうと言っていた。お互いが敵に対し憎にくしみではなく尊敬の心が芽生えるのが戦場なのだと言っていた。

　だがガジェルのそれは、決して同じものではない事だけは判る。だからこそリリアはガジェルの価値観に興味が湧わいたのだ。同じ戦場で戦う戦士であるガジェルが、どうして人を殺すことに喜びを覚えるのか。

「いったいどうしてそのように思うのだ？」

「どうして？　どうしてだろう？」

　するとガジェルは眉み間けんに皺しわを寄せ、腕うでを組んで考え込み始めた。

「こどものころから、そう考えていたのか？」

「いや、子供の時はそんなこと考えてなかったかなあ」

「ではいつからそういう風に思うようになったのだ？」

「あれですかね……義父とうさんと母さんを殺した時かなあ……ああ生きてていいんだって思った時は」

　あっさりとそう言った彼の言葉に、リリアは戦せん慄りつを覚おぼえ、身を震わせた。

「なっ、なぜおぬし、りょうしんに手をかけたのだ。ゆるされる事ではないだろう！」

「ああはい。すぐその後逮たい捕ほされました。あ、でも最初の逮捕は、親殺しじゃなくて放火でしたけどね」

　と言ってガジェルは気さくな笑いを浮かべる。

「……ころす、りゆうが、わからん。なぜそのような事を？」

「……え、だって殺さなかったら、殺されてたかもしれないし。あ、俺むかし奥おく手てだったんで、あまり人に反はん抗こうしたりしなかったんですよ」

　笑ってそう話すガジェルにリリアは混乱にも近い感覚を覚えた。

「ころされそうとは、どういうことなのだ？　親にころされるような事がありうるのか？」

「ありますよ。なんでか知らないんですが、二人とも何かあると鉄の棒で俺を殴なぐるんです。あ、義ち父ちが鍛冶屋かじやだったんで、いい感じの火ひ掻かき棒があって、それが本当にヤバいんです。先っちょが刺ささるんですよ。一応、死なないところを狙ねらってくれるんですけどね、でもいっそ殺してくれ、ってくらい痛いんです。……小さい頃ころはうち、母さんしかいなかったんで、殴られたりしても大したことなかったんですけど、義父とうさんと再さい婚こんしてからが本格的に不味まずい感じになって……あ、このままだと死んじゃうなーって思って勢い余あまった感じですかね。でも二人を殺した後には、ああ俺生きてていいんだって、そういう気持ちになったんです」

　想像だにしなかったガジェルの過去に、リリアは考えが及およばずただ首を横に振った。

「わ、わからん。なにもかもわからん。おまえの母は、じつの母おやであろう？」

「ええ、そうだと思いますよ。本当の父さんは知りませんが」

「ほんとうの父はどこへ行ったのだ？」

「ああ、それは判らないんです。母さん娼しよう婦ふだったから。誰の子か見当もつかないって言ってました」

　幼女に向かって憚はばかることなくそう言ってガジェルはあっけらかんと笑った。ただそんな彼の生きてきた環かん境きようを思い浮かべるとリリアは胸が痛くなった。

「それは……さぞかしつらかったろう？」

「？　別に辛つらくないですよ」

「ウソをつけ。それがつらくなかったら、いったいなにがつらいというのだ？」

　するとガジェルは腕を組み困ったように唸うなった。

「う～ん、辛かったのかなあ……昔の事だしよくわかんないなあ……」

「人からつきはなされるのはつらい事だ、私はそうおもう。たいせつな人から、そんな事をされても、おぬしはきずつかんのか？」

「大切な人って？」

「かぞくやこいびと、ともだち、いろいろあるだろう」

　それは先日ユースティナから聞いた受け売りの言葉だった。

　戦士が如い何かにして戦場に赴おもむくのか――という問い。それならばきっとガジェルにも経験のある事に違いない、そう思ったのだ。

　しかしガジェルは頭を掻かきながら、

「……はぁ」

　と気のない返事をする。本当にわからないという顔をしているので、いよいよリリアは必死になった。

「ガジェルだってせんじょうで剣をふるう時、そういう人の事をおもいうかべて、その人のために、ひっしで剣をふるうであろう？」

　だがガジェルはただ快かい活かつに笑いながらこう答えたのだった。

「いやいや、俺はいつだって自分の為ためにしか剣を振りませんから」

　困った。彼とは生きている世界が違いすぎるのだ、と思った。共通の感覚がないと、同じ言葉を話していてもここまで噛かみ合あわないものなのか。

「ガジェルはだれかのために剣をふるった事がないのか……そうか」

　がっくりと項うな垂だれてしまうリリアに、ガジェルは取り繕つくろうように慰なぐさめてくる。

「そんな落ち込まないでくださいよ。剣を振るう理由は人それぞれですって」

「しかしおまえとはぜんぜん話がつうじないのだ！　なんか、はらが立ってきたのだ！」

　リリアにしては珍しく子供らしく怒り出してしまう。そんな姿にガジェルが頭を掻かきながら「はぁ」とか「まぁ」とか煮え切らない返事をする。それが余計にリリアの癇かんに障さわった。

「もうよい、ガジェル。おまえのコンジョウをたたき直す。そこへなおれ」

　勢いのよい言葉を放ち、人差し指をガジェルに向けて力強く突き出す。

「え、なんでですか？」

「なんでもヘチマもない！　おまえはもっとマニンゲンになるべきなのだ！」

「真人間って……俺、今のままで十分ですよ。いいです、いいです、余計な事は」

「よけいとは何だ！　どうしても私のいう事をきけぬというのか、ならば、しょうぶするのだ」

「え、勝負ですか？」

「私がかったら、おぬしにはマニンゲンになってもらうぞ！」

「絶対リリア様、勝てないですよ」

「うるさいうるさい！　セイギはかつのだ！」

「いいですけど……」

「ふん、おまえのようなへそ曲がりに私がまけるものか！」

　と言ってリリアは勢いよくガジェルにぶつかった。

　必死でガジェルの足にしがみ付いて押おし倒たおそうとするも、彼は平然とした様子。そしてガジェルが軽くリリアのおでこを突くと、

「ぴゃー」

　ころりとその場に尻しり餅もちをついてしまった。

「あ……すいません」

「うぅ……くやしい……セイギはかつと思ってたのに………」

　起き上がりながらおでこを摩さすっていると、ガジェルがヘラヘラと笑った。

「いやぁ、意外とリリア様も子供っぽい所があるんですね」

　その態度が癇かんに障さわったが、それで声を荒あらげるのも子供っぽいと思い反論はしなかった。睨にらむような視線を向けて、「む～」と口元を尖とがらせる。

　するとガジェルはリリアの顔を覗のぞき込みながら、首を捻ひねった。

「でも俺に勝って何をさせようとしたんですか？」

「おぬしに、人のために剣をふるうキシドウせいしんを教えようとおもったのだ」

「あははは、騎士道精神かぁ。あれよくわかんないですよね」

「そうだろうとおもったわ……ふん。人のため、よわき者のために剣をふるうとは、いかなることか、おまえは知るひつようがある。それを知らねば、ほんとうにツヨイなどとは、いえぬのだ」

「へぇ……そういうものですか？」

　と問われたものの、実はリリア自身もよくわかってなどいなかった。本を読んで聞きかじった事と、ユースティナから聞いた事を含ふくめてそう思っただけだった。

　だがガジェルは心底感心したように頷うなずいて見せる。
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「人の為ために剣を振るうと強くなるのかぁ……そうかぁ……」

　真しん剣けんな顔でそんな事を言いながら、突とつ然ぜん何かを思いついたように「あっ」と声を上げる。

「じゃあ、いつかリリア様が強くなって俺に勝ったら、その時はリリア様の為ために剣を振りますよ」

　あやすようにそう言われた気がして、リリアは悔くやしさとおでこの痛みに目を潤うるませた。自分がまだ子供だという自覚はある。だがガジェルに子供扱いされると、余計に悔しく感じたのだ。

「……今のやくそく、わすれるでないぞ」

「はい、いいですよ」

　ガジェルの気楽な返答にむっすぅとしながらも、自らの椅い子すに戻り腰こしを下ろす。そして読みかけの本に目を落とした。

　しかし先ほどまでの様に、頭の中に文字が入ってこない。普段感情的になる事などないリリアにとって、先ほどのガジェルとの会話が頭の中の状態を変えてしまっていた。しかしこんな経験が今までなかった彼女は、その事に戸と惑まどいながら散さん漫まんになった集中力をどうにか元通りにしようと努めた。

　そんなリリアの心中など知ってか知らずか、ガジェルはノロノロと窓まど際ぎわまで歩いていくと、

「天気いいなぁ」

　と窓の外に目をやって呑のん気きにそう言った。

　リリアは気になってしまうも、それでも自分のすべきことをしようと活字に目を這はわせる。

　するとそんなリリアに又またしてもガジェルが、

「リリア様、天気いいし、外に遊びに行きます？」

　と言ってきた。当然、集中力が散漫になっていたリリアはその声に反応してしまう。

「おまえというオトコは……」

「ほら、今日は散歩するならちょうどいい陽気ですし」

　そう言ってガジェルが指ゆびさす先に、リリアは思わず目を見開いた。彼の言う通り、窓の外は暖かな陽光が降り注ぎ、広い芝生しばふの敷かれた庭には雲の影かげが行きかうように流れていた。

　今まで窓の外を見ようとなどしていなかった。

　一年の殆ほとんどを部屋の中に閉じ込められ、勉学と帝王学を反復する日々に馴なれきったリリアにとって、外に出ようなどという考えは端はなからなかったからだ。

　だがこうして目にした外の風景は、リリアにとってこの上なく魅み力りよく的てきに映った。

　だからこそ、彼女はその考えを打ち消すように大きく首を振った。

「そ、それはいかん。ちちうえに、しかられてしまう」

「えー、叱しかられませんよ。だって外へ出だすな、なんて命令、俺受けてないですもん。リリア様も言われてないでしょ」

「い、いわれてないが……」

「俺は護衛をしろって言われてるんで、とりあえずその辺はしっかりと守りますけど、それ以外は気にしなくていいんじゃないですか？」

　ガジェルにそう言われた途と端たんにリリアの中で、外に出てみたい欲求が芽生えた。

「ほら、天気もいいですし、ここの敷しき地ちの庭くらいなら問題はないでしょう」

　唆そそのかされているような気もする。だがそう言われて目を向けた外の風景は輝かがやいて見えるようだった。リリアはモジモジとしながらガジェルに念ねん押おしをするように問う。

「……ほんとうに、そうおもうか？」

「リリア様はちっちゃいのに考え過ぎなんじゃないですか？」

「ちっちゃいというな！　おぬしが考えなしなのだ」

「え？　外、行きたいんですか？　行きたくないんですか？」

「………それは……いきたい」

「じゃあ行きましょう。俺も外行きたいんで」

　そう言うとガジェルはリリアの小さな手を引いて、部屋を飛び出してしまう。こんなことは初めてだった。まるで父に反抗でもしているかのようで、不安と同時に何かいけない事をしていると思うと胸が高鳴った。

　なによりガジェルの大人とは思えない程ほどに奔ほん放ぽうで、あまりに好き勝手な生き方に驚いてもいた。確か年ねん齢れいは父ダカットと同じのはずだ。だがこうしていると、あの思し慮りよ深ぶかい父と同じには全く見えない。

　そうして庭に出ると暖かな昼の陽光がリリアを包つつむ。僅わずかにそよぐ風が、つつじの甘あまい香かおりを運びリリアの髪かみを撫なでる。心の重りが溶とけていくようであった。どうして今まで自分はこんな世界を知らなかったのだろうと思った。手を伸のばせば届く所にあったなんでもない場所。だがここには日の光があり、風があり、香りがあった。それを知らずに今まで生きてきた事に戸惑いを隠かくせなかった。だがそれと同時に、五感全すべてが感動し、胸を高鳴らせているのがわかった。

「ほら、やっぱ気持ちいい。こんな日は外でのんびりするべきですよ」

　そう言ってガジェルはとっとと木こ陰かげに行くと腰を下ろして目を細める。

　そんな彼かれの横顔を見ながら、先ほどの話が頭を過よぎった。それはガジェルが語った過去。辛く貧しい生活の中で、暴力に耐たえ続け、両親に手を掛かけるに至った彼の事だ。

　平然とそれを語ったガジェルは全く以もつて、それが当たり前のような様子で、己に降りかかった現実をまるで他人の事の様に扱っている。

　それが不思議でならなかった。

　だからリリアは目を伏ふせながらそっと、もう一度同じ質問を口にした。

「ガジェルよ、ぬしはつらくなかったのか？」

「なんです？」

　目を向ける彼にリリアはポツリと呟つぶやくように続けた。

「おぬしは、りょうしんをころすまで思いつめたのであろう？　それは、つらいことではなかったのか？」

　すると彼はぼんやりとしながら首を捻ひねった。

「さて、どうでしょう？　よくわかりません」

「わからない？」

「でもまあ、もしそれが辛かったと言うのなら、それ以上の喜びがあったから別に問題はないですけどね」

「それは……」

　最後まで言うことが憚はばかられた。ガジェルの言う喜びとは、人を殺あやめる事への喜び。

　到底リリアには理解し難がたい感覚。だから口にできなかった。

　そうしてまごつくように視線を這はわせているリリアに、ガジェルは首を傾かしげながらぼんやりと返す。

「でも俺おれが辛いって言うのなら、リリア様だって同じでしょ？」

　思わぬ彼の言葉に、リリアは動どう揺ようした。目をパチクリとさせながら彼を見る。

「ほら、だって全然外にも遊びに行けないで、あんな所に閉じ込められてるのって辛くはないんですか？」

「……それは」

　思わぬ彼の言葉にリリアは口ごもってしまう。

　そんなことはない、と言えば嘘うそだった。王おう侯こう貴族の宴うたげで同年代の子供たちが遊んでいるのを幾いく度ども目にしていた。それを羨うらやんだこともある。しかし自分は皇女である以上、好き勝手は出来ない、そう言い聞かせてきた。

「………べつに……つらくはない。私は、おうじょなのだから」

「皇女も人間でしょう？」

「………うぅ」

　彼の言葉にリリアは反論できなかった。あまり何も考えていないようで、ガジェルは思ったより様々な事を考えている。それが解わかって先ほど上から目線でかみついた自分が恥はずかしくなった。他人の辛さを慮おもんぱかる事が出来ない自分の浅はかさに、顔から火が出そうだった。

　そんな顔を見られたくなくて、リリアは突然立ち上がると、木陰から飛び出す。

　そして芝生の上を歩きながら、ふとその場に屈かがみこんだ。

　屈みこんだ先にある、目に飛び込んできた物にリリアはハッとする。

「ガジェルよ」

　くるりと振り向くと、ガジェルがのんびりした口調で問い返した。

「なんですか？」

「はなを……はなを、つんでもおこられないかな？」

　それは庭に咲さく白いシロツメクサのような花だった。

「いいんじゃないですか？　なんかいっぱい咲いてますし」

　七月を迎むかえ夏の盛りとも言える季節なのに、この庭には春の白い花が方々に咲きほこっている。アルヴァナは避ひ暑しよ地ちに使われる涼すずしい気候の街だ。とはいえシロツメクサはこの時期の花ではない。一体なんの花だろうかと思いながら、リリアはその白い花を一つ摘つんで香りを嗅かいでみる。やさしく甘い香りがした。

　短く暖かな季節を謳おう歌かするように緑の絨じゆう毯たんには白い花が咲き誇ほこっていた。

　リリアはその白い花を次々に摘つんでくると、ガジェルの下に戻もどった。

「のうガジェル。おぬしはカンムリのつくり方をしっているか？」

「かんむり？　ああ、花を編あんで作るやつですか」

　以前貴族の子供がシロツメクサの花を編んで頭に乗せる冠かんむりを作っていたのを、部屋から見かけたことがあった。あれを一度でいいから作ってみたいと思った。

「すいません、俺よくわかんないです」

「そ、そうか……」

　がっくりと肩かたを落としたリリアにガジェルは気楽そうに言った。

「まあ考えながら作ってみたらいいんじゃないですか？　下手でも誰だれも怒りませんよ」

「へ、ヘタとかいうな……」

　と言いながらもリリアはガジェルに言われた通り試し行こう錯さく誤ごしてみる事にした。どうやったらいいのか解らず、ひとまず三つ編みをするような要領で編んでいく。花が足りなくなれば摘つんできて足して行く。リリアは夢中になって花を編み続けた。出来上がったのは細くて不ぶ恰かつ好こうな冠かんむりだった。

「できたぞ、どうだ！」

「うわぁ、デコボコですねぇ」

「……ぬしは、ほんとうにエンリョがないな……」

　文句を言いながらも、自分の力で作り上げた花の冠を眺ながめると満足があふれる。確かにガジェルの言う通りデコボコだが、それでも嬉うれしくて仕方がなかった。自分の頭の上に乗せてみる。ちょっと大きすぎたかもしれない。冠はリリアの小さな頭をすり抜ぬけて、首輪の様に引っかかってしまった。

「………むぅ」

　首から外して睨にらむように冠を見る。

「ガジェル、おまえにやろう。おまえならちょうどいいだろう」

「えー、別にいらないですよ」

「こういう時はれいをいってうけとるものだ」

「そうなんですか。じゃあいただきます。アリガトウゴザイマシタ」

「うむ」

　リリアは胸を張り恭うやうやしく両手で冠を持った。さながら戴たい冠かん式しきのつもりでガジェルの頭に冠を乗せる。

「でも俺、リリア様にお返しとか何も出来ないですよ」

「………おかえしなど……でも」

　ふとその時リリアはある事を思いついた。ひとつだけやってみたいことがあった。それもやはり他の貴族の子が父にして貰もらっている姿を遠くから見ていた事だった。

　だがリリアももう６歳。あれはもっと幼少の子供がねだるものだ。その気き恥はずかしさが彼かの女じよの口を重くする。

「なんですか？」

「いや……その……」

　リリアは恥ずかしさのあまり俯うつむき加減で目を逸そらす。いつもの彼女であったのなら、その言葉はきっと口には出来なかっただろう。だが今日は少しばかり違っていた。それはリリア自身が自覚する程ほどに、心が高こう揚ようしていたからだ。だから決して口に出来ない事を、リリアはぽつりと呟つぶやくようにガジェルに要求した。

「………かたぐるま」

「？」

「かたぐるまを………してほしいのだ」

　思い切ってそう言うとガジェルはバカにする様子もなくあっさりと、

「いいですよ」

　と言ってリリアを抱き上げると、そのままくるりと一回転させ肩に乗せた。「あわわ」と驚きの声を上げた時には、既すでにリリアの身体はガジェルの上にあった。そしてそこから見えた光景に一いつ瞬しゆん言葉を失い、そしてみるみるうちに目を見開いて感かん嘆たんを漏もらした。

「わぁ！　高いな！」

　先ほどまで胸の奥おくにあった羞しゆう恥ちの気持ちなど一瞬で吹ふき飛とんで、リリアは満面の笑えみを浮うかべる。

「どうですか？」

「うん、すごい！」

　子供らしい率そつ直ちよくな感想を漏もらすと、ガジェルはそのまま歩き出す。今まで見たこともない視点が移り変わっていく光景は、リリアにとってはもう魔ま法ほうを見ているように感じた。

「ほれ、あそこに小川があるぞ！　さっきは気づかなかった」

「まあリリア様はちっちゃいですからね」

「だからちっちゃいというな！」

「行きますか？　小川の方？」

「う、うむ」

「はい、じゃあ走りますよ」

　言った時にはガジェルはリリアを肩に乗せたまま走り出していた。心ここ地ちよい風がリリアの髪を揺ゆらす。見える景色が目まぐるしく移り変わる。心は弾むように発見の喜びに高鳴り、リリアは年相応の子供の様にきゃっきゃと声を上げて笑った。小川で足を濡ぬらし、その後はあちこちを見て回った。移動の際は終始ガジェルがリリアを肩かた車ぐるましてまるで馬の様に速く走った。

　時が経たつのを忘れるほどリリアは今日一日で笑った。そして日が傾かたむき、空が橙だいだい色いろに染まり始めた頃、

「さて帰りますか、リリア様」

　と言われ、漸ようやく我に返った。また皇女に戻らねばならない。しかしそれを嫌いやだとは思わなかった。それが本来の自分のあるべき場所。求められる存在。その思いは変わらなかったが、ただ今日の事はやはり忘れられぬであろうことは確かだった。

「なあガジェル」

「なんですか？」

「……その……また、たまにでいいから、こうして肩にのせてくれるか？」

　そう問うとガジェルは少しこちらに意識を向けるようにして、

「ええ、いいですよ」

　と気さくに答えた。それでも聡さといリリアにはわかっている事がある。

　ガジェルは傭兵だ。きっと今回の父の会談が終われば、また戦場へ行くのだろう。そうしたら次に戻って来るのは何時いつになるかはわからない。だがそれが何時になっても構わないとも思った。それ程ほどまでに今日のこの体験はリリアの胸を高鳴らせてくれたのだから。

「のうガジェルや。いくさへいっても、死ぬでないぞ」

　呟つぶやくように彼の耳元でそう言う。

「え、それは判んないですよ。死ぬときは死にますから」

「ぬしはほんとうに、くうきのよめぬオトコだな。そういう時は、かりにそうおもっても、きっと帰ってくる、というものだ」

「そうなんですか。じゃあがんばって帰ってきます」

「うむ、それでよい」

　そう言って屋や敷しきまで戻ってきた時、リリアの眼めに知った顔が映った。

　屋敷の扉とびらの陰かげからこちらを見る視線。この屋敷についた時に紹介された男、フィルナンド・アルヴァニア――つまりリリアの歳としの離はなれた許嫁いいなずけである。

　彼はリリアを見み留とめると、薄うつすらと笑みを漏もらした。リリアは何な故ぜかその笑いに、背筋が冷たくなるような感覚を覚えた。

　だがすぐに我に返ると、ガジェルに小声で囁ささやいた。

「ガジェルよ、おろせ。アルヴァニア家のものの前で、このかっこうはしめしがつかぬ」

「はい、わかりました」

　するとガジェルはリリアを抱き上げて地上に下ろした。そしてリリアはフィルナンドの前に進み出ると、スカートの裾すそを摘つまみ挨あい拶さつをする。

「ごきげんよう、フィルナンドどの」

　するとフィルナンドはまた例の笑みを浮かべながら、鷹おう揚ように話し出した。

「そんな堅かた苦くるしい挨あい拶さつは無用ですよ。リリア様とはいずれ夫ふう婦ふになる仲ではありませんか」

　リリアはそれに受け答えできず、ただ俯うつむいた。

「そうだリリア様。どうです、これから僕ぼくの部屋にいらっしゃいませんか？」

　そう言ったフィルナンドの眼の色に、リリアは戦せん慄りつを覚えた。何な故ぜかはわからない。ただ本能的な危険を察知する感覚がそう告げていた。

「……いえ、私は……」

「よいではありませんか。何より今回の出兵に関する件を、如い何かに父上に進言するかご相談に乗ってもらいたいのですよ」

「……それは、つまり」

「ええ、リリア様が僕の部屋で相談に乗ってくれるのなら、きっとより多くの兵を出兵させる事が出来るアイデアを思いつくに違いない、という事です」

　幼いリリアにもこれが交換条件の提示である事は判わかった。ただ彼が自分などを部屋に連れ込んで何をしようとしているのかまでは想像がつかなかった。ただ漠ばく然ぜんと恐おそろしい、という気持ちが中にあっただけに過ぎない。

「では……ガジェルもいっしょなら」

「ガジェル？　ああ、そこの護衛ですか。いや、あんな者が我わが部屋に入るなど、許されたものではありません。聞けば騎き士しでもなんでもない、ただの傭兵というじゃないですか」

　その言葉にリリアは思わず反論をしようと一歩足を出す。しかしフィルナンドはそのリリアの横をすり抜けるとガジェルの前に立ちはだかった。

「おまえ、わかっているな？　これは命令だ。ここから先に来ることを禁ずる。リリア様と僕はこれから大事な話があるのだ」

「え、でも俺、皇子から護衛しろって命令を……」

　言いかけたガジェルの頬ほおを、バキッとフィルナンドの拳こぶしが捉とらえる。戦場で培つちかったガジェルの強きよう靭じんな肉体はそれを食くらってもビクともしている様子はない。それでも彼が身分が上であるフィルナンドに抵てい抗こうすることは出来なかった。

「ここがどこかわかっているのか？　ここは俺の家だ。たとえダカット皇子の旗き下かであると言っても、おまえが俺の命令を無視することは許されない！　わかったか？」

「あー……うん」

　困ったようにガジェルはそう言う。それに満足したのかフィルナンドは再び笑みを浮かべるとリリアに向き直った。

「リリア様、参りましょう。さあ、お手を」

　そう言ってフィルナンドは手を差し出す。彼にどれ程の発言権があるのか６歳のリリアにはわからない。ただ出兵の件を盾たてに取られた今、その要求を受け入れるしかなかった。

　自分が彼と話をすることで、父の仕事の一いち役やくを担になえるのなら――そう思うと彼の要求に従うしかないのだ。

　リリアがフィルナンドの手を取ると、彼は引きずるように自室へと向かって行った。

　そして部屋に通されると、漸ようやくその手を離される。すると彼はすぐさま部屋の鍵かぎを掛け、こちらに向き直りニタリと笑みを浮かべる。その顔にリリアの恐きよう怖ふはピークを迎えた。とんでもない場所に連れてこられたのではないかという不安が止めどなく溢あふれる。そしてその不安がハズレではなかった事をすぐさま思い知らされることになった。

　フィルナンドはまるで人が違ちがってしまったかのように嗜し虐ぎやく的な表情を向けるとリリアの腕を掴つかみ、乱暴にベッドに投げ出したのだ。

「な、なにをするんです！」

「いやあ、こうもあっさり事が運ぶとは思わなかったわぁ。おまえがガキで、護衛がバカで良かった」

「ぶれいな事をもうすなっ！　このようなこと、ゆるされるはずが……」

「グダグダぬかすんじゃねえっ！」

　激情に駆かられたかのようにフィルナンドの手がリリアの頬ほほを強したたかに叩たたく。痛みと恐怖に身体が震ふるえた。そんなリリアを見下ろしながらフィルナンドは笑みを漏もらす。

「許されるとか許されねえとかどうでもいいんだよ！　どうせお前はこんな事されて人に言えるわけねえんだからさ」

「な、なにをするつもりなのだ……」

「やりゃわかるよ」

　フィルナンドは押し倒したリリアの腕を痣あざが出来る程ほど強く掴つかみ、服に手を掛ける。引きちぎられた服の胸むな元もとがはだけ、羞しゆう恥ちにリリアは身を縮ちぢこまらせた。

「恥ずかしいだろ？　そうだろ？　ぎゃはははははっ！」

　声が出なかった。怖こわくて惨みじめで無力で、何もできずただ震えた。暮れる夕日がそんなリリアの露あらわな姿を不気味に映し出した。

「でもまだこんなもんじゃねえ。もっと辱はずかしめてやるよ。いいだろ、どうせ俺たちは夫婦になるんだ。早いか遅おそいかの違いじゃねえか！　なぁ！」

　舌なめずりするフィルナンドが、リリアの足首を掴つかみ、もう片手で乱暴にスカートの中に手を入れようとする。

「言えるか？　こんな事されて、親おや父じにチクれるか？　こんな恥ずかしい姿にされた事、人になんて当然言えないだろ！　言えば周りから後ろ指さされて、こう言われるんだぜ、『男を誘ゆう惑わくした淫いん乱らんな皇族だ』ってな！」

　必死で抵抗する。だがとても力で敵かなうはずがない。ジタバタとしながら抗あらがうも、強したたかに脇腹に拳こぶしを入れられた。あまりの激痛に呼吸が出来なくなり、水もん掫どりを討うつ。抵抗する力すら湧かなくなってしまう。

「おらっ、股またを開けよ、このあばずれ！　ぎゃはははっ！」

　恥ずかしさと恐ろしさでリリアは震えた。心の中で幾いく度ども助けを求めようとした。しかしそれは言葉になる事はなかった。喉のどが嗄かれてしまったかのように声が出ない。

（助けて………ガジェル）

　リリアは心の中で、必死に彼の名を呼び続けた。




　屋敷の中に消えて行く二人の姿をガジェルはぼんやりと見送った。

　あの背中を見たことがあった。

　手を引かれていくリリア。あの姿をいったいどこで見たことがあるのだろう。

　何かはよくわからないが、フィルナンドはリリアと話をしたいらしい。

　でも嘘だろう。知っている。あの顔を見ればすぐにわかる。ガジェルは何度もあの欲望に滲にじむ大人の顔を見てきた。それが誰のものだったのかは、どうしても頭の中に霞かすみがかかって思い出すことが出来ない。だがリリアがあのフィルナンドの性の捌はけ口にされるのだ、とそれだけは判っていた。

　皇家や貴族の事情はよくわからない。そういう事もあるのだろう。それくらいに思った。別段、弄もてあそばれるであろうリリアを可哀かわい想そうだとも思わなかった。

　命令である以上、それに従したがうしかないだろうし、何より助けようという気持ちも湧わいてこなかった。

　自分の剣けんは自分の為ためにしか振ふるうつもりはない。自分の欲求の為ためにのみ剣を振るう。そういう意味では自分はフィルナンドと何も変わらないのだ。だとすればリリアは彼の犠牲という事なのだろうか？　でもそれは仕方がない事だ。彼女は弱いのだから。幼さの弱さだけではない。先ほど話していた交換条件だとかを突き付けられたりする事、それだって弱さだ。弱ければ強い者に虐げられ、殺され、喜びの供く物もつに変えられる。動物だってみんなそうしているじゃないか。人間が特別だなんて全く思わない。同じ生き物だ。弱い者を虐しいたげることは喜びだ。弱い者が命いの乞ちごいをし、その命を笑いながら奪う。死んでも尚なお、その魂たましいを汚し尽つくすまで損そん壊かいする。それは絶対的な喜びだ。自分の価値が弱い者の礎いしずえの上で、産うぶ声ごえを上げるのだ。自分にとって精霊神の美しい言葉にはまったく共感を覚えない。だが神はいると思う。弱い者を虐しいたげる喜びを与あたえてくれた神に感謝するときもある。

　だがその神は必ず贄にえを必要とするのだ。そう、自分に殺されて逝いった弱者たちのような、幼く力のないリリアのような……。

　そう思いながらもガジェルの脳のう裏りにこびり付き引っ掛かり続けるのは、あの二人の後ろ姿だった。

　――あの後ろ姿は何だったのだろう。どこかで見たことがある。そう遠い昔……。

　ふとガジェルは自分の記き憶おくとリリアの姿が重なるのを覚えた。

　手を引かれ、誰もいない鍛か冶じの工房へと連れていかれる少年の姿と重なったのだ。

　それは紛まぎれもなく自分の姿だった。母の再婚相手である義ち父ちがガジェルの手を引き、人ひと気けのない工房の中へと誘いざなう。

（ああ、そうか。俺だったのか……）

　十代の少年少女は守られるべき寄よる辺べが無ければ、その弱さゆえに性の対象にされやすい。そして義ち父ちの目的も、母ではなく若い男の身体の方にあった。男色はどこにでも存在する。ガジェルの義ち父ちがそうであったように。それを拒こばめば飢うえと暴力に晒さらされる。子供にとってそれは死刑宣告であった。母はそれを知っていただろう。しかし食っていくために、見て見ぬふりをしていた。だが腹の虫むしが収まらなかったのだろう。その怒りの矛ほこ先さきは夫ではなく、その夫を盗った息子むすこに向いた。唯ゆい一いつの血を分けた息子のガジェルに。

　頭がカッと熱くなるのを感じた。同時に恐ろしく冷静な思考も存在している。こんな状態になる事は滅めつ多たになかった。自分が幾いく人にんもいるかのような感覚になった。身体と頭が、一致しないような感覚。それ故ゆえ、命令された通りこの場にいるべきだ、と思っている自分がいるのに、その足は前へと踏み出していた。

　止まれっ、と命令する。だが足は止まらない。手は屋敷の扉を開ける。そしてあのフィルナンドたちがいる部屋の方角へと進んでいく。

　何な故ぜだ？　まさか自分はリリアを助けようとしているのか？

　そう思ったが、そんな事をする理由が見当たらない。リリアを助けたいとは思わない。

　だがその意志に反して、足がどんどん加速していく。ちょうどフィルナンドの部屋の前まで来たところで、ここを守る傭よう兵へい三人が道を塞ふさいだ。

「まてっ、ここは誰も通すなと……」

「あがああああくああああ！」

　右手が一人の顔を握り潰つぶす。左手が一人の首をねじ切る。大きく開けた口が一人の頸けい動どう脈みやくを噛かみ切る。一瞬で死体が三つその場に転がった。

　室内からはフィルナンドの声が漏もれ聞こえた。

「おらっ、股またを開けよ、このあばずれ！　ぎゃはははっ！」

　気が付くと目の前にある固く分厚い扉に向かって、ガジェルは拳こぶしを振り上げ、一いち撃げきでその扉をたたき壊した。そして目に入ってきたのは、リリアに手を掛けんとする、フィルナンドの姿。突然の侵入者に彼は目を剥むいていた。

「なっ！　門番はどうした!?　何な故ぜ貴様がここにいる!?」

　何な故ぜだろうなあ……とぼんやりと思った。身体はその質問に答えようとはしない。ただ彼に向かってゆっくりと近づいていく。恐怖に歪ゆがむ顔を楽しむように嗜し虐ぎやく的てきにゆっくりとゆっくりと近づく。顔も手も血だらけのガジェルを前にしたフィルナンドは、その場で腰を抜かし震えながら失しつ禁きんした。

　こういうのは大好きだ。命乞いも聞けたらいいかもしれないが、言葉を話せる状じよう況きようではないかもしれない。でもそういう時はどうしたらいいのか身体が知っている。

　やさしく蹴り飛ばすのだ。

　右足をフィルナンドの二の腕うで目がけて真横に振り抜いた。

「いぎゃああああ」

　その瞬しゆん間かん、フィルナンドは腕の骨が折れる音を響かせながら絶叫し、蹴り飛ばされた身体が壁かべに叩き付けられる。

　そうそう、命乞いが出来ない人間には痛みを与えれば叫さけび声ごえを上げる。彼は痛みと恐怖にまるで虫の様にその場でのたうった。二の腕がへし折れ、あばら骨も何本か損そん壊かいしているだろう。ガジェルは再び彼に近づくと、人差し指で彼の鎖さ骨こつを摩さする。小気味いい音を立てて、両方の鎖骨が折れた。ここは簡単に折れるし、かなりの痛みを与えるので、良い叫び声が聞けるから好きなのだ。

　ああ、なんだ。いつも通りじゃないか――そう思った。誰の為ためでもない。自分が楽しむ為ために彼を虐いじめている。泣き叫ぶ声を聴きき、自分が圧倒的優位にいる事を実感しながら、彼の命を弄もてあそぶことに快感を得ている。

　笑みが込み上げてきた。

　――ほら、君も同じことをしていたじゃないか。リリアが恐怖し助けを請こう姿にゾクゾクしたろう？　嫌がり涙なみだを流し、声も出ない姿に歓喜しただろう。同じさ、俺もそれが大好きなんだ。さて次はどうしよう。鼻か耳を削そいでみようか。あれは簡単に取れる。ちょっと摘つまんで斜ななめに引っ張ればいい。しかも致命傷じゃないから長く楽しめる。そうだ、耳にしよう。右がいいだろうか？　それとも左かな？

　迷うガジェルに、後ろから声が降り注ぐ。

「まてっガジェル！」

　リリアの声だった。だが別段止めるつもりはない。自分はこの男を嬲なぶり殺すつもりだ。ゆっくりといたぶりながら、死んでいく姿を楽しむのだ。

　そう思っていたのに、何な故ぜか自分は手を止め、目はリリアに向いていた。また身体と頭が別々になってしまった。今漸ようやく一致して動いていたのに、どうしてリリアの声になど耳を向けているのだ。

　立ちすくむガジェルは、恨うらめしそうな視線をリリアに向ける。

　するとリリアは震える身体を立ち上がらせ、一いち目もく散さんにガジェルに駆け寄りその身体を抱く。

「ガジェルよ、もうよい……もうよいのだ……」

　よくない。楽しみはこれからだ。そう思っているのに身体が動かない。この幼く非力な筈はずの女児に抑え込まれているかのようだった。

　だがその身体が動かないという事実は、本能的に考えるガジェルにとって簡潔な答えを導き出した。

　――俺は……この子より弱いのか……？

　単純にそう理解した。特に理由などはいらない。この非力な女児の言葉で動けなくなっている自分は、リリアよりも弱いという事――そう理解した。だがリリアはそんな弱いガジェルをいたぶり虐しいたげようとはしなかった。ただやさしく慈じ愛あいに満みちた目から涙を流すだけだった。小さな掌てのひらからは、やわらかな温もりが伝わってくる。

　ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすうちに、屋敷の者たちが次々にフィルナンドの部屋に押し掛けた。ガジェルはそのまま、屋敷に常駐する兵たちに拘こう束そくされ、牢ろうへと叩き込まれたのだった。




　あれから一週間が経たつ。リリアはその間、一いつ切さい自室から出る事が許されず、実質的に軟禁状態で過ごし続けていた。ガジェルは未いまだ牢の中にいるのだという。自分を助けてくれた彼が、未いまだ地下に繋つながれていると思うと心が痛んだ。
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　フィルナンドは駆けつけた医師に応急処置を施ほどこされ一命をとりとめたらしい。その後の彼の事は一切聞いていないし、聞きたいとも思わなかった。

　父ダカットは依い然ぜん、マルシオ・アルヴァニアとの交こう渉しようをしているらしい。今回のガジェルのおこした事件を含ふくめ、明るくはない先行きと言える。

　自分が外になんか出なければ……。

　皇女として父の公務を阻そ害がいしてしまった事に自じ責せきの念が浮かぶ。

　するとどれくらいぶりか、父ダカットがリリアの部屋を訪おとずれた。彼の顔はリリアの意に反して明るい表情を浮かべていた。

「リリア、おまえのおかげで交渉がうまく行った」

　その言葉に耳を疑った。

「どういうことでしょう、おとうさま？　アルヴァニア家はこの事に、おいかりではないのですか？」

　そう問いかけるリリアに、ダカットは薄うつすらと笑みを浮かべる。

「無論、最初マルシオは息子を痛めつけられて怒いかりに身を任せていた。だが、フィルナンドがやらかした事は、グラウスタンディア皇家に対する反逆行為だ。決して許されるものではない。もしあちらがそういう気なら、グラウスタンディア中にフィルナンドがしたことを流る布ふし、全力を以もつて皇室を汚けがそうとしたアルヴァニア家を討とう滅めつすると言ってやった」

　そこまで聞いてリリアは状況を理解した。フィルナンドはただ皇室を汚しただけではない。まだ幼いリリアを辱はずかしめようとしたのだ。この醜しゆう聞ぶんがグラウスタンディア中に知れ渡れば、たとえ後から謝罪をしたとしてもアルヴァニア家の家名は地に落ちてしまう。

「フィルナンドが以前から幼い子供に悪戯いたずらをするのはアルヴァナでは有名だったらしい。その事が他の王おう侯こう貴族に流る布ふされるのは流石さすがにアルヴァニア家にとっては忌き避ひしたかったようだ。マルシオは快こころよく10万の兵を出兵させると宣言してくれたさ」

　そう言った父の笑みに、一瞬リリアは寒気を覚おぼえた。直感的に、この一連の事が全て仕組まれた事だったのではないかと感じた。ガジェルをここに連れてきた事も、リリアを放ほう逐ちくしていた事も、そしてフィルナンドがリリアに悪戯いたずらをするであろうことも。もしそうだとしたら、父は娘むすめの貞てい操そうで兵を贖あがなおうとしたのだろうか。

　リリアは頭かぶりを振りその思いを掻かき消した。父に憎ぞう悪おを抱きそうになっていた自分を律りつしたのだ。それは皇室を乱す行こう為い。少なくともリジアと事を構える今、してはならない。

　この身は皇国の為ために爪つめの一片まで使い切らねばならない。だからこそ、自らの感情は押し込めた。

「リリア、おまえはこれより人質としてアルヴァナに残ってもらう。10万の兵の代だい証しようだ。ただ安心するといい。あのバカのような者が近づけぬよう、十分な配慮をしてもらう。良いな」

「………はい、かしこまりました」

　数日後、ダカットを始めとしたアルヴァナ騎き士し団だん10万が皇都シオニアへ向かい出兵した。リリアはこの地に残されることになる。皇の血を引く者の定さだめ。戦乱の世の慣ならわし。受け入れるべき事なのだ。

　そう思い、父の出しゆつ立たつを見送りに出たリリアの眼に、一人の人物が留とまった。

　ガジェル・プリアモスだ。彼はリリアに気が付くと、笑いながら駆け寄ってくる。

「やぁリリア様。ここに残るらしいですね」

「うむ………それよりガジェルよ、そのキズは」

　見るとガジェルは身体からだ中じゆうに何かで打うち据すえられたような痣あざがあった。

「ああ、これはアレです。拷ごう問もんです。まあ仕方がないんじゃないですか」

　あっさりとそう言ってのけるガジェルにリリアは涙が出そうになった。自分を庇かばった彼がこのような目に遭あわされたことに胸がつぶれそうだった。思わずガジェルに抱き着く。

「すまぬ……すまぬ、私のために……」

「え、なんで謝るんですか？」

「私のせいで……私のせいでガジェルが………」

「いや、これくらいで済んだのは、リリア様が止めてくれたかららしいですよ。ほら、俺、あの人殺そうとしてたし。もし殺やっちゃってたら、たぶん死刑でしたねえ。なので、まあ、止めてくれてありがとうございました」

　そんなガジェルに顔を埋うずめリリアは頭かぶりを振ふる。

「助けてもらったのは、私のほうなのだ。おまえは私のために、たたかってくれた」

「いや、俺はやっぱり自分の為ために戦ってたんですよ。リリア様の為ためではありません」

　きっぱりと断言するガジェル。だがリリアもまたはっきりと彼に言った。

「いやガジェルは、私のためにたたかってくれた。でなければ、どうしてあの時、私のことばで、かれをころすことを、あきらめてくれたのだ？」

　すると飄ひよう々ひようとしていた筈はずのガジェルが初めて困ったような顔をした。

「………それがよくわかんないです」

「わからない？」

「はい。なんか身体が動かなくなっちゃって、ああ、リリア様ってけっこう強いんだなあ、と思いながら、彼かれを殺すのは諦あきらめました」

　その言葉にリリアは一瞬呆ほうけたように口を開け、それから思わずクスリと笑みが込み上げてきた。

「私のほうがガジェルよりつよいのか？」

「はい。そうみたいです」

　あまりに単純な言いように、リリアはおかしくてならなかった。

「ふふ………あはははは！」

　たまらずお腹なかを抱えて笑い出すリリアに、ガジェルはポカンとしていた。

「そうか、私のほうがつよいか？」

「ええ。どうしてなのかなぁ……」

「…………そうだ、ガジェルよ、前のヤクソクをおぼえているか？」

「なんです？」

「私がガジェルにかったら、私のために剣をふるうというヤクソクだ」

「あ、そんな事言いましたね……」

「私のほうがつよい、という事はおぬしに、かったという事でよいな？」

「う～ん、まあ」

「にえ切らないやつだ。よいか……ぬしが剣をふるう時には、私の事をおもい出すのだぞ」

「なんでですか？」

「りゆうなど考えるな。そのうち、わかるようになるものだ」

「そういうものですか……」

「そして……いつかまた、私がこまった時は、私のために剣をふるってくれるか？」

　そう問うとガジェルは少し考えてから、

「わかりました。じゃあ、そうします」

　と答えた。

「おぬしはイミがわかって、いっておるのか？」

　訝いぶかしげに問いながら笑うと、ガジェルもつられたように笑って頭を掻かいた。でも今はそれでも構わない。ガジェルが自分の為ために戦ってくれた事実は消えない。

　そう思うと小さく笑みがこぼれた。

「そうだ、きっとしばらく会えないですし、もう一回肩車してあげましょうか？」

「ば、ばかもの、みながいるではないか。はずかしい」

　言っている最中にガジェルはリリアを抱き上げ、肩に乗せてしまっていた。リリアは顔を真っ赤にして、ガジェルの頭を抱だいて小さくなった。そしてそっと周まわりに目を向ける。

　この高さから見る光景は当分はお預あずけだ。だから決して忘れぬように、目に焼き付けたのだった。




　普ふ段だんのリリアを良く知る侍じ従じゆうや侍じ女じよたちは、その光景に一いち様ように目を丸くしたという。

　誰もが知るリリア・クセルクセスとは、寡か黙もくで勤きん勉べんな少女であったからに他ほかならない。

　だから彼女があんな顔をするのを見て誰もが驚おどろいた。

　彼女があんな表情を人目に晒さらしたのは初めてであったからだ。

　それは傭兵の肩の上で声をあげて笑う、リリアの姿だった。







断章　反逆







　レイリンを乗せた馬車は北への街道を行く。近この衛え兵へい３０００が行列をなし、中心に坐ざするレイリンの馬車を守っての行軍であった。

　馬車の中で女官リャンナがレイリンの様子を気き遣づかうように、飲み物を差し出した。

「お疲れではございませんか？」

　レイリンは小さく首を振ふった。

「いいえ、コウソンと会えるのです。疲れなどはありませんよ」

「左さ様ようですか……しかし、本当にコウソンは一ヵ月でタタル族を北へと追いやったのですね」

　未いまだ信じられないといった表情のリャンナにレイリンは笑いかける。

「だってコウソンがそう言ったんです。彼は必ずやり遂とげますよ」

「そうですね……つまりは、全すべてが計画通りに進んでいると、そういう事なのですね」

　それは一ひと月つき前、出しゆつ立たつするコウソンがレイリンとリャンナに口にした事だった。コウソンが旅立った後、必ずシュウバイがレイリンと接せつ触しよくを持とうと画策を企くわだてる。リャンナに対しては、その全てからレイリンを守る様に伝えられた。そしてレイリンには、自分に会いたいが為ために引き籠こもるよう伝えた。それがシュウバイから身を守るために一番有効であったのは、事実である。

　そしてその間にコウソンは、北方騎馬民族タタルとの戦いを終わらせた。その報告が宮中に行けば、シュウバイはレイリンを連れ北の地を踏ませようと画策する。

　その画策に乗る事――それが二人に伝えられた全てであった。

　そして今、全てがコウソンの言った通りになっていた。シュウバイがコウソンに会えることを餌えさに、北の地へと巡じゆん幸こうを提案したのだ。この行為には大きな意味があった。ラトルグ国の帝てい族ぞくの血を持つ者が、その土地に降り立つ行為。それはその土地が、ラトルグの土地として平定された事を国民すべてに示すものなのだ。この事実が国中に知れ渡れば、多くの民がこの地へと流入し、新たな経済の流れが作られるだろう。

　その事を差し引いても、この巡じゆん幸こうは重要なものだった。恐らくコウソンの計画でなくとも、この儀式を行わねばならなかった筈はずだ。積せき年ねんの敵であったタタル族を北へと追いやり、その地にレイリンが足を踏み入れれば、国民にレイリンこそが次期女帝になるに違いないと思わせることが出来るからである。

　一切の後ろ盾を持たないレイリンは、危険を冒おかしてでも行かねばならなかったのだ。

　そうして二週間程ほどの行軍の末、北ベイ河フエに面する北方警備隊の砦とりでへとレイリンの一行は到とう着ちやくする。その間もリャンナは接触を図はかってこようとするシュウバイを牽けん制せいし続けた。

　レイリンは到着すると集められた兵たちの前で、労ねぎらいと祝福の言葉を述のべる。兵たちはそのレイリンの言葉に、ある者は涙を流し、ある者は天を仰あおいだ。それらが終わるとレイリンは用意された天幕へと引き下がった。




　高こう座ざから祝福の言葉を述のべるレイリンの声を、コウソンは兵たちに交じり耳にしていた。

　タタルからの拷問で足に釘くぎを打たれたコウソンは現在、自みずからの足で自立する事が出来ない。両脇を杖つえに支えられ漸ようやくこの式典に参加が出来た。

　レイリンのそばには常にシュウバイが控ひかえていた。レイリンを懐かい柔じゆうする為ために少しでも接触を多くしようとしている。そして周りの者たちに自分こそがレイリンを擁よう立りつしているのだという印象を刷り込ませようとしているのだろう。

　この巡じゆん幸こうに於おいて、全てを取り仕切り内外に政治的な根回しがされている事は窺うかがい知しれる。レイリンの祝辞が終わると、次にシュウバイが口を開き、祝辞を述のべ始めた。

　すると隣となりにいたソホウがポツリと呟つぶやくように言った。

「あのジジイの首をへし折ってやりたくなるよ」

　冗じよう談だんを言っているような口調であったが、その目は全く笑っていなかった。この地で多くの部下を失ったのは他でもなくソホウなのだ。そしてこの地で、無理な戦を続けさせた張本人が壇だん上じようで大きな顔をしている。

　ソホウはシュウバイから片時も目を離さず、小さな声で語った。

「都の人間など信じられはしなくなる。武器も兵ひよう糧ろうもまっとうに届かないこの地で、信じられるのは共に戦う者のみだ……都とて利権を争う戦場に他ならんだろうがな。俺おれはそこで負けて、この辺境に飛ばされた。武人である以上、それに不満はない」

「そういうものですか？」

「そういうものだ。武人が戦いくさで死ぬのは本望だ。戦場に立てばそれがわかる」

　武人ではないコウソンが、ソホウの言う事を完全に理解できているとはいえない。

「だがな、戦いくさ以外で死ぬのは無念だ。この地にはそんな無念の死が多すぎる」

　彼の言わんとする事をコウソンは資料を通して知っている。

　北へ送られる武器や食しよく糧りようについて記された兵へい站たんの収支帳簿を見た時は、本当にこんな物資で数万の人間が戦っているのかと目を疑ったほどだ。

　辺境のこの地まで、食糧や武器を輸送する兵へい站たん線せんを引くことは難しい。時にはソホウ軍に届く前にタタル族の略りやく奪だつを受ける事もある。この地で死んでいく者は、戦ではなく餓死者も少なくはない。

「戦うのなら誰と戦うでもいい。十じゆう全ぜんに戦わせてくれるのならな」

　武人とはそういうものなのかもしれない。人の死を生なり業わいとする者にとって、己おのれの死に場所は戦場でありたいと思うのは自然な事だ。そしてその死は、己の全てを出しきってこそ本望と言えるだろう。

　だから兵へい站たん線せんの途と切ぎれた北方の地は、武人の死地としてはあまりに悔くいが残る。

　ソホウの言う無念の死とはそういう事だろう。戦いくさで死ぬ事を覚かく悟ごしておきながら、力を出し切れなかった者たちがどれ程ほど無念であったか。

　戦いくさ人びとは常に死の中に身を置いている。相手の死、自らの死、それを目まの当あたりにする仕事なのだ。そういった人間たちが最後に行きつくのは、己の死に様である。

　華はな々ばなしく散る――という言葉を、都に住むものは決して理解できない。死んでしまう事には変わりないではないか、と口をそろえる。しかしそれは大いに違う。相手を殺し、自分も殺される、そういう場所に身を置きそれを生業とするのならば、その死には両者の敬意がなければならない。

　しかし北方の地に於おける戦いくさには、戦う者への敬意が存在しない。それはタタルの民が卑ひ怯きよう極まりない戦いをしているからでは勿もち論ろんない。彼らを無念の死に追いやっているのは他でもなくラトルグ国の文官たちなのだ。母国からの仕打ちに彼らはどれ程ほどの憤いきどおりを持った事か。

　そう考えるコウソンの脳裏に、ふとリセイの事が思おもい浮うかんだ。

　武人として生きてみたいと語ったリセイは、その命を以もつてソホウ軍の撤てつ退たいを止めた。リセイの命が無ければ、タタル族の信を得る事は出来なかった筈はずだ。

　死の間際、彼はいったいどんな気持ちでそれに臨いどんだのだろうか。

　もしソホウ将軍の言う通り、十全なる力を出し切る戦いくさに臨む事が武人の本ほん懐かいと言うのなら、リセイは十全なる気持ちで自らと戦ったのだろうか。

　武人ではないコウソンに、それはわからなかった。わからない事に一いち抹まつの寂しさを感じる。それはリセイという人間に対する情であった。

　ただコウソンが対面したリセイの遺体の顔は、苦く悶もんや後悔の滲にじむ表情ではなかった。横たわったリセイの顔は静せい謐ひつで穏やかな表情をしていた。多くの死を目の当たりにしてきたコウソンにとって、この様な顔で死んだ人間の姿を見たのは初めての事だった。

（リセイにとって、これが武人としての生き方であったのだろうか）

　疑問は尽つきなかった。思し索さくにふけるコウソンは、ソホウ将軍の声に我に返った。

　ソホウは静かにシュウバイから目を離はなさず声を顰ひそめてコウソンに語り掛けて来たのだ。

「……本当にやるのだな？」

　コウソンも表情を変えず小さく返答する。

「ええ」

「大事になるぞ」

「覚悟の上です。もとより大事になって貰もらわねば、この国の重い腰こしは上がりません。腐敗に身を置く人間たちには多少なりとも派手な演出が必要なんです」

「左様か。まあ俺はあのシュウバイをどうにかできるというのなら、喜んで協力しよう。して実行はいつになるのだ？」

「明日、シュウバイはレイリン様を伴ともない、北四里（約12㎞）程ほどを視察します」

「なるほど、その時か……まあ、頃ころ合あいであろうな」

　二人が話しているうちに、シュウバイの演説は終わっていた。

　そうしてその日の夜、士官が会合などを開く広い幕ばく舎しやで、高等士官たちを集めた宴うたげが催もよおされた。仕切りはシュウバイの様子だ。当然ソホウ将軍を始め、千卒長までの士官たちが顔を並べ、酒と肴さかなが施ほどこされた。

　今回の立たて役やく者しやであるコウソンも百卒長ではあるが、列席を許され下座の床しよう几ぎに腰を下ろした。宴うたげが始まるとレイリンが姿を現し、女官のリャンナがそれに追つい従じゆうした。

　その場にいる全員が平へい伏ふくし、彼かの女じよを出迎える。

「面おもてを上げてください」

　やさしい声こわ色いろが幕舎の中に鈴の様に響き渡る。全員が面を上げレイリンに顔を向けた。

「この度は、北方平定という偉い業ぎよう、まことに大たい儀ぎでした。何より今日まで傷つき戦った皆には深く感謝をしております」

　先ほどの兵たちへの祝辞の時の様に、レイリンの言葉に士官たちの中から鼻を啜すする音が聞こえた。報むくわれるべくもない北方に左さ遷せんされ死を待つしかなかった者たちにとって、帝の血を引くレイリンが訪れ、そしてそれを労ねぎらってくれるなど、想像もつかない事だったのだ。

「僅わずかではありますが、酒しゆ肴こうを用意させてもらいました。今こ宵よいはその疲れを大いに癒いやしてください」

　儚はかない笑えみを士官たちに向けるレイリン。それに一同は再び平伏し、宴うたげの続きが始まった。

　兵へい糧りようもまともに届かなかったこの地に於おいて、酒の味は格別であったのだろう。誰もが口を濡ぬらす程てい度どを含ふくんではその味を噛かみしめていた。コウソンもちびりちびりと酒を飲みながら肴さかなに箸はしを伸のばしていた。

　そしてふとレイリンに目を向ける。

「…………」

　彼女はコウソンを見ていた。潤うるんだ瞳ひとみを向け、なにかを言いたそうにジッと見つめている。コウソンはその顔に、思わず身動きが出来なくなってしまった。

　今すぐにでも彼女の下に行きたい、という衝動が迫せり上がってきた。今までずっと彼女に寄より添そうように生きてきたコウソンにとって、この一ひと月つきはひどく長く感じた。彼女にとってはどんな一月であったのだろうか？　シュウバイからの懐かい柔じゆうの策に惑まどわされたりはしなかっただろうか。

　利り発はつなコウソンであったが、それでも感情という奔ほん流りゆうが身を焦こがすのは彼自身が持ち合わせる若さ故ゆえでもあった。冷静に考えれば、思おも惑わく通りに行っている。それでもありもしない不安が勝手に湧き出し、己の冷静さを押し流そうとする事に、時折コウソンは嫌いやな気持ちになる。

　レイリンの為ためにこの身を捧ささげると決めた心の在あり処かを見失いそうになる。

　そんなレイリンはコウソンと目が合ったことに気付くと、小さく微笑ほほえみかけてきた。

　コウソンは昂たかぶるような気持を抑え、ただ頭こうべを垂たれたのであった。

　とそこへ、シュウバイが現れ酒の入った壺つぼを差し向ける。

「此こ度たびは大たい儀ぎであったな、コウソンよ。さあ、大いに飲むといい」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべ酌しやくをするシュウバイに、コウソンは盃さかずきを乾ほした。

「コウソンよ、しかしまさかあのタタルの民を平へい伏ふくさせるとは、如い何かなる交渉を以もつて為なしたのだ？　今までいくら和わ睦ぼくの使者を送っても、一向に受け入れず撥はね除のけ続けたやつらだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきに懐かい柔じゆうできるとは思えないのだがな」

　明らかに何かを探さぐっている様子が見て取れる。下手な嘘うそは見抜かれるだろう。なのでコウソンはただあるべき事実を口にした。

「あちらにとって有ゆう益えきになる条件を出したのです」

「なに？　まさか、国益を損なうような物ではあるまいな？」

「とんでもない。こちらにとっても国益となるものにございます」

「はて、それは如い何かなるものだ？」

　そう問われたコウソンの視界がグラリと揺ゆれた。目が霞かすみ、腹の底にしびれを感じる。

（やはり薬を……盛もったか……）

　思った言葉は口を突く事が出来なかった。既すでにコウソンは項うな垂だれるように身体から力を奪うばわれていたのだから。そんなコウソンの頭の上から、シュウバイの陽気な声が響いた。

「おお、おお。コウソン殿どのはお疲れと見える。酒に呑のまれてしまわれたようだ。誰か肩かたを貸してくれる者はおらぬか？」

　虚うつろな意識の中、誰かに脇わきを抱えられ運び出されていく。このまま意識を失えば、翌日には自分は冷たくなっているだろう。

　意識の片隅でシュウバイが何か話しているのが聞こえる。すると受け渡されたであろう兵がハキハキとした口調で受け答えをする。

「左さ様ようですか。ではこちらに寝かしてあげましょう。床とこは空あいてございます」

　身体が横にされる。今にも意識は消えてしまいそうであった。

「シュウバイ様はどうぞ宴うたげにお戻もどりください。私が看みておりますので」

「左様か。まあお疲れの様子だ。静かに寝かせてやってくれ」

「畏かしこまりました」

　おそらくこのまま次の日にコウソンが死んでいれば、この看病をした兵が罪に問われることになるのだろう。シュウバイは即座にこの兵に死罪を言い渡し、この件は有う耶や無む耶やになる。邪魔なコウソンを消し、そしてレイリンを擁よう立りつし自らの政治的権限を維い持じするに違ちがいない。

　コウソンは途と切ぎれそうな意識を奮い立たせようと、必死に己の腕を上げると自らの掌てのひらを噛んだ。深く食い込んだ八や重え歯ばから血が流れ、痛みが身体を突き抜ける。だが、それも一いつ瞬しゆんの事だった。次の瞬間には既すでにコウソンの意識は途切れてしまっていたからだ。




　翌朝、北河ベイフエの要よう塞さいは喧けん騒そうに包まれた。何事かと起き出したレイリンの下へ、兵が訪おとずれると口くち早ばやに彼はコウソンの死を告つげた。一瞬、兵が何を言っているのか解わからず、レイリンは聞き返した。

「すみません、どういうことです？」

「コウソン殿が、今朝寝しん所じよで冷たくなっておられました。今、ソホウ将軍とシュウバイ様とで談だん合ごうが為なされております」

　彼は申し訳なさ気にそう言うと、レイリンの幕ばく舎しやを出て行った。レイリンは未いまだにその事実が信じられず、すぐにリャンナを呼びつけると着替えを済ませ、ソホウとシュウバイが話し合いをしているという幕舎に向かう。

　幕舎ではシュウバイが怒りを露あらわに、叫び声を上げていた。

「あの医務の兵をすぐに処刑するのだ！　あの者がコウソンを殺したに違いない！」

　しかしソホウは静かにそれに受け答えをする。

「お待ちください。まだそうと決まったわけではありません」

「他に誰がいるのだ？　ワシが昨日、受け渡した時はコウソンはピンピンしておったのだ！　朝まで一いつ緒しよにいたのは、あの兵であろうに！」

「そうです。だが、コウソンが何な故ぜ死んだのか、まだわかっていないのです」

　そこへレイリンが徐おもむろに入っていくと、二人はそれに気づき頭こうべを垂たれる。

「コウソンが死んだというのは本当なのですか？」

　声が震えていた。未いまだに信じられない気持ちでいっぱいだった。

「会わせてください！　コウソンの下に余よを連れて行って下さい！」

　叫ぶようにそう言うと、ソホウはレイリンを押し留とどめるように立ちはだかった。

「お待ちください。コウソンの死体に近づくのは今はおやめください」

「何なに故ゆえ！」

「疫えき病びようの可能性もあるからです。あまりに突とつ然ぜんすぎるので、もしかしたら患わずらっていた疫病が表に出て死んだ可能性もあります」

　レイリンはその場に膝ひざを折った。立っていられなかったのだ。すぐにリャンナが脇を抱え助け起こす。しかし今のレイリンに、自らの力で立っていられるほどの力は残っていなかった。するとシュウバイがソホウの言葉に異を唱えるように憎にく々にくし気げに言いい募つのった。

「コウソンの手柄に嫉妬した兵が、ここぞとばかりに命を奪ったのだ。それしかあり得ん」

「自分はそうは思いません」

「何な故ぜだ？　自分の兵だから信しん頼らいに値あたいする、とでも言いたいのか？」

「左さ様ようですな」

「ふん、兵などは有う象ぞう無む象ぞうの集まりだ。独断で感情に任せた行動に出る事もある」

「そういう事もあるでしょう」

「ほれ見ろ、ソホウ！　おまえが認めているではないか」

「いえ、感情に任せた行動はあるかもしれません。しかし、コウソンに対して殺したいなどと考える感情を、この北方警備隊の兵が持つ筈はずがない、と言っているのです」

「本当にそう言えるか？　他の兵がコウソンに嫉妬を抱いだいていなかったと言い切れるか？」

　そう問われたソホウは穏やかな笑みをシュウバイに向けた。

「あり得ないでしょう。この軍では将も兵も同じものを食い、共ともに戦います。何も食い物がなくなれば、共に飢え、食糧が手に入れば皆で分け合います。僅わずかな時ではありましたが、コウソンもそれに従したがっておりました。そんな同どう胞ほうに対し喩たとえ嫉妬をしたとしても殺すことは、都ではない北方の地ではおこる筈はずがないのです」

　言い切ったソホウに、シュウバイは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ふん、そんな仲間ごっこのような甘あまい考えであったとは、あのソホウ将軍ともあろう者が」

「仲間ごっこ？　そのお言葉は少しおかしいでしょう。この軍にいる兵は須すべからく仲間であり家族以上の絆きずなをもっておりますので」

　武将と文官、決して相あい容いれぬ者同士が火花を散らした。これでは水みず掛かけ論ろんになる。そう察したのかソホウが話を変えた。

「レイリン様の北の地の視察は如何いかがなさいますか？　もし仮にシュウバイ殿が言うような、殺人者がこの要よう塞さいにいるとしても、自分の言うように疫病であるとしても、やはりレイリン様にとって危険である事には変わりありません」

「いかん、いかん！　レイリン様のお身体にもしもの事があってはならん！」

　二人の会話を傍かたわらで聞きながらも、レイリンはずっと頭を巡めぐらせ続けていた。頭でコウソンが死んだという事実を理解しながら、心はそれを認にん識しきできない。できるわけがない、そう思った。それでもレイリンは帝みかどの地位を継つぐべく教育を受けてきた者。己の悲しみに暮れてはならない。己の感情に流されてはならない。自分こそが国であり、自分の口にした事が国の意志であると、そう教えられてきたレイリンは自らの感情を押し留とどめる事が出来た。正しく言うのならば、感情の表ひよう出しゆつのみを押し留めた。身の裡うちには今もコウソンを失った悲しみと、信じることの出来ない自分がいる。だがそれはレイリンという一人の人間の事象である。国の事とは何ら関係のない、小さな少女の感かん傷しようだ。

　だからこそレイリンの思考は、今自分がすべきことに注そそがれた。そこにはもしかしたらコウソンの死をこれ以上考えたくないという感情があったのかもしれない。しかし今の彼女はそれを冷静に分ぶん析せきできる程ほどの余よ裕ゆうを抱えてはいない。残された冷静さは全て、第五姫としてどう行動するかに注力していたのだから。

（……コウソン、余よが今すべきことは、なんでしょうか？）

　問いかけた。いつもそうしてきたように。それはコウソン本人へ問いかけた物ではない。いつもレイリンは大たい局きよくを見るべき場に立った時、己の中のコウソンに問いかけてきたのだった。レイリンの中の冷静さとは、彼女の胸の裡うちにいるコウソンの存在に他ならなかったのである。

　そして彼女は一つの答えを導き出した。

「視察は行います。この巡じゆん幸こうは、帝てい族ぞくが北の地を踏ふまねば何の意味もありません。ラトルグ国の新たな歩みは、この足で造らねばならないのです」

　力強く、そしてしなやかに彼女はソホウとシュウバイにそう明言した。




　幕ばく舎しやに戻ったシュウバイは今まで抑おさえていた笑いを漸ようやく漏もらす。最もつとも邪魔であったコウソンについに引いん導どうを渡したのだ。これで漸ようやく第五姫レイリンを自分の傀かい儡らいにすべく動くことが出来る。第一姫を失ってから、宮中でのシュウバイの立場も一時は危あやぶまれた。だがこれで全てを挽ばん回かいできる。再び権力の頂点に返り咲くことが出来るのだ。

　そう思うと笑わずにはいられなかった。

　コウソン殺しの犯人をあの兵に擦なすり付けられなかったのは、シュウバイとしては聊いささか不満ではあったが、ソホウの言う疫病という事になれば下手な詮せん索さくはされない。むしろそれでもいい。こちらに余計な火の粉が降ふりかからなければ問題ないのだ。

　後はこの巡じゆん幸こうを終わらせれば、この一連の大業を指揮したシュウバイの評価は都に知れ渡る事になる。新たなシュウバイの支持者も出てくるだろう。

　全てがうまく行っていた。後はあのレイリンについている女官のリャンナを遠ざければいい。だがコウソンの様に急ぐ必要はない。少しずつ引き剥はがして行けばいいのだ。ついては今回の北への視察も、彼女の随ずい伴はんを許さなければいい。それくらいは自分の権限でどうにでも出来る。編へん成せいを自分が指示すればいいのだ。

　そうしてすぐにシュウバイは支し度たくを終えると、ソホウ将軍に命令を下し北への視察を行わせる手て筈はずを整えた。

　北ベイ河フエから三百里の土地をレイリンが見て回るという催しである。実際に三百里先まで行くという事はない。北四里程ほどの草原を見て回るのである。

　先頭にはシュウバイ旗き下かの２０００の兵に守られたレイリンの駕か籠ごが配され、ゆっくりと北上していく。

　その真後ろにはソホウ将軍旗き下か３万の北方警備隊が追つい従じゆうした。

　夏を迎えてもこの北の草原をそよぐ風は涼しく強い日差しの中に涼りようを与あたえてくれる。草原はまるで波打つように幾いくつもの丘おかを形成している。その中を巡じゆん幸こうの列はゆっくりと北へ向かって行った。

　シュウバイはレイリンの乗る駕か籠ごの横に馬を付け、彼女の機き嫌げんを伺うかがった。

「如何いかがでございましょう、平へい伏ふくされた北の地は？」

　すると彼女はこちらを見ようともせず静かに口を開いた。

「リャンナはどうしているのです？」

「あの女官でございますか？　申し訳ございませんでした、私が名簿に書き加えるのを忘れてしまったがために、とんだ手て違ちがいで……」

「融通を利きかせてもよかったのでは？」

「いえ、この巡幸は神聖なる儀式でもあるのです。ラトルグの民だけでなく、神もこの巡幸を見ておられる。そこに嘘があってはならないのです」

「そうですか……嘘はいけませんか」

　刺すように一いち瞥べつしたレイリンの視線に、一瞬ひやりとしたものがシュウバイの背筋を通った。彼女に疑われるような尻しつ尾ぽを出した覚えはない。自分が疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているだけだ。そう言い聞かせ平静を取とり繕つくろう。

「ご覧ください、この草原を。三百里ともなれば、北方の民はもう何もできますまい。これでラトルグは大手を振ふって世界に出て行けますな」

　そう彼女に言いながらシュウバイが見た先に、思わぬ影かげが目に映った。

（あり得ん！　何な故ぜっ!?）

　それは黒々とした馬ば群ぐんであった。騎き馬ばしている者たちはラトルグの装しよう束ぞくとは違う民族衣装。彼らは一様にタタルの旗はたを掲かかげ、水を打ったかのように静かにこちらを見つめていた。それが丘の向こうまでずっと続いている。いったいどれ程ほどの騎馬兵がそこにいるのか、軍を率ひきいた事のないシュウバイにはわからない。

「と、止まれ！　全員止まるのだ!!」

　大声で進軍の足を止めさせる。それと同時に、タタル側の指揮官らしき者が角つの笛ぶえを吹き鳴らす。するとタタルの軍はゆっくりとこちらに向かって侵しん攻こうを開始した。

「ひ、引け！　すぐに軍を引き返すのだ！」

　即座にシュウバイの率いる２０００の兵は回かい頭とうした。が、しかし後方を守っていたソホウの軍が動こうとはしない。

「なにをしておるのだ！　タタルの軍がいるのだぞ！　ソホウ！　おまえらは姫を守るために殿しんがりを務つとめるのだ！」

　殿しんがりとは戦いくさで逃走を図はかる際、後尾について先頭の軍勢を逃がすための役割である。だがソホウの率ひきいる軍はそれに応じるどころか、シュウバイたちの進行方向から動こうとせず行く手を遮さえぎったのだ。その様子にシュウバイは怒いかりを露あらわにする。

「なにをするソホウ！　どういう状じよう況きようか解っておるのか！」

　すると軍勢の先頭に躍おどり出たソホウが、命令を放つ。

「三方、方ほう陣じんで取り囲め！」

　その命令通り、ソホウの兵たちは広範囲に展開し、後退してくるシュウバイの兵２０００の退路を完全に断たった。更さらに前方からはタタル族の軍６万が丘の上まで駆け上がり、その場で待機している。シュウバイの軍はタタル族と仲間である北方警備隊にぐるりと囲まれるような形になってしまったのである。シュウバイは怒りを露わにしながら、ソホウに食い掛かった。

「ソホウ！　いったいどうなっておる！　敵がいるではないか！　このような失態は許されんぞ！　帝てい族ぞくの身がこれ程ほど危険に晒さらされるなどあってはならん！」

　するとソホウは耳を掻かきながら気楽な調子で聞き流した。

「ほう、都の方がよっぽど危険と聞いておりました。こちらの方は人数が多いだけで、大したものではございません。ほら、タタル族も襲って来ずにああやって高みの見物をしてるではないですか。きっとレイリン様のお顔を拝はい見けんしに来たのですよ」

「なにを気楽な事を！」

　シュウバイは憤ふん慨がいした。この期ごに及およんでまだ状況を理解していないらしい。

　ソホウは馬でシュウバイの前方まで歩み出ると、不敵に笑って見せる。

「お分かりになりませんか？　タタル族はラトルグと共に戦う意思を見せたと。このラトルグにとっての敵を討滅する為ために、我わが国と共に敵を倒そうと立ち上がったのです」

「……な、ならば何な故ぜ我らの前に立ち塞ふさがっている!?　これでは……」

　そこでシュウバイは何かに気付いたようにハッとした。

「まさか！　貴様っ！」

「左様。ラトルグにとっての敵めを討とう滅めつする為ために、彼らは今我々の前に立っているのだ。そう、この国をここまで腐敗させた者の一人、シュウバイ、おまえのな！」

　するとシュウバイは嚇かく怒どの如ごとく怒りを散らし、ソホウ将軍に叫さけびたてた。

「ソホウを斬れ！　国の摂せつ政しようである我を蔑ないがしろにし、あまつさえ脅おどしまでかけるこの緩かん怠たい者ものに鉄てつ槌ついを下すのだ！」

　だがその命令にシュウバイの兵たちは動こうとしない。それは圧倒的軍勢を前に竦すくみ上がってしまったからに他ならない。四方をソホウ軍３万、タタル軍６万に囲まれた時、シュウバイの兵たちは諦あきらめたのだ。戦うことそのものを。士気が一瞬で吹き飛んだのだ。

　焦あせりに焦ったシュウバイに、ソホウが余裕の笑みを漏もらす。

「シュウバイ殿、あなたは文官だから兵士という生き物を全く知らないようだ。冥めい途どの土産みやげに教えてさしあげましょう。兵が最も嫌うのは無駄に死ぬ事……」

「なにを言っておる！　北辺を守る事は中原、ひいてはラトルグを守る大義を持っておるだろう！　それすらも忘れているのか！」

「ならば何な故ぜ、満足な兵糧も武器も送ってこない！　この地で死んでいく兵の何割が戦わずして餓死したと思っている！　どれだけの兵がまっとうな武器も持てずにタタル族の手に掛かったと思っている！　厳きびしい調ちよう練れんを積んだ有能な兵が、全力で戦もできずに死ぬ事がどれ程ほど無念であるか貴様にわかるのかっ！」

　ソホウは腰にある剣けんを引き抜くとその切っ先を、シュウバイに向ける。

「やれっ！　この男に殺されて逝いった多くの仲間の魂たましいを弔とむらうのだ！」

　その号令にソホウ軍３万が一いつ斉せいにシュウバイの軍２０００に剣を向けた。即座にシュウバイはその場から引き、軍の中心で守りを固める。

「ま、守るのだ！　我を守れっ！」

　叫び散らすシュウバイにソホウは皮肉な笑みを浮かべる。

「守るべきはおまえではなくレイリン様であろうに。それすらも見えなくなったか」

　言うと同時にソホウは進軍の命令を飛ばす。

「レイリン様を救出するのだ！　ラトルグを食らう悪あつ漢かんシュウバイも生け捕りにせい！」

　同時に怒ど涛とうの乱戦が繰り広げられる。だが人数の圧倒的なソホウの軍が優勢である事は明らかであった。瞬またたく間にシュウバイの軍はソホウ軍に取り囲まれる。また退路にはタタル族の軍勢が待ち構えており逃にげ場ばもない。

　あっという間に、シュウバイの軍勢は数を減らしていった。

「おのれぇぇ！」

　窮きゆう地ちに追おい詰つめられたシュウバイは顔を歪ゆがめ、最終手段に打って出た。レイリンの乗る駕か籠ごに飛び移ったかと思うと、彼女の喉のど元もとに刃やいばを向けたのだ。

「道を開けい！　このクズどもがっ！　貴様らレイリン様がどうなろうと構わんのか！」

　対するソホウがその視線をきつくする。

「血迷ったか!?　おまえはどなたに刃やいばを向けているかわかっているのか！」

「うるさいうるさいうるさい！　貴様らのようなゴミカスどもが、我に楯たて突ついたのが悪いのだっ！　さあ下がれ！　下がらねばどうなるかわかっておろうなっ！」

　レイリンの首に突き付けられた刃やいばは彼女の繊せん細さいな肌に当たり、薄うつすらと血を滲にじませる。

　ソホウの軍勢はそこで、一いつ斉せいに歩みを止め怒りを顔に滲にじませる。

　その姿にシュウバイは引き攣つるような笑みを浮かべると、

「さあ道を開けよ！　レイリン様のお通りである！」

　と大声を上げる。ソホウ軍はそんなシュウバイに道を開けるように二つに割れた。

　その中をシュウバイとレイリンを乗せた駕か籠ごが悠ゆう々ゆうと進んでいく。

「ソホウよ、貴様の処分、楽しみにしておけ！」

　そう言われたソホウの表情は一いつ切さい変わらなかった。ただ静かな面おも持もちで、通り過ぎるシュウバイを見送るだけであった。

　シュウバイは腹の中で笑った。その笑いは抑おさえきれず遂ついには身体からだを込み上げてくる。

「くっはっはっはっ―――！　この逆ぎやく賊ぞくどもめ、都に戻ったらすぐに、貴様らを殲せん滅めつする部隊を送り込んでくれるわっ！」

　瞬しゆん間かん、シュウバイの目の前に信じられないものが映った。

「己の領分を弁わきまえろ、この緩かん怠たい者ものが……」

　それは馬上から弓を番つがえた青年の姿であった。

　その姿にシュウバイは目を見開き、叫びにも似た声を放った。

「なぁぁ！　何な故ぜだっ！　何故生きているっ！」




　コウソンを乗せた馬は全力で草原を駆かける。前方にはレイリンの首に刃やいばを突きつけたシュウバイが高笑いを上げている。奴やつはコウソンを見み留とめると、信じられないものでも見るように口を開け叫び散らした。だがそんな男の言葉を耳に入れるつもりは毛頭ない。

　コウソンは馬上から弓を構え弦げんを引き絞しぼった。拷ごう問もんの傷が身体中に雷の如ごとき痛みを走らせる。切り傷からは血が滲にじみ、剥はがされた爪つめはどす黒く変色した。

　しかしそれでもコウソンは一切表情も変えず、捕とらえるべき敵の姿を見み定さだめた。

「己の領分を弁えろ、この緩かん怠たい者ものが……」

　距きよ離りにして一町（約１０９ｍ）。

　通常の弓であれば届くのがやっと。当てることもあやしい。ともすればレイリンを危険に晒さらす事になる。

　そういった常識がシュウバイの目もく測そくを見み誤あやまらせたのだろう。彼かれはこの距離でコウソンが弓を放つわけがないと思ったに違いない。

　だがコウソンはなんの躊ちゆう躇ちよをすることもなく矢を放った。

「なにっ!?」

　コウソンが矢を放ったのは三人張りの大弓。扱あつかえる者が少ない為ため、それを目にする機会などそうある物ではない。だがこの大弓は飛距離が長く命中精度が高い。

　真まっ直すぐに飛んだ矢は、レイリンの顔から一尺（約30㎝）横を掠かすめ、シュウバイの肩を貫つらぬいた。同時にその勢いに押され、手を離したシュウバイが駕か籠ごから落らく伍ごする。

　そしてレイリンとシュウバイが引き離された瞬間、

「いけえええええええ!!」

　ソホウの怒ど号ごうが飛び、レイリンが救出され、そしてシュウバイは捕らえられた。

　シュウバイの肩の傷にはすぐに応急処置がなされる。それは彼にここで死んでもらっては困るからだ。縄なわを掛けられ、ぐったりと項うな垂だれるシュウバイ。

　そんな彼の下へコウソンは赴おもむきそして皮肉な笑みを浮かべた。

「よかったな、これからおまえはタタル族に引き渡される。長い長い拷問の日々が待っているぞ」

「………貴様、この為ために我々を……」
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「この国に残る膿うみを全すべて出しきらないといけないんだ。それとシュウバイ、貴様にいいことを教えてやろう。タタルの拷問で最もつとも厳しいものは、耳から溶とけた鉛なまりを流し込む事なのだそうだ。楽しみだな」

　そう言ってコウソンは絶望するシュウバイを見下ろしながら、静かに笑った。

　この国の癌がんとなっていた人間をこれで一人葬ほうむったのだ。

　僅わずかながらではあるが、コウソンにとってもレイリンにとっても動きやすくなる。これから更にあらゆる人間を排除していかねばならない。この国を食い物にするあらゆる人間を。そしてしかるべき人間を配置し、他国との戦争にこの身を投じなければならなかった。

　コウソンは右う賢けん王おうシャグリにシュウバイの身を引き渡す。

　それは予あらかじめタタル族の王エンサ単ぜん于うと交かわした約束であった。

　ラトルグとの戦いで散って行ったタタル兵たちの魂を鎮しずめる禊みそぎ。それはこの無む益えきな疲ひ弊へい戦せんを後押しし続けた男の首を以て贖あがなうのだ。前女帝が没ぼつしてからの年月、政治の中心に居座り続けた男の首を以もつて。

　引き渡しが済むとコウソンは右う賢けん王おうシャグリに対し、深々と頭を下げた。

「ではしかるべき時が来るまで、戦争の準備を」

「任せておけ。こちらは馬も兵も潤じゆん沢たくにある。おまえらと戦争をしようとしていたのだ」

「そうですね。しかしグラウスタンディアを攻めるのは今ではない。今は彼かの国にはリジアと戦ってもらい、十分に疲ひ弊へいしてもらう必要がありますから」

「ふん、そういうことはラトルグ人らしい考えだな」

「狡こう猾かつとでも言いたいのですか？」

「それともおまえだけなのかな？」

「そう思ってもらっても結構です」

　そんな会話を交わし、シュウバイの引き渡しが済むとタタル族は北へと帰って行った。これで国境に無駄な兵を擁ようする必要はなくなった。このままソホウが率ひきいる軍は中原の都へと全軍引き返させることになる。そしてしかるべき調ちよう練れんを積つませ、次の戦いに備そなえてもらう必要があるだろう。

　そう考えながらコウソンは、治療を受けるレイリンの下へと足を向けた。傷そのものは大したことではないはずだ。だが、彼女はこの国の帝室の血を継つぐもの。そのレイリンに対するシュウバイの行為を許したのは、己の責任である。

　彼女の控ひかえる天てん幕まくに入ると、レイリンは横になりながら侍じ女じよリャンナの手当てを受けていた。コウソンは彼女の近くまで行き傅かしずく。

「ご心配をおかけしました」

　するとレイリンはコウソンの顔を見てみるみる目に涙なみだを溜ためる。

「コウソン！　どこへ行っていたのです！　余よはコウソンが死んだと聞いて……それで……」

　ぽろぽろと涙を零こぼしながらレイリンはコウソンに縋すがりつく。

「申し訳ありません。シュウバイを謀たばかる為ために、死んだふりをせねばならなかったのです」

「どういうことです？」

「シュウバイが自分に毒を盛って来るだろうことは最初から予測していました。レイリン様を懐かい柔じゆうしようとするのなら、私とリャンナが最も邪魔でしょうから。ですから宴うたげの前に、いくつかの解毒の草薬を服用していました。それでもダメな場合を想定し、医務の者には自分が運ばれてきたら、毒の種類を伝える伝達方法を教えておきました」

　そう言ってコウソンは自らの手の甲こうを見せる。そこには八重歯の後が三つ付いていた。

「この傷が痺しびれ薬を盛もられたという合図です。それに従したがい医務の者は夜を徹てつして、私に薬と水を摂とらせ熱した密室で只ひた管すら汗あせをかかせてくれました。おかげで次の朝には自分は解毒状態で目覚める事が出来たのです。ただ、そうなるとシュウバイはなぜ自分が死んでいないのかと訝いぶかしがるだろうと思い、彼が慎重になってしまう事が想定されました。なのでソホウ将軍と話し合い、死んだという事にして貰もらい身を隠かくしたのです」

「……ならば余よに言ってくれればいいのに……寂しかったです！　辛つらかったです！　胸が潰れそうでした！　もう、本当にどうしていいのか解らなくて……」

「申し訳ありません。それでもレイリン様は立派でいらっしゃいました。私などが居なくとも……」

「コウソン、そんな事は言わないでください！　二度と……二度と自分など居なくとも、などと考えないでください！　余が死ぬまで、あなたはずっと一緒にいるのです！」

「畏かしこまりました。仰おおせのままに」

　その言葉に少し安心したようにレイリンは涙に濡ぬれた顔をコウソンの懐ふところで覆おおった。

　僅わずか一ひと月つきではあった。それでもこうして彼女の温もりを感じるのは数年ぶりの様に感じた。いつもなら横よこ槍やりを入れるリャンナも今日ばかりは何も言わず、傍かたわらに控ひかえていた。

　暫しばし声もなくレイリンはコウソンの袖そでを濡ぬらすと、徐おもむろに顔を上げた。そして剥はがされたコウソンの爪を見る。腕や首などに残る痣あざに目を移す。そして再びコウソンを見た彼女の目には明確な意志の炎が燈ともっていた。

「………『封ほう禅ぜんの儀ぎ』をしなければなりませんね」

　自らの身体に神を宿し女帝としてこのラトルグの地に立つ為ための儀式。

「余よはこの国を……ラトルグを変えねばなりません。喩たとえどのような犠牲を払おうとも」







第三章　月の港







　カレン・スーサはぼんやりとゾラ港の城壁の上から、穏おだやかな海を見つめる。

　祖母でありリジア十二貴族に名を連ねた智ち将しようライラ・スーサの死を未いまだ引きずる形で心の中にしこりを持ったまま抜け出せずにいた。

　全てはあの若きリジア十二貴族ナターシア・リブレリアの立案した策によるもの。

　彼女があんな策を口にしなければ、祖母は死なずに済すんだ。そう思うと心の中に烈火の如ごとく怒りが燃え上がるのがわかった。

　そんなカレンの下へ十二貴族の一人ルスタフ・タギーがやってきた。老齢であるルスタフは彼女の心中を察してか、僅わずかに顔を曇くもらせた。

「まだ心は優すぐれぬか？」

　問われてカレンは一つ息を吸うと、その表情を引き締めた。

「そんな事はございません。スーサの家名に恥じぬよう、自らのすべきことをいたします」

　それはまるで自分に言い聞かせているようであった。いや、言い聞かせねばならない、そう思っていた。このまま悲しみに暮れていてはならない。そんな思いがカレンの中にあったからに他ならない。

　それを聞いたルスタフは幾いく度どか首しゆ肯こうした。

「左さ様ようか。お主がそう言うのならそれでよい。ただこれから言い渡す任務は少々、カレンには応こたえる任務かもしれんのう」

「なんでしょうか、その任務というのは……？」

　そう問い返したカレンに横から別の声が放たれた。

「やあ、ちょうどよかった。二人ともいるようですねぇ」

　突とつ然ぜん掛かけられた声に振り向くと、そこではベルゲン・アディクがニヤニヤとした笑みを浮うかべていた。そしてその後ろには、ナターシア・リブレリアも静かな面おも持もちで控ひかえている。

　その顔を見た瞬間に、カレンは身の裡うちに滾たぎるような感情が湧わいた。

　そんなカレンの心中など知らぬ顔で、ベルゲンは話を続ける。

「ルスタフ殿、カレンにはもう話したのですか？」

「ああ、今その事を話していた」

「ならば尚なお更さらちょうどいい。カレン、おまえはナターシアと共に法王様に謁えつ見けんに行くんだ」

　その言葉を聞いた瞬間、頭の中が真っ白になった。

　そしてカレンは何も言えず俯うつむいてしまう。

　己おのれの立場、為なすべきことは判わかっている。我わが儘ままな個人の理由など介かい在ざいさせていいものではない。だが多感である14歳の少女にとって、憎にくしみを向ける相手と行動を共にするなど簡単に割り切る事が出来なかった。

　そんなカレンなど意に介かいさずベルゲンは話を続けた。

「おい、ナターシア、貴き様さまは何をすべきかわかっているな？」

　すると横に控ひかえていたナターシアはやはり冷静な表情でコクリと頷うなずく。

「わかっています。先まずは軍部の手中にある法王様の安否の確かく認にんで間ま違ちがいはありませんね？」

「その通りだ」

　現在、リジア十二貴族は聖せい都とガリアから遠ざけられている。

　それはリジア宗旨国家に於おいて軍事政権が台頭しており、人事を取り仕切る軍ぐん識しき抜ばつ顧こ問もんであったバルオロール・エルジオ元げん帥すいがその全指揮権を有ゆうしている事が理由だった。

　第一次リジア戦役の折おり、戦火の下を駆けるリジア十二貴族を出し抜き、バルオロール元帥は若き法王を擁よう立りつするという禁じ手に打って出た。

　当時、政治軍事両面を包ほう括かつしていたリジア十二貴族に対し、軍ぐん拡かく政策の一翼を担になっていたのがバルオロール元帥であった。しかし彼は隠おん密みつ裏りに己に服従する旗き下かの将軍を増やしていく事に執しゆう心しんしていた。結果、当時のリジア十二貴族の与あずかり知らぬうちに、バルオロール元帥が編成した旗下の兵は１００万に上っていた。

　それはリジア十二貴族が直接使し役えきできる40万の兵を大きく上回る数であった。そして当時のリジア十二貴族の一部が勢力を増したバルオロール元帥を恐れ、弱腰の対応をした結果、彼に政治軍事に対する権限を実質奪われる形となってしまったのである。

　グラウスタンディアとの戦せん役えきが激化する最前線で、それを聞いた智ち将しようライラ・スーサは、この事態に停戦を決断したのだった。第一次リジア戦役の終戦には、リジア国内に於おける内うち輪わ揉もめという他国に明かせぬ理由があったのである。バルオロール元帥は現在、内ない紛ふんに至いたらぬようにリジア十二貴族に対して一定の権限を置いている。しかしそれも法王を盾たてに取られたリジア十二貴族にとっては、手足を捥もがれたようなもの。あらゆる面でリジア十二貴族は本来的な法王を守護するという役目から遠ざけられているのであった。

　そういった事情をカレンに確認したベルゲンはニヤリと笑って見せる。

「カレン・スーサ。おまえは祖母を敬うやまわねばならんだろうな？」

「おばあ様を？」

「そうだ、ライラ殿どのは、予あらかじめシオニアに於おける戦いで敗北の可能性を加か味みし、我々に突破口を残した。リジア十二貴族のうち、五人が討ち取られる大敗を喫きつした今、法王様に謁えつ見けんしその理由を報告する義務が生じる」

　そこまで聞いてカレンは状況を察した。聖都ガリアからリジア十二貴族は遠ざけられる政策が取られている。主権を軍部が占せん有ゆうした状況を維持する為ためだ。もしこれに反する行動を取れば、バルオロール元帥から目を付けられ、リジア十二貴族解体という可能性も孕はらんでいた。それは如い何かに現在のバルオロール元帥旗下のリジア軍が力を持ってしまったかを、如によ実じつに表していた。

　その為ため、現在リジア法王がいったいどういう状況下にあるのかすら、カレンたちは知る事が出来ない。だがリジアきっての智将の死を理由に、その法王との接せつ触しよくの機会が生まれたのだ。

「ナターシアとカレン。おまえたちの任務は法王様を守る我々にとっては最重要の任務となる。心して掛かれ」

　ベルゲンの言葉に、カレンは俯うつむいたままだった。しかしそんなカレンの態度を意いに介かいすことなくベルゲンは踵きびすを返す。

　その時、ゾラ港の壁の上に増設された物見台の上から、半はん鐘しようがけたたましく掻かき鳴ならされた。

「グラウスタンディアの国旗を掲かかげた船団がゾラに向かって侵攻中！」

　物見の兵からの報告に、ベルゲンは表情を変える事無く、

「そうか、来たか」

　と冷静に対応する。それに対しナターシアもまた落ち着き払った態度で、

「思ったよりも早いな」

　と呟つぶやくように言った。彼ら二人にとって、このゾラ港に向かうグラウスタンディアの船団の出現は予測の範囲内だったという事だろうか。驚おどろきを隠せないカレンに傍かたわらにいたルスタフが、声を放つ。

「カレン、出しゆつ立たつの用意は整えてある。表の港からでは危険だ。街の背はい後ごのゾラ山を隠おん密みつ裏りに越え聖都に向かってほしい」

　カレンはただ頷うなずき返し、すぐに出立の準備に掛かかった。持ち物は決して多くはない。また大編成で行くわけには行かない。カレンとナターシアは数人の部下を連れ、山越えをし、そこから途と中ちゆうラクダを買い求めて聖都ガリアを目指すルートになるだろう。

　そうしてカレンが自室で用意されていた荷物の確認を終えた頃ころ、ドアをノックする音が響き渡る。ハッとして返事をすると、入ってきたのは渦か中ちゆうの相手ナターシアであった。

「カレン、入るぞ」

　やはり取り澄すましたような視線を向けてくる。その態度にカレンは沸わき上がる怒りを押し込めながら、彼女に皮ひ肉にくを漏もらした。

「………よく平気であたしの前に現れる事が出来ますね……」

　ナターシア程ほどの人間がその意味に気付かない筈はずはないだろう。だがナターシアは、そんなカレンの言葉にもやはり表情一つ変えなかった。

　二人の間に沈ちん黙もくが垂たれ込こめる。

　そして幾いく何ばくかの時を置いてナターシアは静かに口を開いた。

「言い訳をするつもりはない。全ては私がグラウスタンディアの軍師の策に掛かったのが原因だ」

　初めて彼女の顔に感情と呼べるものが浮かんだようにカレンは感じた。その感情がどんなものなのかはわからない。だがナターシアがグラウスタンディアの軍師に対し、某なにがしかの強い感情を抱いている事だけはわかった。

「だが己を恥はずかしく思い、自みずからの行おこないをいくら悔くいても戦いくさには勝てない。己を責めて死んだ者が還かえって来るのならいくらでも私は自らを責める。己を恥じて戦いくさに勝てるのならいくらでも羞しゆう恥ちに身を焦こがす。しかしそんな奇き跡せきは起こる筈はずもない。我々はグラウスタンディアに勝ち、そして法王さまをお守りできるように尽じん力りよくする。だから私は全霊を以もつて戦う。迫りくるグラウスタンディアと、そして身の裡うちに巣食うバルオロール元帥と。そのどちらも平へい伏ふくさせ、元のリジアの国家体制に戻さねばならないのだ」

　静かにそう語るナターシア。全てが正論であり、カレンもまたその覚かく悟ごを固める為ために14年の月日を過ごしてきた。

「………どうして」

　だから悔くやしかった。

　自分の中に覚悟が固まっていない事が。私情を挟はさみ、その感情をナターシアにぶつけて誤ご魔ま化かそうとしている卑ひ小しような己が。言葉を重ねる度たびに自らの醜みにくさが露ろ呈ていしていく事が。

　悔くやしくて、耐たえられなくて、辛つらくて………カレンは膝ひざを突き声を上げて泣いた。

　憎しみを向けていたナターシアの前で憚はばかる事無く、涙をボロボロと流した。

「どうして、平気なんだ！　多くのリジア貴族を失って、大敗を喫きつして……なんでそんな堂々と立っていられるんだ……あたしは……あたしは、こんななのに……」

　彼女の様ように立っていたかった。如い何かなる苦境に於おいても冷静に、そして強く立ち続けていたかった。カレンにとってナターシアという存在は、自らが行くべき頂点の姿と言えた。

　最も憎い人間が、最も尊敬すべき人間だった。

　だからこそよりナターシアを憎んだのだ。そんなナターシアの策で祖母を失ったことに。それでもまるで動じていないかのような彼女の立たち居い振ふる舞まいに。

　ナターシアはやはり微び動どうだにせず、だがはっきりとカレンに語り掛ける。

「私について来い」

「……え？」

「カレン。おまえに私が伝えられる全てを受け渡す。スーサ家の家名に恥じない貴族として、このリジア宗旨国家を救うのだ。それは他でもない、ライラ様との約束でもある」

「おばあ様との……？」

「そうだ。だから憎むのならいくらでも私を憎むがいい。だが、カレンには私についてきて貰う。この国家を背負って立つ人間になって貰う」

　そう言ってナターシアはカレンに掌てのひらを差し出した。

「案ずるな。私について来い」

　崩くずれ落おちたカレンはただ呆ほうけたように、そのナターシアの顔を見つめた。

　ナターシアに対する私し怨えんはこの胸の裡うちからは決して消えない。だが自分がすべきことはわかっている。何をしなければならないか、理解している。

　その為ために今自分が越えねばならない事。それは自分自身。自らの感情に任せる、我わが儘ままで感情的な自分。このどうしようもない自じ我がの壁を越えなければ、己は祖母の遺い志しを継つぐ事など出来ない。

　だからカレンはナターシアの手は取らなかった。

　自らの足で立ち上がり、彼女の目をしっかりと見た。ナターシア・リブレリアからあらゆることを吸収し、そしてこのリジア宗旨国家を救う事。

　カレンは今、それをはっきりと自覚したのだった。




　グラウスタンディア皇国の国旗を掲かかげた４０２隻の船がリジア宗旨国家領ゾラ港を包囲した。突とつ如じよ現れた大船団にゾラ港に控ひかえるリジア軍はすぐさま、堅けん牢ろうな城壁に弓きゆう兵へいを配備させ、投石器の整備を進める。そして投石器より巨石が放はなたれた。が、錨いかりを降ろし海上に待機するグラウスタンディア船団まで投石は届かない。射しや程てい距離の外に船団を配備したからだ。

　そうしてリジア軍が次にどう動くかを確認する為ため、ユースティナは船の舳へ先さきからゾラを眺ながめた。すると隣となりに着つけた船からクロムが板を渡した橋を伝ってこっちの船にやって来る。

「クロムよ、このままではゾラ海軍が出てくるのではないのか？」

　そう聞くと彼は首を横に振りあっさりとした口調で答えた。

「いえ、それはないでしょう」

「なぜそう言い切れる？」

「だってこの前、グラウスタンディア軍に惨敗してリジア海軍は数を減らしている上に兵たちは疲ひ弊へいしているでしょう？　士気の低い状態で交戦することはしたくない筈はずです。しかも今、ゾラ港には多くのリジア陸軍も駐ちゆう留りゆうしている。この前の皇都攻略の為ために、ゾラはかなりの食しよく糧りようや資材を供出しなければならなかった。そう考えると、これから海上で一戦交える程ほどの体力は残っていないんですよ」

「ふむ、なるほど……」

「ゾラ側からすれば、この船団は全て兵士を積んだ帆はん船せんと勘かん違ちがいします。だが、積んでいるのは全て塩と麦……」

「資源が枯こ渇かつしているゾラにとっては、文字通り助け舟だな」

「ええ。現在ゾラは軍事政権が街の有力者たちを上回る権限を持っていますが、この資材を交渉材料に有力者たちを抱き込みます」

「そして軍事政権を壊すのか」

「その通り。今のゾラを統とう括かつするトップはリジア十二貴族とその直属の将校たち。これら幹部だけを打ち倒すことが出来れば……」

「ゾラに駐留するリジア軍をグラウスタンディアに抱き込むことが出来る……」

「正解です」

　現在ゾラ港に駐留していると考えられる兵士は、バハマ湖からの陸軍とゾラ陸海軍の合計20万弱。つまりゾラを陥かん落らくすれば、この多くの兵がグラウスタンディアのものとなるのである。皇都防衛の際、ダカット皇子の追つい撃げきを止めたのはこの為ためである。後あとから抱き込んで自軍の兵とする事を前提にしていたので、無駄にその数を減らしたくなかったのだ。

「さてと、その為ためにもちょっとした細工が必要なので、打ち合わせをしてきます」

　そう言うとクロムはユースティナの前から去って行ってしまった。そのあっさりとした様子にユースティナは言いようのないものを感じた。

　クロムの姿が視界から消えると、急に身体が熱くなる。

　そっと唇くちびるに手を当てる。あの時の感覚が蘇よみがえって、さらに身体が熱くなった。河沙フエイシヤ港の件以降、努つとめて平静を装よそおっているユースティナであったが、どうしてもあのことが頭から離れてくれない。クロムとはその後はずっと別の船だったので、ギクシャクしたりはせずに済すんだ。だが逆にそれがいけなかった部分もある。ゾラ落としの為ための事をあれこれ考えている時はまだいいのだが、ふと気を抜ぬくと、あの時の感覚が頭の中に蘇よみがえって、思わず赤面してしまう。だいたいが就しゆう寝しん前だったり一人で考え事をしている時であったからよかったが、人に見られていたら羞しゆう恥ちのあまり立ち直れる気がしない。

（……いつから私はこんな不ふ埒らちな女になってしまったのだ）

　自分を律しながら、気を引き締めた。

「ユースティナ様、お身体の調子が悪いですか？」

　声を掛けてきたフィフニスに、ユースティナはドキッとさせられて硬直する。

「………フィフニスか。急に声を掛けるからびっくりしたぞ」

　するとフィフニスはキョトンとしながら、

「いえ、先ほどから声を掛けていたのですが……その……ユースティナ様が唇を押さえてずっと考え込んでいたもので……やはりアレが忘れられないのかな、とも思ったのですが、お風邪かぜを召めされていたらとも心配で……」

「ア、ア、アレとは何事だ!?」

「あ、いえ、その……」

　とフィフニスは何を思い出したのか顔を赤らめる。顔を赤くしたいのはこっちの方だと思いながら平静な口調を作って受け答えをした。

「とにかくフィフニスが思っているような事ではない。これからの事を考えているだけなのだ」

「これからですか……へへ……はいそうですね」

　とまた顔を赤らめる。

「……フィフニス、今、別の事を考えたろ」

「あ、あ、いえ、とんでもない！　結婚式の事とか子供の数とか、そんなことユースティナ様が考えてるなんて思ってません！」

　そんな事を思っていたのか、と思わず脱力した。聊いささかフィフニスは妄想癖へきが強い事は以前の経験からも十分にわかっていたが、この前の事がきっかけでそれに拍はく車しやをかけてしまった可能性がある。薪たきぎをくべるどころか油を注ぐようなものだ。

　それ以上は取り合わず、その後のクロムを交えた打ち合わせへと赴おもむくことにした。打ち合わせではいつも通り軍師であるクロムがその場を取り仕切る。並ならぶ顔ぶれはクロムの隣にリュリュ。そして皇国七聖であるファウラ。フィフニス隊からは副隊長のダグラスとルービルも来ている。

「では大まかにこれからの予定を話します。まずゾラ港の有力者に対してこちらからは既すでに皇国七聖の一人イリヤ・オースターが内部に潜入しております。彼女と接触する為ため、隠おん密みつ裏りに僕ぼくとリュリュ、それからファウラ、フィフニス、それからダグラスさんにも同行してもらいます。当然、街の有力者を動かして貰もらう為ためには、ユースティナ様の協力が必要になりますので」

「……うむ、わかっておる」

「ルービルさんは船上に残ってもらい、ある事をやってもらいます」

「なんだ？」

「はい、ではその辺も詳くわしく……」

　クロムの事細かな説明が始まり、状じよう況きようの確認が行われて行った。




　日が暮れるのを待ち、夜の帳とばりが掛かった頃。船団の陰かげを一艘そうの小型船が北へと向かい夜陰の海を滑すべった。ゾラというのは現地の言葉で月の意である。つまりゾラ港とは『月の港』という事だ。その名の通り、夜の海は月の明かりが煌こう々こうと降り注そそぎ松明たいまつなど持たずとも渡ることが出来た。これは大いに助かる。こちらが光こう源げんを持っているだけで視し認にん性せいが高くなり、ゾラの兵に見つかる可能性が増大するが、月明かりの下ならば隠密裏に動き易やすい。しかしこちらの見通しがいいという事は、あちらからも見えている可能性は十分にある。

　なのでゾラ港を大きく迂う回かいするように北へと回り、ゾラの街の背を守る山の向こう側へと船を着けた。船を固定すると、まずクロムとダグラス、リュリュが降り立つ。その後にフィフニス、ファウラが続き、最後にユースティナが下船した。泳いで渡ってきたモモは少し離はなれたところで身体をブルブルと振ふるい海水を飛ばしている。

　この六名により、これからゾラ港を治める有力者との接触を計はかり、調ちよう略りやくの談だん合ごうを持つ。

　クロムたちは衣服の上からマントを羽織り、隊商キヤラバンの体を装よそおいながらゾラの街へと向かった。ゾラの表は長大な壁が守っているが、その背は港の名前ともなっているゾラ山が聳そびえたっている。山道が存在するがあまりに険しい為ため、隊商キヤラバンや兵といえども、みな海を渡り港の側からゾラに入る事が多い。この表の壁と背後の山が、ゾラを鉄壁の要よう害がいと知らしめ、30万以上の兵を以もつてしか落とす事が敵かなわぬと言わしめている。

　岩肌が剥むき出した急きゆう勾こう配ばいの山道を六人は慎しん重ちように進んでいく。山道は狭せまく、人が一人通るのがやっとの道みち幅はば。足を踏み外せば急きゆう峻しゆんな崖がけから真っ逆さまに落下することになる。

　身のこなしの軽いファウラや、山で生活していたリュリュはどうということなくピョンピョンと先へ進んでいく。フィフニス、ダグラスに関しても流石さすがは軍人と言った所か、荷を背にしながらも安定した速度で先へと進んでいった。モモに関しては言うまでもない。

　ただユースティナのみがこういった山間の隘あい路ろに馴なれていない為ため、不安そうに少しずつ進んでいく。

「ユースティナ様、どうぞ」

　そんな彼女に手を差し伸べるのだが、彼女はすぐに俯うつむいて顔を赤くしてしまう。先日のあの事が頭の中にある事は流石さすがのクロムにも察しが付く。皇女である前に、まだ16の箱入り娘なのだ。あれくらいの事でも恥ずかしい年頃なのだろう。

　大急ぎの強行軍をするつもりはなかったので、安全を第一に考えながら進んでいく。

　岩石ばかりのゾラ山は標高として左さ程ほど高い山とは言えない。とはいえ、傾けい斜しやのきつい山道は昔から難所と呼ばれているだけの事はある。登りの方はまだいいのだが、下りに差し掛かると危険度が一気に増すのだ。疲つかれた身体で集中力が切れている時などは滑かつ落らくして命を失いかねないような山道なのである。

　そんな山中を進む二日目の事。昨日と変わらず、元気なファウラとリュリュに、安定しているフィフニスとダグラスだったが、やはりユースティナには疲れが出ているのが見て取れた。元々皇女である彼女が体力勝負な山越えなど、普ふ通つうはしないのが当然なのである。

　足元が覚おぼ束つかなくなってきた彼女は、見るからに危険である事は確かだった。そしてクロムが感じた事はすぐに現実となった。

「……あ」

　ユースティナが足元を踏み外はずしたのである。そうなる事を想定して彼女の背後にいたクロムはすぐにユースティナの身を受け止める。後あと、半歩クロムが受け止めるのが遅かったら、そのまま崖下まで滑かつ落らくしていただろう。それを認にん識しきしたのかユースティナは顔を真っ青にして、クロムの腕の中で震ふるえた。

　想定内の事にクロムの方は全く焦あせりはない。

「リュリュ、悪いがモモをこちらへ」

「うん」

　リュリュは快かい活かつに答えるとモモがクロムの下へやって来る。

「ユースティナ様、下りは危険なので、モモに乗って行って下さい」

　するとユースティナは申し訳なさそうに俯うつむく。

「………すまんな、クロム。私が変な意地を張ってしまって」

「反省しているのなら、これ以上お説教はしませんよ」

「……おまえは口が悪いな」

「それが取とり柄えですので」

　悪あく態たいを吐ついて多少なりとも彼女には気を楽にして貰もらいたかった。そもそも無理を言って皇女に登山をさせているのだ。謝るのはこちらの方だ、とすら思う。だがユースティナにはこちらが無理を強しいているとは感じていないようだ。本来なら、『こんな所を皇族に登らす気か』と憤ふん慨がいしてもいいのだから。

　そんなユースティナは立ち上がりかけた所で痛みに顔を歪ゆがめた。よく見ると彼女の足首が腫はれている。

「落ちかけた時に挫くじきましたね。ちょっとだけ我が慢まんしてください。放っておくと大変な事になるんで」

「……う、うむ」

　不安そうな顔をするユースティナの足首を掴つかむと、挫くじいた足を検分する。

「これでは歩けないでしょうね、じゃあ……」

　クロムは屈かがむとその腕にユースティナを抱き上げる。さすがに自分の足でモモに乗る事は難しいだろう。途と端たんに彼女はアワアワしながら、

「ク、クロムよ、これは流石さすがに恥ずかしい。降ろせ」

　とジタバタする。

「素直に従したがって下さい」

　そう言いながらクロムはユースティナを先ほど呼んだモモの背に乗せる。モモは「ハン」とか「フン」とか鼻息を鳴らしながらユースティナを背に進み始めた。乗馬の経験があるユースティナなら問題はないだろう。モモの背は、それ程ほど乗馬との差はない。

　そうして岩山を進み続けた時、前方から幾いく人にんかの人間が登って来る気配に、クロムが足を止めた。

「誰だれか来ますね……この山道は現在誰も使っていない筈はずだったんですが……」

　とはいえクロムも誰かと遭そう遇ぐうする可能性がゼロだとは思ってはいない。その為ために、隊商キヤラバンの体ていを装よそおってきた。傍かたわらにいたフィフニスは小首を傾かしげながらその方向に目をやった。

「誰でしょう？」

「こんな悪あく路ろをわざわざ選んで来る人間だ。おそらくあちら側も隠おん密みつ行動の人間……と取る方がいいかもしれない。だとすれば、ユースティナ様を隠した方がいい。リュリュ、ユースティナ様をどこかに」

「わかった」

　言うと同時にリュリュはモモの背に乗ると、「上に行くよ」と声を掛ける。するとモモはあっという間に岩と岩の間を飛んで暗闇の中に消えて行った。

　残ったクロムたちもすぐにフードを目ま深ぶかに被かぶる。

　するとダグラスが歩み出て声を潜ひそめた。

「ここはリジア人の俺おれが対応する。おまえたちは顔を出だすな」

　と言って先頭に立った。そうこうしているうちに前方から十人前後の旅装束をした一団が現れる。何気なく通り過ぎてくれることを願っていると、最前に立った一人の兵士らしき男がダグラスに声を掛けた。

「商人か？　こんな所を通るとは珍めずらしいな」

　ダグラスは至いたって平静な声こわ色いろで返す。

「大切な商談があって急いでいたのですが、港の方が封ふう鎖さ状態で仕方なく我々だけでもゾラに向かおうという事になりまして……」

「そうか。難なん儀ぎであったな」

「いえ、商売の為ためには仕方ありません」

　と言って頭を下げる。その兵はフードの下に覗のぞくダグラスの顔がリジア人顔である事を確認するとそのまま通り過ぎようとする。しかしその後ろに控ひかえていた者が緊迫した声を放った。

「………貴様……その声はダグラスではないか？」

　その発言に全員がギョッとした。何より、クロムは彼女の声に聞き覚えがあった。

　こんなところで鉢はち合あわせるとは、と内心苦い気持ちになり顔を顰しかめる。

「顔を見せろ」

　全員に緊きん張ちようが走った。戦せん闘とうになるかもしれない、という覚悟は固まっていた。だがギリギリまで騙だまし通とおすために誰も剣けんの柄つかに手は掛けない。

　ダグラスはゆっくりとフードを取る。それを見た女性は、透すかさず剣の柄つかに手を掛けた。

「やはりッ！　貴様、ここで何をしている！」

　そう言って剣を抜き放つと同時に、彼女の被かぶっていたフードからその顔が覗のぞいた。

　ナターシア・リブレリア。

　リジア十二貴族の一人だ。

　咄とつ嗟さにクロムは前へと歩み出ると同時に大だい音おん声じようを放った。

「待てっ!!」

　気き迫はくの籠こもった声にナターシアの身体が一いつ瞬しゆん止まる。だが次の瞬しゆん間かん、それを上回る闘志を漲みなぎらせ、彼女はクロム目がけて剣を叩きつけた。

「クロム・ジャレットォォォ！」

　クロムは瞬しゆん時じの判断で山やま刀がたなを抜き放つ。同時にナターシアの渾こん身しんの一いち撃げきが垂すい直ちよくに叩き落とされた。

　ギィィィィィィィンッ！　と壮絶な金属音が山中に鳴り響き、そして両者の剣が柄つかの部分で折れ、宙を舞い、そして地面に突き刺さった。

　即座にクロムはもう一方の山刀を抜き放つと、ナターシアへと突きつける。

　彼女は息を呑のみ、その場で静止した。

「ナターシア。ここは引いて欲ほしい」

「…………引けると思うか？」

「思わない。だが、君たちがこうしてこの山を越えているって事は、隠密行動なのだろう？　僕らと戦って疲ひ弊へいしてはならない任務を負っている筈はずだ」

　彼女は何も言わなかった。しかしそれが返答であるとクロムは理解し、話を続ける。

「ここはお互たがい、何も見なかった事にしないか？」

「そういう訳わけにはいかない。貴様が何をする為ためにこの山を越えているかくらいはバカでも察しが付くからな」

「だろうね」

　皮肉な笑いを浮かべながら、それでもクロムは弁べん舌ぜつを止めない。

「だが、それを君たちが止めようというのなら、僕らは全力で応戦させてもらう。そちらの方が人数は多いが、こちらも十分実戦経験のある戦士たちが揃そろっている。ただで負けるつもりはない。何より君たちは、僕なんかに構っているような余よ裕ゆうはなさそうに思うけどね」

　実際に斬り合えば、どちらも人数を削けずる事になるのは明白だった。そしてここで人数を減らしてしまう事をどちらもが倦けん厭えんしている事もわかっていた。

「………何な故ぜそう思う？」

「持ち物と歩行速度、そして人数だ。持ち物は最小限まで軽くしているが、その全身を覆おおう装しよう束ぞくを着ている所を見れば、東リジアの砂さ漠ばくを越えるつもりである事はわかる。しかも今の進行速度だと、今夜中に山を越えようとしていたんじゃないかな？　その上、その少数精せい鋭えいでの行動という事は、他ほかの人間に目立たないようにしなくてはならない。それらを総合すると、隠密裏に早さつ急きゆうにしなければならない重要な任務がある、という事くらいは想像がつく。まあ、それが何なのかまではわからないけどね」

　静せい寂じやくと緊張の空気が両者の間に流れる。どちらも既すでに剣の柄つかに手を当て、クロムかナターシアが号令を放てば即座に斬り合いが始まる緊張を孕はらんでいた。

　どれ程ほどの沈黙の時が流れたか。

　ナターシアがその場に柄つかだけとなった剣を捨てた。

「相あいわかった……おまえたちを見逃す。唯ゆい一いつ神しんリジェルの名に誓ちかって」

「では僕らもあなた方を見み逃のがしましょう。精霊神シオンの名に誓って」

　ニヤリと笑うクロムに、ナターシアはピクリとも表情を動かさない。ただ彼女は手振りで連れの兵たちに手出しをするなと伝え、そのまま歩き出した。

　彼かれらがクロムたちの隣を過ぎていく。その間も誰だれ一人ひとり、一瞬たりとも緊張の糸を緩ゆるめなかった。そして全すべてのリジア兵が通り過ぎた時、クロムの後方からナターシアの声がポツリと耳に届いた。

「……ゾラを落とすつもりか？」

「……ご想像にお任せします」

「簡単に行くと思うな」

「それはそれは、ご心配痛み入ります」

「……精せい々ぜい……私がおまえを殺すまで生き延のびる事だな」

「心に留とめておきましょう」

　そこで会話は途と切ぎれた。クロムたちはナターシアたちの気配が消えるまで、その場で動けずにいた。

　漸ようやく彼女らの気配が消えた頃、岩を伝ってモモに乗ったリュリュとユースティナが現れる。リュリュはモモから飛び降りるとクロムに駆け寄る。

「クロム！」

「よく我慢したリュリュ」

「簡単に殺してはいけない。覚おぼえた」

「そうだ」

　彼女の頭を撫なでながら、ふとクロムは折れた山刀の片方に視線を落とした。ユースティナもモモから降りると、折れた山刀の刃はを手に取った。

　ユースティナから下か賜しされ、長く使い続けてきた山刀。形あるものはいずれ壊こわれる事はわかっている。だが、それでも長く使い続けて来た物が形を変えてしまう事には、やはり寂しさを覚える。

「ウルさんが来てくれたら、また直してもらいましょう」

「そうだな」

　皇国七聖の一人、鍛冶屋かじやウル・マッカラン。彼はグラウスタンディアの山奥にある自みずからの工房で家族や弟で子したちと暮らしている。ユースティナからの招しよう集しゆうの報は既すでに彼の下に届いている筈はずだ。もし彼が無事合流してくれれば、きっと打ち直してくれるだろう。

　そう思いながらも、未いまだに何の報もない事に僅わずかな心配が過よぎった。




　ゆっくりとゾラ山を下って行くと急に視界が開けた。その先には山と壁かべに守られる巨きよ大だいな都市ゾラが眼がん下かにあった。吹き抜ける風には、磯いその香かおりが混じっている。海に面しているにも拘かかわらず湿度による不快感はない。リジアの乾燥した気候と、海かい浜ひんの特有の湿度が調和した街だった。

　ちょうど街に着いた頃、ゾラ山の山頂から狼煙のろしが上がるのが見えた。

（まあ、当然といえば当然か……）

　と思いながらクロムはその狼煙のろしを見上げた。ナターシアがゾラにいる別のリジア十二貴族に伝える為ための物だろう。あの狼煙のろしにどういった意味があるかまではわからない。だが、おそらく緊急事態である事を知らせる為ための物である事は明白だった。

　ゾラの街に入ると、ファウラの指示に従い進んだ。嘗かつて偵てい察さつをして貰もらっていたこの街を彼女はよく知っている。そしてダグラスもまたこの街で海軍兵をしていた事から、街の構造については詳しかった。

「懐なつかしいな……だが以前より活気がない」

　見回しながらそう言うダグラスに、クロムが答えた。

「まあ、この前のシオニアとの戦いで、食糧や資材をかなり供出したからでしょう。経済的にもかなりの負担が大きかったんだと思います」

　クロムの言う通り、街の方々では家を無くした者や、襤褸ぼろを纏まとった者を見かけた。

　そうして彼らがやってきたのは、ゾラの街の南側に位置する異国人が集まって住む共同租そ界かいだった。移民や流民が多く暮らすこの街に、ある人物を訪たずねたのだ。

　ファウラが迷うことなく、ある借しやく家やまでやって来ると扉をノックした。

　すると中から盛大で伸びのある声が轟とどろいた。

「我わが屋や敷しきを訪おとずれるとは、如何いかがな者であるか!?」

　仰ぎよう々ぎようしい言葉遣づかいながら透すき通とおるような女性の声。それに対し、

「あったしだっよー、ファウラだよー！」

「よかろう！　入れっ！」

　その様子にダグラスが眉み間けんに皺しわを寄せてフィフニスに問い返した。

「だ、誰がいるんだ？」

「さ、さあ？」

　扉がゆっくりと開かれると、そこにはさほど広くはない部屋の中に一人の女性が腕うでを組み仁に王おう立だちで構えていた。堂々たる立ち姿、張はりのある声は途と轍てつもない威い厳げんを漂わせていた。

　煌きらびやかな衣装を身に纏まとい、中性的な空気を醸かもし出す彼女は、テーブルの上にあったワイングラスを手に取ると鼻の前で燻くゆらせる。

「久方ぶりね、クロム・ジャレット。とうとう私の劇団に入る事を決めたのかしら？」

「いえ、その気は毛頭ないのですが、イリヤさん」

　その名を聞いたフィフニスがハッとする。

「イ、イリヤさんって、もしかして皇国七聖のイリヤ・オースターさんですか!?」

「左様、我が名はイリヤ・オースター！　サインが欲しいのかしら！　それとも握手をして欲しいのかしら、小娘よっ！」

　妙みように芝居がかった口調のイリヤに、フィフニスは緊張の面おも持もちで右手を差し出す。

「え、えっと、じゃあ、握手、お願いします！」

「よかろう！」

　そう言ってイリヤはフィフニスの前まで徐おもむろに歩み出て握手をする。

「いい、俳優になりなさい」

「は、はい、頑張ります！」

　がんばってどうする、と思いながらクロムは話を元に戻もどす。

「イリヤさん、相変わらず声が大きいですね」

「俳優なら当たり前の事。腹から声を出しているからね。観客席の一番後ろまで届かないと、お客さんが困っちゃうじゃない」

「いや、今は観客とかいないんで……ところで、根回しの方はどうなってますか？」

「根回し……だと？」

「……え、ちょっと、やってますよね？」

「ふっ、私を誰だと思っているのかしら？　俳優、イリヤ・オースターよ！」







[image: ]







「知ってます。二度も言わなくていいですから」

「既すでに潜入は完かん璧ぺき。このゾラの政治を取り仕切る政務官グレゴ・フィリップとのコネクションは完璧に作り上げているわっ！」

「さすがです。では早さつ速そくですが、そのグレゴさんと会談の場を設もうけて欲しいのですが」

「ふふ、私に指示を出すとは、演出家気取りのようね。だが、いいわ。やってあげる。その代かわり、あなたが私の劇団に入るというのならね！」

「入りません」

「なにぃっ!?　どうしてっ？　俳優イリヤ・オースターが名指しでクロムを指名しているというのに！」

「いや、自分、今、グラウスタンディアの軍師なんで、これ以上肩かた書がきを増やすのは……」

「ほう、私があれだけ発声方法や演技指導をしてあげた恩を忘れるとは……」

「あれはイリヤさんが勝手に指導してきて僕が付き合っただけでしょう」

「言うようになったわね……いいわ。あなたの話に乗ってあげましょう。話を付けて来てあげるわ」

　言い放つと同時に膝ひざを曲げたプリエのポーズから鮮やかにターンを決めて踵きびすを返すと、イリヤは借家を出て行ってしまった。無む駄だに洗練された無駄のない無駄な動きであった。

　それを見ていたフィフニスが目を丸くしながら溜ため息いきを吐ついた。

「嵐みたいな方ですね」

「う～ん、まあ個性的というかなんというか……まあでも有能な俳優ではあるよ」

「ですか……」

　まだいなくなったイリヤの勢いに飲まれている感があるフィフニス。まあ、初対面の人はだいたいこういった反応をする。かくいうユースティナも初めて見た時は彼女の勢いに飲まれていた。

　そんなユースティナはクロムの前までやって来るとこれからの事を確かく認にんした。

「さて、この後はその政務官と会談というわけか」

「ええ、その際ですがユースティナ様。何が起こるか解わかりません。ここは影武者を立てる方向にしたいのですが？」

「影武者？」

「ええ、会談がうまく行かなかった場合、またはうまく行っても反発する者がいる場合、最初に命を狙われるのはやはりユースティナ様です。なので、とりあえずフィフニスと服を交こう換かんして騎き士しのふりをしてください」

　事実上のゾラ港明け渡しを交渉するのに、敵陣地まで入ってきた。これを以もつてしても、危険極まりない交渉だが、こちら側は皇女の来訪を含ふくめた誠意を見せねばならない。

　だがその為ためのリスクはでき得うる限り減らす必要があった。

「じゃあ、フィフニス。君の服をユースティナ様に。フィフニスは持ってきたこのドレスを」

「え、あ、はい。わかりました」

　そういったわけで翌日、イリヤが迎むかえに来るまでの間に支し度たくを行おこなっていく。別室で二人が着替えを済すませると、騎士姿のユースティナが、そして皇女のドレスに身を包つつんだフィフニスが出てくる。

「クロムよ、この騎士団の制服……サイズが少しきつい気がするな……」

「あ、あの、このドレス、やや胸の辺りがブカブカなのですが……」

　身長はだいたい同じだが互いの体格の差は否いなめない。残念ながら生活習慣が違ちがうのだ。発はつ達たつ具合が違うのも仕方のないことである。

「えっと、リュリュ、ユースティナ様の後ろの紐ひもを緩ゆるめてあげて」

「うん」

「それからファウラ、イリヤさんの衣装の中に胸のパットがある筈はずだから、それ出してきて」

「ほーい」

　という事で微調整を加えていく。年長者であるダグラスだけが居い心ごこ地ち悪そうにしていた。そうこうしているうちに、家の前が騒さわがしくなる。どうやらイリヤが手配した馬車がやってきたようだ。周りの住民が見物に出てくる前に、手早く二人を乗せると政務官のいる邸てい宅たくへと向かうことにした。

　ふと馬車の椅い子すに座りモロコシの粉を薄うすく焼いた物をモチモチと食べているリュリュに目が行く。

「リュリュ、モモは？」

「置いてく。連れてきた方がよかった？」

「いや、そうじゃないんだが、遠く離れてても問題ないのかい？」

「呼べばくる。それが異界かこちらの世界かの差。そんなに関係ない」

　そういうものか、とクロムはなんとなく納なつ得とくした。いつも一いつ緒しよにいる様子だったので、連れて行くかとも思った。だが、モモのような巨大な山犬はやはり目につく。どうしようかと思っていたが、リュリュの方が気を遣つかってくれたらしい。

　馬車はゾラの街並みを走り抜ける。方々には炊たき出だしを待つ、家のない者たちが散さん見けんされた。あの皇都襲撃は予想以上にゾラ港の経済を圧あつ迫ぱくしているようである。

「ひどいな……これは……」

　窓からその様子を見たユースティナが呟つぶやくようにそう言った。皇女という立場ならばこのような光景に胸を痛めてはならない。国を統すべる者は国民の不幸に気を咎とがめていれば、大たい局きよくを見る事が出来なくなる。それは最終的に国こく益えきを損失する要よう因いんとなり、そのつけは国民に回って来る。

　だからこそ国民の苦しみの様子を見たら、そこから後どれだけ絞しぼれるかを計る。どこまでなら暴動に発展しないかを見極める。それが皇たる者の眼なのだ。

　彼かの女じよはこの光景に胸を痛めても尚なお、大局を見失わずにいられるだろうか。そんな事を考えながらクロムは彼女の寂さみしそうな横顔を見つめた。

　そうして政務官が住まう屋敷まで到とう着ちやくすると、門を潜くぐり中へと入っていく。広い庭園は質素ながらもよく整備されている。入り口に横付けされた馬車から、先にクロムたちが降り、皇女の格好をしたフィフニスを降ろす。最後に騎士のユースティナが降りた。入り口の前には先に来ていたイリヤが淑しゆく女じよ然ぜんとした表情で出迎える。

「ようやくいらしたのですね」

　淑しとやかな口調はまるで別人である。彼女の女優状態を知らぬ者は一様に「誰だ！」と度ど肝きもを抜かれる。

　その隣となりにはリジア人特有の彫りの深い顔立ちをした中年男性が立っていた。恐おそらく彼が政務官グレゴ・フィリップであろう。

　彼は歩み出るとこちらに対しゾラ式の礼をする。ゾラは元は独立都市であったが50年前にリジアに征服され、現在は衛星都市として発展している。

　それ故ゆえ、未いまだに当時の文化が色濃く残っているのである。

「ようこそおいでになりました、ユースティナ皇女。この都市の政事を仕切る政務官グレゴ・フィリップでございます。どうぞ、中へ」

　彼はフィフニスを先導し屋敷の中へと入って行った。その間フィフニスは一言も発しない。言葉遣づかいでばれるのは明白だったからだ。

　そうして奥の間に通されると、フィフニスからソファに腰こしかけ、後ろにユースティナが護衛するように立つ。中々様になっている。その隣に近きん侍じの様にクロムとリュリュが立つと、向かいにグレゴが座すわった。

「ユースティナ皇女、わざわざ危険を冒おかされてまで、このような場所に出向いていただいた事には感かん服ぷくいたします。して、どのようなお話があってこのような？」

　彼女に話をふるが、そこはクロムが間を取り持つように話をしだす。

「この度たびの皇女の来訪は、グレゴ殿どのに折り入ってお願いしたいことがあっての事でございます」

「ほう、それは表の船団と関係がございますな」

　察しのいいグレゴは、交渉役のクロムに、為い政せい者しやらしい値ね踏ぶみをするような視線を向けた。

「左さ様ようです。実はこのゾラにグラウスタンディアを幇ほう助じよしていただきたいと思いまして」

「……ほう、それはつまりグラウスタンディアの傘さん下かに入れと……」

「端たん的てきに言えばそうなります」

「それで大船団での脅おどしというわけですか……しかしゾラは一度守りに入れば、決して落ちる事のない不落の都市。あの数の船団で落とすことは不可能ですぞ」

「はい存ぞんじております。何よりあの船団に兵力は殆ほとんどおりません」

　グレゴは首を捻ひねり訝いぶかしげな顔をする。

「兵力はいない？　ではあれは……」

「全て麦と塩でございます。現在のゾラ港の窮きゆう状じようを察し、開城の暁あかつきには麦４００隻、塩２隻をゾラに寄付させていただきます」

　そこで彼は状況を察し鷹おう揚ように頷うなずいた。

「………なるほど、調ちよう略りやくですか。確かにそれは魅み力りよく的てきな提案かもしれません。先日の戦でゾラはリジアからの要よう請せいで庫の大部分を失ってしまった。それで勝っていれば、まだどうにかなっていたかもしれませんが、負けた今はこの有あり様さま。確かに開城するだけの魅力的な交換条件です。だが………」

　言葉を濁にごすグレゴにクロムはさらに次の条件を投げかける。

「勿もち論ろん、我々からゾラに対し提供できるのは、それだけではありません」

「……まだ何かあるのですか？」

「はい、むしろこれが重要となりましょう。我々グラウスタンディアはゾラに対し宗教の自由を提示いたします」

「……そ、それは……」

　グレゴは目を見開いた。現在ゾラはリジアに平へい伏ふくしている為ために、リジェル教に改かい宗しゆうされている。だが50年前、リジアに屈くつする前には別の神を崇あがめていたのだ。

「ゾディアス信仰を未だに隠かくれて崇拝している人間は、まだこの街には多くいる筈はずです。少なからず、先ほどグレゴ殿がゾディアスの礼をされている所を見れば」

　彼は俯うつむき小さく息を吐ついた。

「………左様。私はゾラの政務官であると同時に、ゾディアス信仰の司教。フィリップ家は代々ゾラに於おける政まつりと宗教を取り仕切ってまいりました。現在もこうして政務官を務めさせて貰もらえるのは、私が嘗かつて司教であったからに他なりません」

　なる程ほどとクロムは納得した。ゾラに住む民を懐かい柔じゆうしようとするのなら、司教であるフィリップ家を取り潰つぶすよりも、政務官の椅子を用意した方が人心を得えられる。今までこれ程ほどの窮きゆう状じように陥おちいりながらも、ゾラの中で反乱が起こらなかったのは、ゾラの民の心の支えとなっている彼がいたからなのだろう。

　だとすると、ゾラの民にとってリジアの掲かかげる宗教はかなり精神に対し抑よく圧あつを与あたえていると言える。

　リジアが示すリジェル教は他の神を崇あがめる事を厳しく禁じている。リジア領となったゾラに於おいてもそれは同じで、見つかれば極刑も在あり得うるのである。

「グレゴ殿、これだけは言っておきます。長くこの状態を放置すれば、いずれゾディアスの教えも存在も人々の記き憶おくから消えて行きます。それは確定された未来です。現に数百年前にはこのネイレシア大陸にはもっと多くの神がいたとされています。その遺跡なども多く残っている。だがそれらの神は全て戦いくさに負け、そして長い年月の間に人々の記憶からも消えて行った」

「し、しかし、我々は決して忘れるような事は……」

　小さく狼狽うろたえるような素そ振ぶりを見せるグレゴに、クロムは確信的に言い放った。

「忘れます。これは人の責任ではなく、生き残った神々による所しよ業ぎようなのです」

「生き残った……神々？」

「そう、現在ネイレシア大陸に残る神々が年月を使って人々の記憶から、以前の神を削そぎ取っていく。どんなにうまく隠れて信仰していようと、必ず消えて行く。そのようにできている。それを止める方法は一つしかありません。この世界の神を全て統一し、そして最後に残った神は天に帰ります。この大陸から神が消え概がい念ねんのみとなった時、その束そく縛ばくから解き放たれる」

　初めて聞く内容にグレゴは震えるようにしながら狼ろう狽ばいした。

「そ、そんな事をあなたはどこから……」

「人の理ことわりとは違う場所に生きる者から、とだけ言っておきます。私自身は証明できません。だがグレゴ殿は判わかっていると思います。世代が交代するたびに、ゾディアス神を認識できない者が出てきている事に」

　グレゴはその言葉に反応するように奥歯を噛かみながら俯うつむいた。記憶から少しずつ消えて行く神の存在を彼は認識しているに違いない。少なくとも彼にとって実感としてあるはずだ。

「………どうすればいい？」

　彼は未いまだクロムを怪しむ姿勢は変えなかったが、それでも助けを求めるように問うた。

「グラウスタンディアについてください。そうすれば少なからず、皆みなさんの記憶から消える事を防ぐ方法もお教えできます。その上で、でき得うる限り早くこの世界の神々が全て統一されるよう尽じん力りよくする……それしかありません」

「それはつまり、グラウスタンディアとリジアのみの戦争では収まらなくなる、という事か？」

「そうです。既すでに各国が水面下で動き始めています。それは誰かが止められるものではありません。そうなるように、生き残った神々が仕向けている。だから我々にできるのは、できる限り早さつ急きゆうに最小の被害でこのネイレシア大陸で起こる戦争を終わらせる事」

　するとグレゴは何を思ってか歯噛みをしテーブルの上に目を落とした。

「だが――それは出来ん！」

　口くち惜おしそうに歪ゆがませた顔を背そむける。

「何な故ぜできないのです？」

「……今のゾラ港には……リジア十二貴族が駐留している」

　彼がそう言った意味をクロムは正しく理解した。現在のゾラに駐留する軍部を取り仕切っているのはリジア十二貴族。喩たとえ政務官であるグレゴと和解したとしても、リジア十二貴族がゾラ軍を動かせばこちらに勝ち目はない。少なくともグレゴを始めとした政治を司つかさどる政務官たちが、彼ら軍部の傀かい儡らいとなっていた事実は変わらない。

「つまり、リジア十二貴族とそれに連つらなる軍部の人間を追いだせば、問題はないという事ですね？」

　あっさりとそう言ってのけるクロムに、グレゴは放心したように見上げた。

「そ、それはそうだが……」

「わかりました。では、追い出しましょう、その邪魔なリジア十二貴族を……」

　そう言い放ったクロムにグレゴは目を見開き言葉を継つげず息を呑のんだ。




　クロムたちは政務官グレゴの屋敷に留とどまりながら、軍部を掌しよう握あくするリジア十二貴族とその直属の士官追い出しの為ための策を打ち合わせる事になった。

「まずユースティナ様とフィフニスはこのまま、グレゴさんの屋敷に待機していて欲しい。何かあった場合、外に出る事は危険になる可能性が高い」

「わかりました」

「うむ」

「それからイリヤさんもユースティナ様に付いて警護をお願いします」

「ふふふ、任せておいて」

「何かあった時には連絡役に……ファウラ、君の所の小こ鼠ねずみは借りられるかい？」

　するとイリヤはチッチッと人差し指を立てた。

「いらないわ、緊急事態には私の見事な発声がゾラの街に木魂こだまするから。緊急事態の場合は風の神の発声で対応するわ」

「あー…………やっぱりファウラの小鼠を用意しておいて」

「私の声が届かないとでも言うの？　俳優の発声は神々に向かって放たれるのよ！」

「いや、ちゃんと僕ぼくらに向かって放ってください。何より幾いく重えにも連絡手段はあった方がいい。そういう訳でファウラ」

「あいよー。んじゃ、パコをユースティナ様に貸しておくね」

「う、うむ」

　ファウラの服の中から飛び出てきた小鼠のパコがちゅるちゅる鳴きながら、ユースティナの肩に乗っかる。ユースティナの方はおっかなビックリな顔をしながら、そんな小鼠を見ていた。クロムはそれを確認すると、話を元に戻した。

「それからファウラは一緒にゾラ軍の駐屯所に行ってもらう。幾いくつか仕し掛かけをしないといけないからね」

「あいよ」

「ダグラスさんはユースティナ様とフィフニスを守ってください。もしもの事があってはいけないので」

「ああ、任せておけ」

　そこまで言うとリュリュが自分は何かすることはないのかと目で訴うつたえてきた。

「リュリュも僕と来てもらう。リジア十二貴族を捕とらえないといけないからね。ガジェルがいないのは少しばかり計算外だったが、どうにかするしかないだろう。とにかく僕らの目標はリジア十二貴族であるベルゲン・アディクとルスタフ・タギー。そしてその下に就つく７人の将軍職の人間の合計９人を追い詰める事だ」

　するとファウラが「はいはい！」と手を挙あげる。

「なんだい？」

「どうにかするって言うけど、どうすんの？　まさか駐ちゆう屯とん地ちに突っ込んでくわけじゃないよね？」

「ああ、勿もち論ろんそんな危険な事はしない。こちらからあちらの陣地に入るのは危険だからね」

「っていうと？」

「あっちから出てきてもらう」

「おおっと？」

　首を捻ひねるファウラにクロムは細こまかい説明を施ほどこして行った。一番大変なのはクロムと共に来る彼女であるのは確かだったからだ。




　クロムとリュリュ、そしてファウラが闇夜の中を直ひた走はしる。ゾラを守る城壁の陰かげから陰へと渡って行く。ゾラの兵たちは皆、一いち様ようにゾラ沖に停てい泊はくする船団に目が行っているので、街の内側の警備は手薄になっていた。そこをモモが荷に台だいを曳ひきながら静かに進む。荷台には密閉された壺つぼがいくつも積まれていた。

　そして城壁に隣接した林の中に隠れると、リュリュとモモがその場に素早く穴を掘りはじめる。その間にクロムとファウラは台車に積んであった木材を組み合わせ、ロープで縛り屋根のない小屋を穴の周りに作りあげる。それは小屋と言うよりも、周りから見えなくするための覆おおいのような物だった。

　それらをしている間にリュリュとモモが掘った穴はかなり深くなっていた。おおよそ一間（約１８１㎝）程ほどまで掘り進めると今度はそれを横に削けずり始めた。城壁の基礎の下に向かって掘り進めたのだ。

「リュリュ、それくらいでいい。じゃあこれを仕掛けよう」

　そう言ってクロムは運んできた壺を穴の中に下ろした。これは中にたっぷり油が入っている。これにタールを塗ぬった蓋ふたできつく封をし、さらに鉄縄で幾いく重えにも縛りあげた物だった。

　これを並べて壺の下に火をかける。

「よし、ファウラ。ティコを頼たのむ」

「よっしゃ、行っといでティコ」

　大おお鷲わしのティコは小さく「きゅ」と鳴くとファウラの肩を離れ空に舞い上がる。そのままティコは城壁を越え、海を渡り沖に停泊する船団へとやってきた。

　そして船団を指揮するルービルを見つけ、彼の近くの手て摺すりに留まると、再び「キュオ」と鳴く。

「お、来たな。よし、投石器用意！　藁わら玉だまに点火しろ！」

　ルービルの命令で投石器に設しつらえられた巨大な藁わら玉だまに火が放たれる。半分ほどまで火が回ったのをルービルが確認すると、

「放て――っ！」

　命令を下すと同時に船上の投石器の縄が切られる。分銅が船体を大きく揺ゆらし、炎のついた藁わら玉だまが天に向かって放たれた。

　それを城壁の上で見ていたゾラの警備兵たちは一瞬、飛ひ来らいする火球に緊張を滲にじませた。

　だが火球は空中高く舞い上がると、その勢いで炎が掻かき消けされ夜の闇やみに消えてしまった。

　それを見たリジア兵たちは皆我に返ると腹を抱えて笑った。

「バーーーカっ！　届くわけがねえだろうが！」

「火も消えちまってるじゃねえか！」

　そう、以前にゾラ側からも投石器による攻撃が為なされ、それが届かない事は証明されていたのだ。冷静になればわかる事だが、安定しない船上から、同じように火球を放っても、届くわけはないのだ。兵たちは口々に罵ば倒とうの言葉であざ笑っていた――が、その時。

　グズゥゥゥゥゥゥゥゥゥン!!　と巨大な爆発音を轟とどろかせ城壁が激しく揺れた。これにはさすがのリジア兵も焦あせり、すぐに被害を確認する為ために招集が為なされた。

　それを遠く物見塔の上からクロムは見下ろしていた。先ほどの爆発は、当然ルービルが放った火球ではない。クロムたちが仕掛けた油壺である。だがリジア兵たちはあの火球が被害の元凶と錯さつ覚かくするだろう。

　クロムが仕掛けた油壺が爆発した原理は至し極ごく単純である。完全に密閉され、その下から熱せられた油壺は中で揮き発はつ性せいのガスになり途と轍てつもない圧力で膨ぼう張ちようしたはずだ。

　そして火球が空高く上がったのを確認すると、その油壺に向けてこの塔の上からクロムが矢を放ったのである。屋根のない小屋の真上から矢は穴に向け放たれ、壺の一個が割れる。そして壺が割れると同時に大量の揮き発はつした油が噴ふき出す。それが引火し、先ほどの爆発を起こしたのだ。しかも城壁の基礎の下にそれを仕掛けた。その為ため、爆発の振動が直じかに城壁に伝わり、あの衝撃をつくったのである。

　後はこの事態に、ゾラを取り仕切る軍が出てくれば……そう思いながらクロムは弓に矢を番つがえ、リジア軍の動きを待った。

　このグラウスタンディアからの思わぬ攻撃に、リジア側が迎げい撃げきの姿勢を整える事になれば、自おのずと指揮官たちが顔を揃そろえる。そしてクロムが待機するこの塔から目もく視しできる広場に集合するはずなのだ。そこを狙ねらって、クロムとリュリュが弓でリジア十二貴族の暗殺を謀はかる予定であった。クロムは勿もち論ろんだがリュリュも山の暮らしで弓は十分に使い慣なれていた。別の塔にはファウラが待機している。彼女の投石能力を駆く使しすれば、弓と同等、またはそれ以上の効果を上げる。目標は九人、こちらは三人。つまり一人当たり三人のリジア将校を倒せばいい。クロムたちはその時を待ちながら、ジッと弓を構えた。




　ゾラ陸海軍本部に入ってきた報告をベルゲンは淡たん々たんと聞くに任まかせていた。

　グラウスタンディア軍４０２隻の帆はん船せんから投石機による攻撃があった。各将軍からは出撃の準備を整えるために奔ほん走そうしているとの報告が来ている。だがベルゲンは出陣の合図を出さなかった。

　――おかしな点が多い。

　そもそも現在グラウスタンディア軍が停泊している海上の位置からでは、投石は届く筈はずがない。もし届くのだとすれば、新型の投石器である可能性がある。だがそれは考えにくい。もし仮に新型兵器を使うなら、それは今ではない筈はずだ。

　更さらにもう一点は、投石されたものが火を放ち、着ちやく弾だんと同時に爆発したということ。

　その激しい揺ゆれはこの司令部にも響き渡るほどであった。それ程ほどの火力を出すような物をグラウスタンディアが作ったのなら、何な故ぜ一いち撃げきしか撃ってこないのか？

（……おかしい。何もかもがおかしい）

　そんな考え込むベルゲンの下へ老ろう齢れいの十二貴族ルスタフがやって来た。

「ベルゲン、いつまで出陣を見送っている!?　グラウスタンディアの船せん舶ぱくが動き出したというぞ！」

「……ほう……どこへ向かって動き出したのですか？」

「船団が陣じん形けいを変えているという。広範囲に展開しているそうだ」

「という事は進軍はしていないのですか？」

　その問いがどういう事か解らなかったのかルスタフは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ああ幸運にも進軍はしとらん。急いでこちらが迎げい撃げき態勢を整えねば、あちらに先手を取られるぞ」

「…………いや、違うな」

「なに？」

「海上のグラウスタンディア軍に対し迎撃の態勢を整える必要はありません」

「なにを言っておる、ではあちらに侵しん入にゆうを許すのか？」

「侵入なんかしてきませんよ。何しろ投石器を積んでるのは１隻だけのようじゃないですか」

「そんな事は判らん。１隻のみが投石を行っただけで、他ほかがまだ何もしていないだけかもしれん」

「いえ、そんな筈はずはありません。もし投石……しかもあんな爆発するような秘密兵器を持っているのなら、もっと派手にこちらを威い嚇かくしてくる筈はずです。なのにそれをしてこない。つまり投石器を積んでるのは、１隻のみです。それから、おそらくその投石器も普ふ通つうの物でしょう。飛距離がさすがにありすぎる」

「しかし現に着弾し被害が出ているのだぞ」

「そう……実際に被害が出ているから、あなた方は惑まどわされてしまったんだ」

「惑わされた……だと？」

「そうですよ。投石された火の塊かたまりと、着弾した爆発が同一の物だって、あなたたちは勝手に決めつけている。それはそうだ。火球が放たれた後に爆発が起こったんだから。しかしそれが別々だったらどうです？」

「別々と言うと……」

　言いかけてルスタフは何かに気付いたようにハッとする。

「ゾラの中に工作員が入り込んでいるという事か？」

「そんな所でしょうね……先日のナターシアからの緊急事態の狼煙のろしは、工作員を発見したという事だったのでしょうねぇ。ま、任務を負おっている彼女らがその工作員を迎撃できたとは思えませんし……そもそもグラウスタンディアには海軍がまだ正式に発足していない筈はず。だとすればあの数の船団を従したがえてやって来るのはおかしい。仮に全すべてが騎士団どもだったとしても、先日のシオニア襲撃で被害を受けたのはあちらも一緒ですからね。すぐにあれだけの軍を編成できたとは到とう底てい思えません」

「………だとすれば、今近海に停泊しているのは兵のいないただの空船か？」

「さて……何を積んでいるかはわかりませんが、こけおどしにしては中々お見事と言っておきましょうか……実際こちら側を焦あせらせるには十分な数ですからねぇ」

　ではそんなこけおどしをして、何を目的としているのか？　ベルゲンは顎あごに手を当てた。中空を見つめ、情報を整理していく。ありとあらゆるグラウスタンディアの情報を頭の中に巡めぐらせていく。いったいグラウスタンディアは何を目的としているのか？

　彼かれらがゾラを落とすために最適の方法とは何か？

「……ああ、なるほど」

「どうしたのだ？」

「グラウスタンディアが何をしようとしているのか、わかりました」

「なに？　どういうことだ？」

「編成した海軍を待機させておいてください。中から陸軍だけを選よりすぐりましょう。ゾラ陸軍の手て練だれが欲ほしいです。地理に明るい人間の方がいい。出陣の準備です」

「説明をしろ。何が起こっている？」

「工作員の居い所どころが解ったんですよ。しかもそれは間ま違ちがいなく大物だ」

「なに？」

「グラウスタンディアの工作員はゾラを最小限の兵力と兵へい站たんで落とす気なんです。ではそんな最小限の労力でどうやってこの不落の都市を落とすか？　簡単ですよ、政務官と交渉をすればいい」

「……調略か」

「そう。だが権力は我々軍部が握にぎっている。だとすれば我々を排除すればそれでこのゾラを落としたことになる。今もし、海かい浜ひん側へ出陣する為ために表に出ていけば、刺し客かくに暗殺されていたでしょうね、きっと……」

　にたりと笑うベルゲンに、ルスタフは血の気が引いたかのように顔を青くした。

「なにより、交渉で政務官を落とそうというのなら、グラウスタンディアはおそらく、かなりの地位の人間をこの街によこしている可能性がある」

「それはまさか……」

「……皇族の一人……という事も考えられるでしょうねぇ……このゾラ港の重要性を考こう慮りよに入れるのなら……さあ、そういう訳です、すぐに出ますよ。ゾラの政務官は五人います。その中で最近外部との接せつ触しよく、または見知らぬ客が来た者の情報を洗い出してください」

「うむ」

　ベルゲンの命で隠おん密みつ裏りに陸軍の中の選りすぐられた者たちが集められた。ゾラ陸軍の手て練だれたちである。

　暗殺の為ために動いているグラウスタンディア兵がいる事も考えられる。だとすれば海軍側はそのまま出陣が出来る状態で待機をさせ、そちらに注目を集めておくべきだ。

　そしてこちら側は、隠密裏に執政官の邸宅へ押し入り、グラウスタンディアの要人を捕らえる。そうすればグラウスタンディアに対し、リジアはあらゆる要求を課かすことが出来るだろう。

　すぐさまゾラの政務官と交流のある者が呼ばれ聞き取りが為なされる。そこから政務官の一人グレゴ・フィリップの名が上がるまで時間は掛からなかった。

「編成した部隊をグレゴの屋や敷しきへ送り込め！　海かい浜ひん側の兵は全員、敵を謀たばかるよう変わらず出動の準備を装よそおえ！　そちらに注意をひきつけるのだ！」

「待て、ベルゲン！　それでは海浜側の暗殺者に将校がやられる事になるかもしれんぞ」

「……それは仕方ありませんよ。暗殺に出向いている相手には皇国の軍師や傭よう兵へいの狂戦士がいるかもしれないんです。そいつらに我々の行動がバレてはならない。必要な損失です」

「見殺しにするのか？」

「いいえ。人の戦略的運用です」

　その言葉にルスタフは苦い顔で奥歯を噛かんだ。

　ベルゲンの命により隠密裏にグレゴの屋敷へとゾラ陸軍５００人の部隊が向かった。そしてその行動がばれぬよう、海軍の方はこれから出陣をするかのような動きを見せる。

　七人いる将軍のうち、五人は海軍の下へやる。残りの二人はベルゲン、ルスタフと共にグレゴの屋敷へと向かった。

　相手次第でこちらは強硬手段に出る必要があるのだ。

　グレゴの屋敷を取り囲んだベルゲン率ひきいるゾラ陸軍隊は、すぐに突入を敢かん行こうする。相手に逃にげる間など与えてはならない。３００の兵が屋敷の周りを取り囲み、残り２００が表裏の入り口から殺さつ到とうする。中からはけたたましく争う音が伝わって来る。庭からベルゲンとルスタフはその様子を見ながら、グラウスタンディアの間者が捕ほ縛ばくされるのを待った。




　突とつ然ぜん、外が騒がしくなったと同時に、表の扉が破られる音が屋敷内に響いた。ユースティナたちは二階にいたが、それが危険な事態である事はすぐに察しが付いた。

　部屋の入り口に立ったダグラスが曲きよく刀とうを抜き放ち、

「ユースティナ様を安全な場所へ！」

　その言葉で、フィフニスがユースティナの手を引きバルコニーの方へと連れていく。その時、屋敷の主であるグレゴが顔を真っ青にして部屋に飛び込んでくる。

「リジア十二貴族です！　表にはベルゲンとルスタフがおります！」

「だろうな、あんたも後ろへ下がっててくれ！　死なれちゃ困る」

　するとイリヤが細く長い剣けんを引き抜くと身構える。

「どうやら私の出番のようね」

「ほう、あんたも使えるのか？」

「まあね、俳優を舐なめないで欲しいわね」

「……その辺はよくわからんが」

　ダグラスとイリヤが二段構えでユースティナたちを守る態勢を作る。下の階では屋敷を守る兵たちと、ベルゲンが指揮する兵たちの争う音が聞こえる。次第に押されて行き、階段を上る足音が聞こえてきた。

「おいでなすったな……」

　ダグラスは構え、飛び込んできた兵を斬り割く。更さらに後から後からリジア兵が応接間へと飛び込んできた。ダグラスは的確にそれを斬り捨てていく。

　するとイリヤもまた、剣を構え、

「やあやあ、我こそはイリヤ・オースター！　尋じん常じように勝負、勝負ぅ！」

　と古典芝居のようなセリフを放はなつと同時に、流れるような太た刀ち捌さばきでリジア兵を襲う。一見すれば舞まいを舞っているかのような緩かん慢まんな動き。だがリジア兵が気が付いた時には、目の前にイリヤはいない。見せる事を生業なりわいとするイリヤの剣けん舞ぶは、リジア兵たちにとって遅く見えていたに違いない。だがそれが彼らの目の錯さつ覚かくを誘ゆう発はつする。実際のイリヤの剣速は一いつ般ぱん的てきな戦士の速度に近い。だからリジア兵はいつの間にか自みずからの間合いに入られてしまっていたのだ。

「見たかっ！　我わが剣けん舞ぶ！」

　決めのポーズをすると同時に、リジア兵は斬られた場所から血が噴ふき出さぬように必死で押さえる。だがそこで奇き異いな事が起こった。血が出ていないのだ。さすがにこれにはダグラスも目を剥むいた。

「な、何な故ぜだ！　斬られている筈はずなのに!?」

「あたりまでしょ、殺陣たてなんだから」

「たて？　なんだそれは？」

「俳優は本当に剣を当てちゃダメに決まってるでしょう！」

「当てろ！　意味がないだろ！」

「なに言ってんの、この剣、木なんだから当てたら折れちゃうでしょう！」

　どうりで軽々と振ふり回まわすわけである。

「おまえは邪魔だ、どいてろ！」

　さしものダグラスも怒りながら、イリヤを奥へと押しやった。

「それより俳優は例の作戦に移れ！　それまで、ここはどうにかする！」

　するとそこへドレス姿のフィフニスも割って入る。

「剣をっ！」

　ユースティナはその意図を理解し、腰の剣を引き抜くとフィフニスに向かって投げた。フィフニスは飛んできた剣の柄つかを持つと同時に、飛び込んでくるリジア兵を斬り割く。

「それじゃあ、隊長、よろしくお願いします」

「こちらこそ、副隊長！」

　同時に二人は剣を突き出し、迫りくる数多あまたのリジア兵に応戦した。




　ベルゲンは取り囲む兵たちの間から屋敷の中を眇すがめ見る。全員生け捕どりを命令した。おそらくあちらは、要人に対し影武者を立てている可能性がある。迂う闊かつに殺してしまえば、重要な駒を手に入れそこなう可能性があったからだ。そして四し半はん時ときもせぬうちに捕縛の報が齎もたらされる。

「ベルゲン様！　グラウスタンディア皇国第二皇女ユースティナ・クセルクセスを捕らえました！」

　その報告にベルゲンは飛び上がりたいような気持になった。まさかこんな所でユースティナを捕まえる事が出来ようとは。先日の痛い負けが脳裏に蘇よみがえる。皇女としてではなく、一人の将として優れた皇女。人を惹ひきつけるあの姿は、リジア宗旨国家にとって危険な存在に他ならない。

「連れてこい！」

　そう言うと兵たちはユースティナ皇女をベルゲンの前に連れてきた。

　美しくきめ細こまやかな刺し繍しゆうを施ほどこされたドレスに身を包み、皇女である証のティアラを冠かんした少女が、ベルゲンの前に腕うでを固められて傅かしずかされる。

　しかしその顔を見たベルゲンは、怒りを露あらわにし叫び散らした。

「……違ちがう！　こいつは……こいつはユースティナではない！」




　クロムは城壁を見下ろせる塔の上から弓を構え状じよう況きようを見守る。リジア海軍が動き出したことは間違いないが、しかしその動きは存外鈍にぶい。

　しかも広場で指揮を執とる将校は五人。その中にリジア十二貴族の姿もない。全員が揃そろっていなければ、この作戦を動かすことが出来ない。身の裡うちに僅わずかながらの焦あせりがにじみ出る。

　するとモロコシを食べながらその様子を見ていたリュリュがポツリと言った。

「ねえ、なんで出した船をまた片づけているの？」

「どこだ？」

「ほら、あそこ」

　リュリュが指さす先にクロムは目を凝こらす。暗くて見通しは悪いが確かに小船を引き上げている一団がある。

（まさか……）

　その様子にクロムは察するものがあった。こちらの動きに気付いている者がいる、という可能性だ。それが一体誰だれなのかはわからない。しかしそうだとすれば、この遅ち々ちとした出撃態勢にも説明がつく。

　そう思った時、隣りん接せつする塔から、こちらに向かってキラッキラッと光るものが見えた。

　それはファウラからの連絡だった。鏡を使って、何かあった場合に連絡をするように言っておいたのだ。今ファウラからの連絡が来るという事は、小鼠が彼かの女じよの下に来たのかもしれない。だとすれば、それはユースティナがいる屋敷で何かがあったという事。

　つまりここにいない将校と十二貴族はあちらへ向かったという事になる。

（……くそ、見抜かれたか……）

　そう判断すると同時に、クロムは矢を放った。その矢が将校を捉とらえるよりも早く第二矢を放つ。リュリュがそれに続く。あっという間に三人の将校が矢の餌え食じきとなる。それと同時に別の塔から投石が放たれ、もう二人の将校が脳のう漿しようをぶちまけた。

　ここにいる将校はこれで全てのはずだ、そう判断するより早くクロムは立ち上がった。

「リュリュ、行くぞ！　グレゴの屋敷だ！」

「うん！」

　言い切るよりも早くクロムは塔を駆け下り、庭で待っていたモモに飛び乗る。

　そこへ別の塔からファウラが駆け下りてきた。

「クロム、クロム！　パコから伝令だよ！」

「ユースティナ様の所が襲おそわれたって事だろう？」

「うん、相手はリジア十二貴族。ベルゲンとルスタフがいるって」

　内心、「やはり」と思わざるを得えなかった。もしこれを見抜くのだとすれば、ベルゲンが関わっている可能性は考慮に入れていた。

「ねぇねぇ、殺されたりしてないかな？」

「おそらくその点は大丈夫。生かしておいた方が利用価値があるはずだからね」

「利用価値？」

「グラウスタンディアとの交渉材料にもなるし、使い道は幾いくらでもある。ベルゲンとルスタフはそう言った暴挙に出るよりも、利用価値を考える人間の筈はずだ」

　その時、周りが俄にわかに騒さわがしくなる。将校をやられたリジア兵たちが動き出したのだ。

（こんな時の為ためのガジェルだったんだけどな……）

　そう思いながら、クロムはリュリュを急せき立たてた。

「たのむリュリュ！」

「うん！」

　返答と同時にリュリュがモモを全力で走らせた。三人を乗せたモモがゾラの街を疾しつ走そうする。方々にはクロムを捕らえんとするリジア兵が行きかっていた。ここでの時間のロスが手痛いと思いながら裏の路地へ入るように指示を送った。人通りのない暗がりを選び３人を乗せたモモが只ひた管すらに駆け抜けて行った。

　そしてどうにか政務官グレゴの屋敷まで到とう着ちやくする。

　門の中には屋敷を取り囲むように大たい挙きよしたリジア兵たちがいた。屋敷の中も既すでに突入された後だろう。クロムは舌打ちしたい気持ちを抑おさえ、一本になった山刀の柄つかに手を掛ける。

　中にはユースティナ、フィフニス、ダグラスそしてイリヤがいる。彼女らを盾たてに取られている所へノコノコと出て行けば、格好の餌え食じきだ。彼女らを救出する手立てはなくなる。

　高ぶる気持ちを抑おさえ、冷静に取り囲むリジア兵たちを見定めた。その中にリジア十二貴族ルスタフ・タギーの姿を見つけた。もしこのクロムの策に気付くとしたらナターシアかベルゲンのどちらかであろうとクロムは踏ふんでいたが、彼の姿は見えない。

　もし彼女らを救出するのなら連行される時を於おいて他にない。だがその前にリジアが凶きよう行こうに及およんだらどうする？　その可能性は大いにある。リジアはこの一連の企くわだてを考えた人間がいる事を察しているに違いない。だとすればユースティナだけでなく、この件に関わった全ての人間を捕縛することを考えるだろう。そして死角となる連行の際にも最大限の注意を払はらう。

　もちろん最もつとも捕らえられてはならないユースティナの逃走経路だけは確保しておいた。

　ベルゲンがユースティナの顔を知っている事を考慮に入れていたからだ。

　なのでこの緊急事態に、打ち合わせ通り事が進んでいればユースティナは既すでに逃がされている筈はずだ。問題はフィフニスたちを如い何かにして救出するか。

（……どこだ……どこに突破口がある？）

　探す。徹てつ底てい的てきに探す。

　彼女らを救うべき手立てを。この包囲網の中にある一分の隙すきを。

　その時、バルコニーが開け放たれると、そこにはベルゲンが現れる。片手には騎き士しの姿をした少女を連れていた。

　そしてベルゲンは高らかにバルコニーから声を上げた。

「さあ、近くに既すでに潜ひそんでいるのだろう！　出てこぉい！　グラウスタンディアのドブネズミども！　てめぇら、全員が出てこなけりゃ、この姫ひめ様さまの綺麗な顔に傷をつけていくよぉ」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑えみをニタニタと浮うかべたベルゲンは、部屋の中から縄を打たれたユースティナを引き摺ずり出し、腰こしに差した曲刀を引き抜く。

「さあ、出ぇてこぉい！」

　そう言って圧倒的優位を満まん喫きつするように下げ卑びた笑い声を上げる。

　すると縄を掛けられたユースティナは不敵に笑みを浮かべベルゲンを眇すがめ見る。

「ふっ、やれるものならばやってみよ！　私に傷を付けるという事は、グラウスタンディア皇家に傷を付けると言うことぞ」

　透すき通った声が、バルコニーから響き渡る。

　その瞬しゆん間かん、ベルゲンの顔から表情が消えた。

「――音が……………………音が違う」

　ベルゲンはユースティナの胸倉を掴つかむと同時に激しくユースティナを殴りつけた。

「きゃあっ！」

　叫び声を散らしながらその場にユースティナが倒れ伏ふした。それを冷たい目で見下ろすベルゲン。

「やはり違う……よく声を似せているが、別の音質が混ざっている」

　そう言った瞬間、ユースティナは打って変わって高笑いを上げた。

「ふはははははっ！　良い耳をしているわね！　俳優の素質があるわ！」

　その声に一同がギョッとした。それは紛まぎれもなく太く通る声――イリヤ・オースターの声だったからだ。ベルゲンは偽にせ物ものの正体イリヤを前にしても冷静に曲刀を振りかざす。

「本物はどこにいる？　言えば命までは勘弁してやる」

　しかしイリヤは口を割る様子はない。

　傍かたわらにいたファウラがその様子にオロオロとしだす。

「ク、クロム……やばいよ、イリヤが大変な事になっちゃうよ」

「……ああ」

「ああ、じゃないでしょ！」

「タイミングを見み計はからう。もう少し待つんだ」

　そう言い、クロムは山刀の柄つかに手を添そえた。クロムの気配にリュリュとファウラも何かを察したように腰を落とし飛び出す体勢を整えた。

　クロムの仕込んだ、ユースティナ逃走の為ための策はベルゲンに見破られた。影武者としてフィフニスを立てる事は勿もち論ろんであったが、彼女の顔を知るリジア十二貴族には、それは通じない。だとすればもう一人影武者を立てる必要があったのだ。

　それが俳優イリヤ・オースターなのである。彼女の持つ特殊メイクは、ユースティナと瓜二つの造形を可能にさせる。

　目的の一つであるユースティナの逃走に関しては成功といえる。しかしもう一つの問題である、ユースティナを逃がした者たちの救助。これこそが最も至し難なんであるといえた。

　彼らが配した兵の布ふ陣じんは完璧だった。外から来るものを完全に切り離すように、そして付け入る隙を一いつ切さい与えぬように細心の注意を払っている。選択肢が強行突破しかない、という最悪の事態だ。それでもここにガジェルがいてくれれば、打開の策はまだあったと言える。しかし今はその選せん択たく肢しもない。

　クロムの脳のう裏りには、現在配された状況と幾いく通とおりもの救出策が浮かんでは消える。

（――どうする）

　瞬またたく間に閃ひらめく思考――が、次の瞬間それが止まった。

　それはクロムの目に信じられないものが映ったからだ。

「待ちなさい！」

　部屋の奥からゆっくりとした歩調で現れた彼女は、涼すずやかで力強い声でそう言った。

　だがその声はその場の空気を一いつ瞬しゆんで変えた。誰もがその声の主を一いつ斉せいに見たのだ。

「その者に向けた刃やいばを降ろしなさい」

　鋭するどい眼光で見み据すえられたベルゲンは、言われるがまま曲刀を腰に戻した。

「……貴様」

「我が名はユースティナ・クセルクセス！　グラウスタンディア皇国第二皇女である！　斬ると言うのなら我を斬りなさい！」

　その声はバルコニーに響き渡った。その状況にその場にいる者たちは息を呑のみ、瞠どう目もくした。捕らえられ傅かしずくユースティナと、バルコニーに突とつ如じよ現れたユースティナ。二人の皇女に、動転したのである。

　ベルゲンは突然現れた本物のユースティナを見て薄うつすらと嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「ほう……一度逃にげた姫様がご帰き還かんですか？」

「――我の為ために命を尽つくす者たちを見捨てる事は出来ぬ。それは皇女として生まれ、皇女としてなすべき事の信念に背そむくことになる！」

「くはははっ！　それは結構ぉ！　全員が命を張はってあんた一人を逃がそうとしたのに、わざわざ出てくるなんて、どう考えても頭がおっかしぃぃよぉ！」

　口憚はばかる事無くベルゲンは戻もどってきたユースティナを詰なじる。

　するとユースティナは不ふ敵てきに笑みを浮かべベルゲンを眇すがめ見る。

「ふっ、やれるものならばやってみよ！　私に傷を付けるという事は、グラウスタンディア皇家に傷を付けると言うことぞ」

　透き通った声が、バルコニーから響き渡る。そのユースティナの発言に触しよく発はつされたようにベルゲンは額ひたいに青筋を浮かべ、

「うるっせぇんだよ！　このアマがぁぁぁっ！」

　と叫び散らすと同時に、ユースティナの鳩みぞ尾おちを蹴り上げた。

「かはっ」

　更さらに身体からだが崩れ落ちる前にベルゲンの拳こぶしが二度、三度とユースティナの頬ほおを強したたかに殴りつけた。見る間に青あお痣あざを浮かべ血を滴したたらせるユースティナ。その髪かみの毛をベルゲンは乱暴に掴つかむと、その場にいる者全員に見える様に持ち上げた。

「おらおらぁぁ！　お姫様が大変な事になるぞぉ！　出ぇて来いよ！　グラウスタンディアの軍師さんよぉ！」

　するとベルゲンは躊ちゆう躇ちよなくユースティナの顔を続けざまに殴った。

　美しい皇女の顔が血を迸ほとばしらせ、青あお痣あざで悲惨に汚けがれていく。

　ベルゲンは簡単には彼女を殺しはしない筈はずだ。手て心ごころを加えながら、しかし出来るだけ悲惨になるように演出し、彼女に暴行を加えていくのだ。

　クロムの平常心が大きく揺ゆらいだ。思考の流れが断裂する感覚が脳内を覆おおった。

　断裂した思考の隙すき間まには、遠い昔の記き憶おくがフラッシュバックする。

　――妹に群がる鳥の姿――。

　頭の中がカッと熱くなるのを覚えた。気が付くとクロムは山刀を抜き放っていた。

　そして、一歩前へとその足は踏み出す。

　が、その時、血を滲にじませ悲惨な姿をしたユースティナが大声を放った。

「其方そなたらゾラの民たみに問う！　其方そなたらの求める国とは何だ！」

　誰も答えられなかった。ただベルゲンだけが、

「うるっせぇぇんだよ、この女ぁぁ！」

　更に拳こぶしを振りかざす。

　しかしどのような暴力にも、どのような痛みにもユースティナは屈くつする事無く堂々とした声を放った。

「其方そなたらは国の形を思い描いた事はあるか？　国とは何か？　国とは己おのれと、己の周りで構成されるものである。其方そなたらの親であり兄弟であり子供たちであり友たちである人々の集まりこそが国なのだ」
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　彼女の言葉に、その場にいる誰もが静まり返り耳を傾かたむけずにはいられないという様子だった。

「其方そなたら一人一人が国であり、其方らが作り出す巨きよ大だいな脈動こそが国の形に他ならない。では国そのものである其方らが望んだ国のかたちとは今のリジアの姿か!?」

　僅わずかなざわめきが起こる。

「私は約束する！　其方ら民が飢えず、子を育はぐくむことの出来る国を作る事を！　さあ、選ぶのだ！　誰について行くか！　其方そなたらの国だ！　ここで其方らが選んだ未来ならば、私はそれを受け入れようぞ！　だが私を信じて共に戦ってくれるのなら、私は其方らを……」

「黙れ、このクソ女あまがぁぁ！」

　叫び散らしユースティナを足あし蹴げにするベルゲン。幾いく度ども叩きつけられる革靴の底をユースティナの背が受け這はいつくばる。

　そこへバルコニーで縄なわを掛かけられていたグレゴが躍おどり出た。

「聞け！　ゾラの兵たちよ！　グラウスタンディアは、我がゾラの民に、ゾディアスへの信仰を許きよ諾だくしてくれた！　我々はもう神の存在を謀たばからなくともよいのだ！」

「黙れっ、グレゴ！」

　ベルゲンは曲刀を抜き放つと、グレゴの背目がけて斬きりつけた。

　その瞬間、兵たちの間から「司教！」という悲痛な声が上がる。

　ユースティナはすぐさま、再び声を張り上げた。

「私は其方そなたらを導いて見せる！　皇たる者の血を引く者として！　さあ、選ぶのだ！」

　リジアの兵……いやゾラの兵たちにとって、ユースティナの言っている事は信じられるものではなかった。それは皇族自みずからが、自分たちの主を選べと言っているのだ。生まれた場所に住み、生まれた身分を生きる彼らにとって、あらゆる意味で選択権などはなかった。己が死なないように生きるしかない彼らにとって、主を選択するという概がい念ねんそのものがなかった。

　だが今ユースティナが放った言葉を彼らは正しく理解していた。今までなかった概念にも拘かかわらず、それでも彼女の言葉は、実を以もつてゾラ兵たちの胸に響いた。それがはっきりとわかる静寂がその場にはあったのだ。

　その空気を察したであろうベルゲンは声を張り上げる。

「黙れ黙れ黙れ黙れっ！　貴様のようなキレイ言ごとで、こいつらが……」

　掻かき消さんとばかりに絞しぼり出された声は、ユースティナの声とは対照的に響ひびく。ユースティナの言葉の前にはどんな言葉も色あせて映る。どんなに大にして放った声もあまりに滑こつ稽けいな色を帯おびてしまう。それはベルゲンに扇せん動どうする力がないからではない。ユースティナの衆しゆう望ぼうがあまりに圧倒的過すぎたのだ。

　だから大きく放たれたベルゲンの言葉は掻かき消された。

　ゾラの兵たちが迸ほとばしらせた雄お叫たけびのような鬨ときに掻かき消されてしまったのだ。

「「「「おおおおおおおおお!!」」」」

　兵たちの声は伝でん播ぱし、膨ふくらむようにどんどん盛大になっていく。最後にはみなが大合唱でユースティナの名を叫んだ。

「貴様ら！　なにを言っているのかわかっているのかぁっ！」

　激げつ昂こうするベルゲンだったが、後ろに控ひかえていたリジア兵が剣を振りかざし、その背に斬りつける。間かん一いつ髪ぱつで彼はそれを避よけると、即座に抜き打ちざまにその兵を斬り倒す。

「……くそっ！　やはり、グラウスタンディアの忌いむべきは、貴様の方だったか……」

　憎ぞう悪おの視線をバルコニーのユースティナに向けるのも一瞬、すぐさまベルゲンは踵きびすを返し、降りかかる火の粉を散らすように曲刀で応戦しながら屋敷の中へと走り去った。

　クロムはその一連の流れを目にし、ただ息を呑のんだ。

　ユースティナが持ち合わせる人を惹ひきつける求心力。それは十分にわかっていると思っていた。だが、その認にん識しきを改あらためねばならない。

　彼女が持つ力は、ただの皇族のそれとは一線を画かくすほどの威い光こうを持っている。誠実であると同時に、彼女が放つ言葉は人を動かしてしまう。

　あの海浜地区での攻防で、あれ程ほどの戦いを繰り広げながら異常なまでに死傷者の数が少なかった理由が実感として分かった気がした。彼女の言葉に奮ふるい立たち、彼女の言葉を信じ戦った兵は、どんな難なん局きよくであろうとも決して諦あきらめはしないだろう。人間が持つ力を最大値以上に引き出し、そして戦うことが出来るであろう。

　何な故ぜなら彼女は宗教すら違う者たちの心を掴つかんでしまったのだから。

　そしてユースティナに下った兵たちの手により、ルスタフを始めとした将校２人もその場で拘こう束そくされ、この事態は終しゆう焉えんを迎むかえた。ただユースティナを盾たてに取っていたベルゲンのみが逃走を図はかり、最終的に彼の行方ゆくえはいまだ見つかっていない。

　彼の存在はゾラの闇やみの中に消えて行った。







終章　ムーン・パレス







　ユースティナ及およびフィフニス、イリヤ、ダグラスの救出が為なされ、傷を負おったグレゴはすぐに治療が施ほどこされた。幸さいわい命に別状はなく数日後には彼の指揮の下、リジア軍部の解体の準備が行われた。指揮官を失った軍部は、最高指揮権を政務官のグレゴに一任した。ゾラ港がグラウスタンディアに下る事を受け、今後の身の振り方が変わる事となる。

　これを以もつてゾラ港がグレゴ司教の号令の下、グラウスタンディア側に付くことが正式に決定された事になる。ゾラに駐ちゆう屯とんする陸海軍はこのままグラウスタンディアに併へい合ごうされることになるだろう。

　全ての手続きを終えゾラの市民に発はつ布ぷされるまでに、更さらに多くの日数を要ようすることになった。その間に、ゾラ沖に停てい泊はくしていたルービルたちが率ひきいる船団は商業港、軍港の両方を使い入港し、順次食糧物資の積み下ろしが為なされた。それらは飢うえに苦しむゾラの民への配給物資として、円えん滑かつに回っていく事となった。

　そういった様々な事務作業は、クロムを中心に連日ゾラの文官たちによって為なされていく。結果、書類の作成に忙ぼう殺さつされる日が続く。その間にもユースティナとグレゴを始めとしたゾラ政務官たちによる、今後が話し合われる。

　残った軍部の運用。宗教の自由を公言する為ためのタイミング。行政機関のシステムの変更。

　やるべきことは多た岐きに渡わたったが、フルクロ港に於おいて前例があるため、それを元にした新たなゾラの指し針しんは思いのほか早さつ急きゆうに固まったと言える。

　その間、ファウラが大おお鷲わしのティコを使い、ゾラ陥かん落らくの報はその日のうちにシオニアまで飛ばされた。この後の様々な併へい合ごう処理が行われる事を考えると人手が必要だったのだ。

　まず軍部に対してはラング・クランツ千人長を指名した。シド・レオナントス将軍やシェルシュ・ニカノール将軍といった上の人間は皇都シオニア軍の調ちよう練れんなどを考えれば動かし辛づらい。だからと言って、あまりに求心力のない師団長などをよこされるよりは、将軍と同じだけの実力を持ちながらも、千人長の位くらいに留とどまる不世出のラングが適任といえた。

　また外交的な関税などの調整の為ためには、外交官や駐在大使を務めたリギンズ・ホーマンを指名した。国際感覚に長たけ、相手の国の事情を加か味みしながら交渉の場を作るのは彼が適任であろう。

　そしてもう一人、軍部の人間でクラヴィス・ペイトン師団長の名があった。彼は第一次リジア戦役後、グラウスタンディアに於おいて海軍構想の一役を担ってきた人物である。第一次リジア戦役の折には、苦手とされる海戦に於おいて大いに奮ふん戦せんした経歴を持っている。ゾラが抱かかえる海軍のノウハウを元に、この指揮に当たってもらいグラウスタンディアの戦力として運用してもらう必要があったのだ。

　更に地質学者のロブ・フォッグ、そして気象学者のヨシュア・フォッグにも来てもらう事になる。ゾラの地形的特徴と気象条件を今後の為ためにまとめて貰もらわねばならない。過去の資料を当たって貰いながら、彼かれら特有の観点から、より強固な守りをする為ための方策を練りだしてもらうのだ。

　彼らを乗せた皇都シオニアからの船がゾラに到着したのは、およそ一月後の事であった。




　皇都からの人員が到着した事で、ユースティナが抱える仕事は更に増えた。ゾラ港に於おける決定権を、ジルバ皇よりユースティナに委い任にんされたからである。それら多くの決定事項、変更事項に目を通し決の印を押す毎日が続いた。それら政務に忙ぼう殺さつされていたユースティナにも漸ようやく今後のゾラ港の自じ治ちの形が見え始めた頃ころの事である。

　その日の会合も終え、用意された屋敷のバルコニーに立つ。

　月明かりが煌こう々こうと降り注そそぎ、辺あたりを明るく照らす夜だった。ゾラを覆おおう壁の向こうからは小さくザンザンと潮しお騒さいが耳に届く。日々の疲れを癒いやすように、シオニアと変わらぬ海の声に耳を傾かたむけた。月の港と呼ばれるだけあり、空に浮かぶ半分に欠けた上じよう弦げんの月は、くっきりとその輪りん郭かくを見せていた。そんな空を眺ながめながら小さく溜ため息いきを吐つく。

　我に返る暇ひまもない日々だったが、ふとこうして気を抜くと、ただの非力な少女になる瞬間がある。ただの夢見がちな雲をつかむような想像に身を任せ、時の流れるのを忘れるような瞬間がある。そう言った時間が彼女にとって幸せなのかどうなのかは判断が付かなかった。皇女であるユースティナと、ただの16歳の少女であるユースティナ。そのどちらが実でどちらが虚なのかは、年若い彼女に見当がつく筈はずもない。

　なにより忙殺されるような毎日を彼女自身が嫌きらってはいなかった。夢想に身を任せる事と同じように忙しい日々を愛していた。

　だから今だけは、少しだけ……。

　月明かりの下で椅い子すに身を預け彼女は夢の中へと落ちていく。シオニアを出てからの日々の記憶と、彼女の夢想が重なる。

　フィフニスが纏まとう騎き士し団だんの制服を着た自分の姿を思い出す。

　もし自分が皇女ではなく騎士として生きていたら。ふとそんな事を考えた。そうしたらクロムとは一体どんな関わりを持っていたのだろうか？　彼と共にどんな事をしていたのだろうか。

　そう思った瞬間に唇くちびるの上に、あの感覚がよみがえる。途と端たんに恥はずかしくなり、それと同時に胸が高鳴り、居ても立ってもいられない様な気持ちになった。

　身体は熱を帯おびたように熱くなり、唇はジンジンと甘あまい痺しびれを纏まとう。

「ユースティナ様、いらっしゃいますか？」

　そんな彼女を現実に引き戻すように聞こえてきた声。しかしその相手故ゆえに、ユースティナはそれが妄もう想そうなのか現実なのかすらわからず混乱してしまう。咄とつ嗟さに声を上げるとその声の主が室内に入ってきた。それで漸ようやくユースティナは自分の妄想が耳や目を奪うばったわけではない事に気が付く。と同時に自分の妄想が彼に見られていたのではないのか、という錯さつ覚かくに陥おちいった。冷静な普ふ段だんの彼女だったら、決してそんな事は考えない。だが今だけはタイミングが悪かった。

「な、なんだクロム、その、別に、これはなんでもなくて……」

「？」

「あ、いや、そうじゃなくて……」

「休んでおられたのですか？」

「あ………うん」

　そう言いながら漸ようやく僅わずかばかりの冷静さを取り戻したユースティナは、クロムから目を逸そらしてしまう。彼はあのことがあってからも、別段気にするような素そ振ぶりはない。実際クロムはユースティナよりずっと大人だ。経験がないわけではないだろう。そう思うと、なんだかやるせない気持ちになった。自分ばかりが気にしているのが酷ひどくいやだった。

　そんな風に思っている顔を見られたくはなかったのだ。だからユースティナは僅わずかに顔を逸そらしながら受け答えをする。

「……なんの用だ？　聞くだけなら聞く」

「はい、皇都からの使者に全すべての引継ぎをなし、次の作戦に移りたいと考えています」

「ほう？　次か……ゾラを落として早々に、気が早いな」

「ええ、長期決戦はやはりしたくないのでね。どちらの国も疲ひ弊へいするばかりですから」

「……そうだな。で、次はどうするのだ？」

「そうですね、ロブとヨシュア、二人とも話さないといけないのですが、グラウスタンディアが次に落とすべき場所は二つあります」

「一つは……バハマだな？」

　リジア宗旨国家の中でも最大の湖バハマ湖を中心とした商業都市。実際、軍勢に関してはかなり多くがこの地に犇ひしめいている。

「そうです。そしてもう一つが、ゾラ港から東のリジア海軍司令本部アラティア港です。この二つを押さえるだけで、リジアは皇都に対する進撃が完全に不可能になります」

「ふむ、そうだな……だが………どちらも陥かん落らくさせるには難しいな……殊こと、海軍司令本部は今回の様に調ちよう略りやくというわけには行くまい？」

「そうですね。そこが悩ましい所です」

　そこで一度会話は途と切ぎれた。するとクロムがバルコニーまでやって来る。

「おや、いい月ですね」

　そう言って空を見上げた彼の顔を、月明かりが照らし出す。彼は五年前と変わらなかった。いつもこうしてぼんやりとしながら世界を正しく捉とらえていた。

　自分は彼ほどに……彼と同等に話せる程ほどに大人おとなになったのだろうか？

　そう思いながら、ぼんやりとその横顔を見つめる。それに気が付いたのか、クロムはユースティナに目を移した。

「どうかなさいましたか？」

「……あ、いや……なんでもない」

　口ごもってしまった。自分ばかりが恥ずかしがっている気がしてならない。

「……クロムは狡ずるい」

「なにがです？」

　何が狡ずるいか言えないから、余計に狡いと思ってしまった。

「私ばかりがクロムの背を追っているような気がする……今でも追いつけたような気がしない……」

「そうですか……でも僕ぼくこそずっとあなたの背を追っているのですがね」

　思ってもみなかった言葉にユースティナは顔を上げた。

「クロムが？　私の背を？」

「そうですよ。あなたは僕を救ってくれた。過去に囚とらわれ大人になる事が出来なかった僕に、進むべき道を指し示しめし、そして今も先導して歩いている。僕はそんなユースティナ様の背を追っているのです」

　自分がクロムを先導しているなどとは思ったこともなかった。五年前も、そして今もずっと自分がクロムの背を追っているように思っていた。でも彼はそうではないと言う。

「だから僕はあなたの望むべき事をする為ために……あなたが望む世界を築きずく為ためにどのような事でもします。ですから……」

　言いかけたクロムの顔には自らを責せめるかのような色が見えた。

「……ですから、もう二度と……あのような事はしないでください」

　彼が言わんとする事が何か即座に理解した。

　ユースティナ一人を逃がす為ための策を、自分は無む為いにしようとした。たとえ結果が良かったとはいえ、自らが犯おかした事の重さをユースティナは十分に承知していた。

「……クロム……怒おこっているのか？」

　彼は首を横に振ふる。

「あなたを知った気になって策を立てた自分の落ち度です。その結果、僕はあなたを傷つけてしまった」

　そう言って彼はユースティナの頬ほほに残る青あお痣あざに目を落とした。一月がたち傷も痣あざも既すでに殆ほとんど消えかかっている。しかし本当に傷ついたのは自分ではない事をユースティナは理解した。自分の傷つく姿に心を痛めた者がいる事に漸ようやく思いが至いたった。

「………すまぬ。クロム」

　今にも泣き出しそうな気持ちになった。しかし泣いてはいけない。それだけはわかっていた。自分の為ために傷ついた人間を前に、涙なみだを見せてはならなかった。

　そんなユースティナの手をクロムが掴つかんだ。彼の熱がユースティナの掌てのひらに伝わって来る。

「…………クロム」

　そして彼は傅かしずくと瞳ひとみを閉じ静かにこう言った。

「この身は全てあなたの為ためにあります。グラウスタンディアの為ためではなく――ユースティナ様一人の為ために」
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　ユースティナはその言葉に心が溶とけていく。知っていた筈はずだ。彼を見ていれば自おのずと気付いていた。なのにいったい何がユースティナの目を曇くもらせていたのか、それは彼女には今は解わからなかった。

　ただそこにあったのは、クロムに対する限りない信しん頼らいだった。

　だからユースティナは薄うすく微笑ほほえむと手袋を外し、その手をクロムの前に差し出した。

　彼はユースティナの手を取ると、忠誠の誓いを立てる騎士のように、その手の甲こうに唇くちびるを当てた。

　そんな二人の姿を上じよう弦げんの月はやさしく照らし出していた。




　しかしこの静かな時は、ユースティナとクロムにとって最後の心安らぐ時間であったことは言うまでもない。それはこの後に最大の激戦区と呼ばれ、有能な将兵を多く失う事となるバハマ湖への進撃。そして海を血で赤く染め、グラウスタンディアの未来を変えたと言われる、海軍司令本部――通つう称しようアラティアの戦いへの幕開けに他ほかならなかったからである。

《五巻へ続く》







あとがき







　このたびは『グラウスタンディア皇国物語』四巻をお手にお取りいただき、まことにありがとうございます！

　お久しぶりです。

　内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。




　さて、わたくし、柴犬が大好きなのですが、住んでいる所の事情や仕事柄、飼う事が出来ません。

　なので路上を散歩している柴犬を見かけるたびに顔を緩ゆるめるしか、今は接せつ触しよくの機会がないのでございます。

　出来る事なら柴犬の頭を撫でたり、毛並を味わったり、抱き着いて河川敷の傾斜を転がったりしたいのですが、そんな夢は中々かないそうにありません。

　そんな事を先日、知人に話したら、

「夕方の公園とかで散歩してる人に、『犬、かわいいですね』って声かければ触らせてくれるでしょ」

　と言われたのですが、臆おく病びようなわたくしには、とてもそんなフレキシブルな会話は出来そうにありません。

　だってそんな事口にした途と端たんに、防犯ブザーを鳴らされたり、警察に通報されたり、町内会の見回りの人たちに取り押さえられて角材や鉄パイプで強かに打うち据すえられる絵面しか浮かびませんもの。

　というか、散歩している柴犬を見てニヤニヤしているだけで、もう通報されてもおかしくありませんね。

　そんなわけで、今日もため息交じりに、インターネットで柴犬画像を検索してはダウンロードを繰り返しております。

　柴犬かわいいよ柴犬。




　それはさておき、次回予告でございます。

　さーて、次回のグラウスタンディアは……
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　という展開が待っております。

　グラウスタンディア皇国が、ついにリジア宗旨国家の海路封鎖に向けて動き出します。

　新たな戦力、泣き虫将軍を加えて海路制圧に動き出します。

　そしてその中で、ファウラの過去と共に、彼女を助けた女性にもスポットを当てながらのサイドストーリー。

　リジア宗旨国家内の、軍事事情が絡む中での、陸戦、海戦。

　そしてコウソンとレイリンのラトルグ国も、大陸制覇に向けて動き出します。

　神無き国家であったラトルグ国に、ついに神を宿した女帝降臨か？

　粛しゆく清せいの嵐に、血の雨そぼ降るラトルグ国にこうご期待！




　そんな感じで、予定では春頃となってございます。日本の春は長いですからね。新春、初春、仲春、晩春、このどれか辺りだと思われます。……願わくは新春でない事を祈っております。という訳で春には、みなさまの前にお目見えするんではないかと、原稿をもりもり進めてございます。

　大丈夫、きっと書きあがりますとも……きっと……。




　さてここからは謝しや辞じを。

　毎回、わたくしの稚ち拙せつな文章に根気よく付き合って下さり、「ラノベでこんな事までやっちゃっていいですか？」と日ひ和よるわたくしに、「え？　内堀さん、まだまだ甘いですよ」と後押しをしてくださる担当の中川様。そして毎回素す晴ばらしいイラストを上げて下さる野の崎ざきつばた様。そしていろいろとお手伝いして下さる松木君。更には編集部の皆様、出版流通に関わる全ての皆様に心より御礼申し上げます。




　そして何よりも、この本を手に取ってくださる皆様に最大の感謝を！

　本当にありがとうございます！

　みなさまに支えていただき、四巻までやってまいりました。

　更に戦乱は激しくなっていく予定でございます。

　どうぞこれからもお付き合いいただけたら幸いでございます。

　それではまた次巻にて、みなさまにお会いできることを願って！




二〇一四年　一〇月吉日　内堀優一
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